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　八月上旬。よく晴れた夏休みの朝。

　慧けい輝きが目を覚ますと、ベッドに女の子が潜り込んでいた。

「瑞みず葉は……」

　整った顔立ちに、愛らしい癖っ毛。

　桃色のパジャマに身を包み「すぅすぅ」と安らかな吐息をこぼす女の子の名前は桐生きりゆう瑞葉。桐生という姓が示す通り、彼女は慧輝の妹だ。

　妹のはず、なのに──

「……なんで俺、妹の寝顔にドキドキしてるんだよ……」

　妹が寝床に潜り込んでくることは何度かあった。

　今までは瑞葉を相手にこんな気持ちになることはなかった。

　その原因はわかっている。

　脳裏に浮かぶのは先日の屋内プールでの一件。

　プール館内の、二階に続く階段の踊り場で慧輝は瑞葉のスカートをめくった。

　もちろんセクハラが目的ではない。部室にラブレターを残した〝パンツを落としたシンデレラ〟の正体を確かめるためだ。

　そして慧けい輝きの予想通り、彼女はシンデレラの証あかしである純白のパンツを穿はいていた。

　桐生きりゆう瑞みず葉はこそ、慧輝が探し求めていたシンデレラだったのである。

（そこまでは順調だったんだけどな……）

　そのあと、ふたりの間でいろいろなやり取りがあって、珍しく感情的になった瑞葉が不意打ちのように慧輝の唇を奪ったのだ。

　柔らかい唇の感触も。

　触れ合った彼女の体温も。

　嗅かぎなれないシャンプーの匂いも。

　ファーストキスの記憶は鮮明に胸の奥に刻まれている。

「…………うあぁ……っ」

　瑞葉とのキスを思い出し、ベッドの上で身み悶もだえる。

「というか、そもそもなんで瑞葉が俺のベッドに？　……はっ!?　まさか、昨夜はこの部屋で禁断のアバンチュールが!?　いやでも、そんな重要イベントが起きていたなら憶おぼえていないはずがないし──」

「んん……」

　その時、身じろぎをした瑞葉がうっすらと目を開けた。

「あ……」

　こちらと目が合うと彼女は幸せそうに微笑ほほえんで、

「兄さぁん…………ちゅっ」

　そんなふうに、いきなり兄の唇を奪った。

　人生で二度目となる口づけはプールの時と同じく完全なる不意打ちで、まるで愛いとしい恋人にするような、甘い甘いキスだった。

「……えへへ、またしちゃった」

　顔を離した瑞葉は頬ほおを赤くして照れたように笑う。

　対する慧輝の表情は強こわ張ばったものだった。

「…………き」

「き？」

「緊急家族会議いいいいいいっ!!」

　そんなわけで朝から家族会議が開かれることになった。

　参加者はベッドに正座した妹と、その向かいに同じく正座した兄のふたり。

　議題はもちろん、桐生家における風紀の乱れについてである。

「瑞葉は今後、キス禁止！」

「えー」

「えー、じゃない。そもそも、なんで俺のベッドに潜り込んでるんだよ？」

「……だって寂しかったんだもん。最近、兄さんの態度がよそよそしかったし」

「そりゃ、妹にいきなりキスされたらよそよそしくもなるだろ……」

　プールで妹に告白され、不意打ちでファーストキスまで奪われて、それでいつも通りに振る舞える男がいたらそいつは異常者だと思う。

「でも、好きな人にキスしたいって気持ちは間違ってないと思う」

「好きって……」

「兄さんは、わたし以外の女の子と結婚するの？」

「はい……？」

「自分で言うのもなんだけど、わたし、けっこう尽くすタイプだよ？」

　それはもちろん知っている。

　瑞みず葉はは料理上手で気配り屋さん。

　加えて綺き麗れい好きでもある彼女は家が汚れることを良しとせず、不潔なものは即成敗のスローガンを掲げて兄妹が暮らす住居を常に清潔に保ってくれている。

　兄の部屋でエロ本を見つけても笑顔で見なかったことにしてくれるし、優しくて献身的で、そして何より変態じゃない。

　まさに男が思い描く理想の嫁を具現化したような存在だ。

「……正直、瑞葉は可愛かわいいし、めちゃくちゃ魅力的だと思う」

「そ、そう……？」

　褒められた瑞葉が恥ずかしそうに頬ほおを赤く染める。

　そういうところが、もう本当に抱きしめたくなるくらい可愛い。

「けど、恋愛対象になるかと言われると……瑞葉は俺の妹なんだし」

「でも、血は繋つながってないよ？」

「う……」

　問題はそこである。

　先日のプールでの一件のあと、慧けい輝きが父親に電話で確認を取ったところ慧輝と瑞葉の間に血の繋がりはないと証言した。

　実の妹だと思っていた女の子は義理の妹だったのだ。

「血が繋がってないから、普通にえっちなことだってできるし」

「えっちなこと!?」

「実際のところ、兄さんはわたし以外の女の子に告白されたことないよね？　ファーストキスの相手もわたしだし、妹を選ぶのも悪くないと思うけど」

「いや、だから……」

「兄さんは……わたしのこと、嫌い？」

「そんなの……」

　嫌いなわけがない。

　瑞みず葉はのことは好きだし愛していると言っていい。

　でもそれは家族に向けた愛情であって、彼女が向けてくる好意とは別種のものだ。

「わたしは、兄さんが大好きだよ？」

　まっすぐに慧けい輝きを見つめて瑞葉が愛の言葉を口にする。

「兄さんはわたしのこと、妹としか見てなかったかもしれないけど。わたしは兄さんのこと、ずっと男の子として見てた」

「瑞葉……」

「それにわたし、なにげにおっぱい大きいよ？」

「お、俺は胸の大きさで女子を選んだりしないしっ」

「兄さんが持ってるえっちな本は胸の大きな子ばかりだけど？」

「なぜ知っている!?」

「たまにベッドの上とかに放置されてるし。ちゃんと隠さないとダメだよ？」

「すみませんでしたぁっ！」

　けれども実際、瑞葉は着き痩やせするタイプで実は脱いだらすごかったりする。

　プールで密ひそかに観かん察さつした結果、シンデレラ候補だった四人の中では二番目の大きさであることがわかっている。

「……気になるなら、試してみる？」

　思わず胸元を見てしまったのがバレたのだろうか。

　瑞葉はベッドの上で膝ひざ立だちになると、手を伸ばして兄を抱きしめた。

「ちょっ、瑞葉っ!?」

「どうかな？　けっこういいと思うんだけど」

「そんなことを言われましても!?」

　率直に申し上げて、押し当てられた胸は大変に素晴らしいものでした。

　服の上からではわからない想像以上のボリューム。

　そんなものを押し当てられて冷静でいられるほど慧輝は男を捨ててはいない。

　ダメだとわかっているのに振りほどけなくて、ドキドキしてしまって、もう本当におかしくなりそうだ。

「ふふ、兄さぁん……」

　甘えるような声を出した瑞葉が、慧輝の胸にすりすりと頬ほおずりをしてくる。

　そのあまりの可愛かわいさに自分の中の大切な何かが壊れそうになる。

（なにこれやばい！　俺、このままだと萌もえ死ぬんですけど!?）

　これはもう完全に仲のいい兄妹のレベルを超えている。

　血が繋つながっていないとはいえ、感覚的には瑞みず葉ははやはり妹なのだ。

　そんな女の子にキスされたり、抱きつかれたりしている現状に猛烈な背徳感と罪悪感を覚える一方で「妹も悪くないかも？」などと思えてきているあたり真剣に緊急事態。

　このままでは本当に、いろんな意味で妹と結ばれかねない。

　そうでなくとも、先ほどから豊かな胸を押しつけられて理性は崩壊寸前、股こ間かんも膨張寸前なのだ。

　いろいろ我慢の限界だし、兄としてはこれ以上、妹の暴挙を許すわけにはいかない。

「瑞葉……」

「兄さん？」

　彼女の肩に手を置いて、そっと引きはがす。

「瑞葉がそういう手段を取るなら、俺にも考えがある」

「考え？」

　キョトンとする妹に向かって慧けい輝きは高らかに宣言する。




「兄さんは──家出をします！」
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　プールで妹にキスされた日。

　帰宅して自室に戻った慧輝はすぐさま父親に電話をかけた。

『──はいはい、もっしー？』

「もしもし父さん!?」

『うお!?　なになに、そんなに前のめりでどうしたの？　あ、父さんはねぇ、今ちょっと仕事が修羅場っててさ～』

「父さんの修羅場の話はどうでもいい」

『ええー、いきなり酷ひどくない？』

「重要な話があるんだよ。単刀直入に聞くけど……俺と瑞葉って義理の兄妹なのか？」

『え？　あ、うん。そうだけど』

「軽っ!?」

　衝撃の事実があっさりと、あまりにも緊張感のない声で告げられた。

「瑞葉が義妹ってどういうことなんだ？」

『いや、というか、お前は憶おぼえてないのか？』

「え？」

『ああ、でもそうか。まだ慧けい輝きも瑞みず葉はも小さかったもんな。……実はな、瑞葉は母さんの親友の娘なんだよ。もう十年以上前になるか。瑞葉のご両親が事故で亡くなってしまってな。身寄りがなかったあの子をうちで引き取ることにしたんだ』

　瑞葉の本当の両親は事故で亡くなったという。

　明かされた妹の過去に、胸に鈍にぶい痛みが走る。

「……つまり、瑞葉はうちの養子ってことか？」

『そういうことだ』

「そんな大事なこと、なんで今まで黙ってたんだ？」

『言う必要ないだろ。血の繋つながりなんてなくてもあの子は俺達の家族だ。俺も母さんも瑞葉を実の娘だと思っているからな』

「父さん……」

『それにぶっちゃけ、息子より娘のほうが可愛かわいいと思ってる』

「そんな本音は聞きたくなかった！」

　怒りに任せて通話を切る。

　一瞬でも父親を格かつ好こういいと思ってしまった自分を殴りたい。

　しかし、欲しかった情報は聞き出せた。

「本当に血が繋がってないんだな……」

　親に確認したのだから間違いない。慧輝と瑞葉の間に血の繋がりはなかった。

　信じられないが、そう言われると納得できる点がいくつかある。

　真っ先に思いつくのは兄妹なのにまったく似ていない容姿。

　慧輝は平凡な見た目なのに瑞葉はやたらと美人だし。

　兄はまっすぐな髪質なのに、妹は愛らしい癖っ毛だ。

　公園で会った生意気な野球少年に「ぜんぜん似てない」と言われたこともあった。

　それに以前、脱衣所で着替え中の瑞葉と鉢合わせた時に慧輝は妹の裸にドキドキしてしまった。今思えばそれは、心と体が本能的に彼女を〝異性〟として認識した結果なのかもしれない。

　血の繋がりのない異性にドキドキするのは、むしろ普通の反応だ。

「……はぁ」

　深い溜ため息いきをつき、背中からベッドに倒れ込む。

「……ラブレターを書いたのが妹だなんて、思わないよな……」

　瑞葉が養子だったとか、血が繋がっていないとか。

　いろんな話が一気に出てきて整理できていないのが実情だ。

　ただ、瑞葉が義理の妹となれば、あのラブレターの意味が根底から覆くつがえることになる。

　いくら可愛かわいい女の子でも瑞みず葉はは妹──

　そう思っていたから慧けい輝きは彼女の気持ちに兄として返事をするつもりだった。

　実は義妹だなんて想定外で、もちろんこの場合の返事など用意しているはずもない。

「俺はこれから、どうすればいいんだ……？」

　血が繋つながっていないのだから付き合ってもＯＫ？

　可愛ければ義妹でも問題ない感じ？

　いやでも世間体があるし、そもそもお互いの気持ちが重要で──

「それにやっぱり……今さら本当の妹じゃないなんて言われても……」

　十年以上も家族として一緒に暮らしていた女の子を、いきなり異性として見ることなどできるはずがない。

　部室で差出人不明のラブレターを発見してから三ヶ月。

　ようやく見つけた差出人は妹で、妹は義妹と判明して、ラブレターから始まったシンデレラストーリーは思いもよらない方向へ転がり出したのだった。





　　　　　　◇






　家出宣言から二時間後の、午前十時過ぎ。

　開店直後の喫茶店、その奥の席に慧輝を含む三人の男女の姿があった。

　テーブルを挟んで慧輝の向かいに座っているのは、秋あき山やま翔しよう馬まと鳳おおとり小こ春はるのカップル（仮）。

　男ふたりは夏らしいラフな軽装で、小春は水色のワンピースに、今日はパーカーではなくカーディガンを羽織っていた。

　メールで招集をかけたところ、ふたりは嫌な顔ひとつせずに集まってくれたのだ。

「桐生きりゆうくんの読み通り、シンデレラの正体は妹さんだったのですね」

「しかも、まさか瑞葉ちゃんが義理の妹だったなんてね」

　三人分のアイスコーヒーを注文したあと、慧輝はここ最近の出来事をふたりに話した。

　謎なぞに包まれていたシンデレラの正体が判明したこと。

　その正体が慧輝の妹だったこと。

　特に瑞葉が義妹だったことはさすがに予想外だったようで、小春も翔馬も驚きを隠せない様子だった。

「ずっと一緒に暮らしてきて今まで気づけなかったとか、とんだ間抜けだよな」

「まあ、言われてみれば兄妹なのにぜんぜん似てないよね」

「学年が同じなので、わたくしはてっきり、ふたりは双子なのかと思っていました」

「小春先輩の写真のおかげで、シンデレラを特定できたところまではよかったんですけどね……」

　部室にラブレターが残されていた日、小こ春はるが撮影していた写真の中に、先に下校したはずの瑞みず葉はが写っていたことからシンデレラの正体にたどり着くことができた。

「それで慧けい輝きがお断りの返事をしようとしたら、瑞葉ちゃんが実の妹じゃないという新事実が発覚して」

「しかもファーストキスまで奪われて返事は結局うやむやになり、ふたりの関係がギクシャクしたまま今に至る──というわけなのですね」

「まとめると、だいたいそんな感じです」

「シンデレラの正体が王子様の妹とはね……これはまた、小説みたいな展開だ」

「今までずっと家族として接してきたのに、いきなり血が繋つながってないとか言われても困るって。しかも俺のことが好きだって言うし。いきなりキスされるし。……なんかもうわけがわからん」

　うあー、とゾンビのような声を錬成して慧輝がテーブルに突っ伏す。

「でも瑞葉ちゃんは、僕から見てもすごくいい子だと思うけど？」

「そりゃ、瑞葉は美人で可愛かわいいし、優しくて気配り上手だし、家庭的で非の打ち所がない女の子だけど……」

「けど？」

「瑞葉は俺の妹だぞ？」

「でも、血は繋がってないんだよね？」

「だとしても、いきなり異性として見るなんてできないって」

「まぁ、確かにそうかもね。難しい問題だ」

　納得する翔しよう馬まの横で、今度は小春が控えめに口を開く。

「わたくしとしては、兄と妹の禁断の恋とか、ちょっと憧あこがれちゃうのです」

「小春先輩って、意外とゴシップ好きなんですね」

「女の子はみんな恋の話に飢えているのです」

「なるほど。そういう小春先輩は翔馬とどこまで進んだんですか？」

「はうっ!?」

　変な声をあげ、もじもじと意味ありげに体を揺らす小春。

　飲み物をストローでくるくるかき混ぜたりして露骨に挙動不審だ。

「……え？　なにその反応？　ま、まさか……ふたりはもう？」

　小学生にしか見えない小春だが彼女は高校三年生の乙女。

　見た目はともかく年齢的にはそういうことがあっても何も問題ない。

　若い男女が付き合っているのだから、お互いに体を持て余すこともあるだろうし、しかも季節は夏。ふたりで出掛けたビーチなんかで開放的な気分になり、大人な関係になっていたとしても不思議はない。

「……ごくり」

　強い緊張から慧けい輝きの喉のどが鳴る。

　張り詰めた空気の中、頬ほおを真っ赤にした小こ春はるが唇を動かして。

「実はこの間、翔しよう馬ま君がほっぺにちゅーをしてくれたのです！」

「小学生か！」

　両手を頬に当てて「きゃ～っ」と嬉うれしそうにはしゃぐ上級生が可愛かわいすぎる。

「焦ったわ……。俺はてっきり、スク水姿の小春先輩を前にして翔馬が自分を抑えきれなくなったのかと……」

「慧輝は僕をなんだと思っているんだい？」

「ロリコンだろ？」

「うん。まぁ、そうなんだけどね」

　ロリコンという不名誉なレッテルをあっさりと認めるイケメン。

　アホな会話のキャッチボールに、コーヒーの氷が呆あきれたようにカランと音を鳴らす。

「話を戻すけど。慧輝は今、絶賛家出中なんだよね？」

「いろいろ整理ができてなくてさ。少し考える時間が欲しいんだ」

「なるほどね」

「それで今日の宿を探してるんだけど、翔馬の家に泊めてもらえないかな？」
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「力になってあげたいけど……実は今、いとこのお兄さんが遊びにきてるんだよね」

「あー……それじゃ無理だな」

　いとこのお兄さんは大学生だそうで、慧けい輝き達と同じく絶賛夏休み中らしい。

　親しん戚せきが宿泊している友人宅にお邪魔できるほどの鋼の精神は持ち合わせていない。

「それなら、わたくしの家はどうですか？」

「え、いいんですか？」

「はい、部屋ならたくさん余っているのです」

「部屋がたくさん余ってる家って……」

　さすがは社長令嬢。自宅の部屋数からして庶民とは違うらしい。

「じゃあ、お言葉に甘えてお世話になっちゃおうかな」

「小こ春はるちゃんの家にお泊まり……だって？」

「っ!?　殺気!?」

　冷たい殺気を感じて視線を横に移すと、友人が血走った目でこっちを見ていた。

「……なんか、嫉しつ妬との視線がこわすぎるので先輩の家はやめておきます」

「？　そうですか？」

「小春先輩は愛されてますねぇ」

「？？？」

　どうやらこのカップル（仮）の関係は良好らしい。

　ロリコンの翔しよう馬まが年上の小春とうまくやっていけるか心配だったが、このまま順調に愛を育はぐくんでいけば本当のカップルになれる日も近いだろう。

　ふたりの友人としては素直に喜ばしいことだった。







　翔馬達と別れたあと、家出少年は近所の公園で途方に暮れていた。

「……勢いで家出をしてみたものの、これからどうしようかな……」

　ベンチに座り、思うのは切実な問題。

　桐生きりゆう慧輝君の家出計画はまったくのノープランで、所持品はスマホと薄い財布だけ。

　学生の身分でホテルに泊まれるほど潤沢な資金があるはずもない。

「……暑い……エアコンが恋しい……」

　もう八月なのだから暑いのは当然で、夏の日差しが無防備な肌を全力で焦がしていく。

　最近は紫外線が危ないと騒がれているし、熱中症になる若者も多いと聞く。

　体のことを考えればすぐにでも冷房の効いた自宅に戻るべきなのだろうが、自分から家を飛び出した手前、帰る気にはなれなかった。

（そもそも、まだ何も解決してないしな……）

　義妹と判明した瑞みず葉はとどう接するべきか。

　彼女の告白に、どんな答えを出すべきか。

　それらの問題に対する気持ちはまだ、ふわふわと宙に浮いたままだ。

「……そういえば、前にこのベンチで瑞葉とアイスを食べたっけ」

　あれは確か、書道部に唯ゆい花かと真ま緒おが加わった時のこと。

　下校中に買い物帰りの瑞葉と会って、新しくできたばかりの店で買ったアイスをふたりで食べた。

　あの頃は、まさか彼女が兄に恋愛感情を持っているなんて思いもしなかったけれど。

「ずっと一緒にいたのに、俺は瑞葉のことをぜんぜん理解できていなかったのかもな」

　自分に向けられる笑顔の意味も。

　彼女がこれまで、どんな気持ちで一緒に暮らしていたのかも。

　慧けい輝きが見ていたのは桐生きりゆう瑞葉という少女の、ほんの一部分だけだったのかもしれない。

「──おろ、桐生じゃん？」

「あれ、南なん条じよう？」

　声をかけてきたのはクラスメートの南条真緒だった。

　メガネをかけた真緒はダサいジャージ姿で、赤茶色の髪はボサボサで、最後の追い込みをかける浪人生のようだ。

　コンビニのレジ袋を手に近寄ってきた彼女は当然のように隣に腰を下ろした。

「桐生はこんなとこでなにしてんの？」

「南条こそ、その乙女にあるまじき格かつ好こうはどうしたんだ？」

「あ、あんまりじろじろ見ないでよ。仕方ないじゃん、徹夜明けなんだから」

「徹夜明け？」

「少女漫画のほうがちょっとスランプでさ。気分転換にイベント用のＢＬ本を進めてたら筆が乗っちゃって、そのままオールナイトだよ」

「あ、そうなんですか……」

「それで、さすがにお腹なかが空すいたから食料の買い出しにきたってわけ」

「そういえば、そろそろ昼飯時か」

　昼飯のワードに反応したのか、慧輝のお腹が思い出したように小さく鳴った。

「桐生もお腹、空いてるの？」

「実は朝からなにも食べてないんだ」

「そうなの？　アンパンしかないけど、食べる？」

「……南条が女神に見えてきた」

「パンくらいで大げさだってば。ジャージ姿の女神なんていないでしょ」

　それから、ふたりは黙々とパンを齧かじった。

　お腹なかが空すいていたからか、コンビニの菓子パンがやたらと美お味いしく感じた。

「そんで桐生きりゆうさ、なにかあったの？」

「え、なんで？」

「こんなところで、そんなわかりやすく落ち込んでたら誰でもわかるでしょ」

「あー……実は今、瑞みず葉はと気まずい感じになっててさ」

「なに、ケンカでもしたの？　どうせ桐生のことだから、瑞葉にエロいことでもしたんでしょ？　お風呂を覗のぞいたとか、パンツを盗んだとか」

「お前は俺をなんだと思ってるんだ」

「重度のシスコンだと思ってるけど」

「そうですね」

　そう言われると反論の余地もない。

「ま、どんなに仲が良くてもケンカくらいするよね。あたしも、ママとしょっちゅうやりあうし」

「そうなのか？」

「洗濯物のたたみ方が気に入らないとか、ご飯が美味しくないとか、なんてことのないケンカばかりだけどね。家族なんてそういうものだと思うけど」

「俺、瑞葉とはあんまりケンカしたことないけど」

「それって向こうが我慢してるだけじゃない？　瑞葉ってさ、ワガママを言ったりしないでしょ？」

「……そうかもしれない」

　優しくて気配り屋さんの瑞葉は文句を言ったり怒ったりしない。

　真ま緒おの言う通り、瑞葉はワガママを言ったことがないのだ。

　そんな彼女が慧けい輝きのことに関しては強硬な態度を示した。それはつまり、慧輝の存在がそれだけ彼女の中で大きな比重を占めているということで──

「瑞葉ってさ、男子に人気あるんだよ？」

「そうなのか？」

「目立つ感じじゃないけど可愛かわいいからね。人当たりもいいし、誰に対しても優しいし、女子からも男子からも好かれるタイプ。高校に入ってから何度か告白されてるらしいよ」

「マジか……」

「ま、一度もＯＫしたことないらしいけどね」

「へ、へえ……」

「なにあからさまにホッとしてんのよ。本当にシスコンなんだから」

「悪かったな、シスコンで」

　──でも、なんだろう？

　瑞みず葉はが誰かに告白される場面を想像すると、なんだか、すごく嫌な感じがした。

　それは今まで抱いたことのない感情で、また自分のことがわからなくなる。

「ところでさ。実はあたしも桐生きりゆうに相談があるんだけど、いい？」

「相談？」

「いやー、ぜんぜん大したことじゃないんだけどね？　ちょっとだけ時間をもらえると嬉うれしいかなって」

「まあ、別にいいけど」

「ほんと？　やったね」

　真ま緒おが子どものように無邪気に笑う。

　そんな彼女の手には、いつの間にかスケッチブックと鉛筆が握られていて……

「それじゃ、アンパンの代金を払ってもらおうかな。──桐生のカラダで」

「え……？」

「さあ、大人しくパンツを脱ぎなさい！」

「ちょっと待って、なに言ってんの？」

「もう、鈍にぶいなぁ。アンタの男根を模写させろって言ってんの」

「本当になに言ってんの!?」

「フフフ……こんな機会はめったにないからね。桐生のバナナをデッサンして新刊の参考資料にしてあげるんだから！」

「断固、拒きよ否ひする！」

「なに恥ずかしがってるの？　桐生のくせに可愛かわいいじゃん。……ぐへへ。これは是が非でも脱がせたくなりますなぁっ！」

「やばい、こいつ完全に徹夜明けのテンションだ!?　……ちょっ、待て！　ズボンに手をかけるんじゃない！」

　そういえば、真緒は昨夜から寝ていないと言っていた。

　寝不足は人をおかしくする。

　ただでさえ普段からおかしいのに、本日の真緒先生はいつも以上に絶好調だった。

「よいではないか～、よいではないか～」

「いやあああああああああああああっ!?」

　同級生の女の子に屋外でズボンを脱がされそうになり、慧けい輝きは必死になってその場から逃走した。

「…………はぁはぁ……ああ、無駄な体力を消費してしまった……」

　五分ほど走っただろうか。

　歩道の途中で電信柱に手をつき、乱れた息を整える。

　幸い、腐女子は追ってこなかった。

　リアルな男性器をデッサンしたかったらしいが、頭がおかしいとしか思えない。

「……そもそも俺、どうして家出なんてしてるんだっけ？」

　どうしてあの家から──瑞みず葉はから逃げ出したんだっけ？

　そもそもの引き金になったのは、シンデレラの正体が瑞葉だったことだ。

　探し求めていたラブレターの差出人は妹で、彼女は兄のことが好きだと言い、自分達は血が繋つながっていないのだと言った。

　瑞葉が自分の気持ちを告白した以上、どうあってもこれまでと同じ関係には戻れない。

　その気持ちを受け入れたとしても、断ったとしても。

　きっともう、以前と同じように彼女と接することはできない。

　きっともう、ただの兄妹には戻れない。

　それは慧けい輝きにとって、自分が思っていた以上に大きな喪失だったらしい。

「ああ、そうか──俺はただ、答えを出すのがこわいだけなんだ」

　瑞葉と過ごした時間が幸福すぎて、その幸せがこれからも続くと信じていた。

　けれど、彼女がシンデレラだったことで平穏な日常は終わりを告げた。

　慧輝が答えを出せば、今はまだかろうじて保たれているふたりの関係は完全に壊れてしまうだろう。

　プールで彼女の正体を暴いた時、こうなる覚悟はしていたはずなのに。

　フタを開けてみたらこの通り、ぜんぜん覚悟なんてできちゃいなかったのだ。

　それに気づいた時、冷たい雫しずくが空から降り注いだ。

「雨か……」

　さっきまであれほど天気がよかったのに、いつの間にか空は灰色に染まり、世界はすっかり薄暗くなっている。

　雨はすぐに土砂降りになり、手がつけられない勢いになった。

　当然、慧輝は傘など持っていない。

　この辺りは住宅街で近くに雨宿りできそうな場所はないし、ここからなら自分の家に駆けこんだほうが早いだろう。

「…………帰るか」

　こうして桐生きりゆう家長男の家出は半日ももたずにあえなく終了。

　雨は降ふり止やむことなく、家に着く頃には全身ずぶ濡ぬれになっていた。





　　　　　　◇






　翌朝、慧輝は自室のベッドで寝込んでいた。

「──三十八度五分。熱、けっこうあるね」

　体温計を確認した瑞みず葉はが心配そうに言う。

　風邪をこじらせた原因は間違いなく雨に濡ぬれたことだ。

「お粥かゆ作ったから少しでも食べてね。食べないとお薬飲めないから」

「……ごめん、瑞葉」

「病人は気をつかわなくていいの」

　優しく微笑ほほえんで、瑞葉はお手製のお粥を食べさせてくれた。

　照れる元気もなかった慧けい輝きは黙々とそれを食べ、薬を飲んで再びベッドに横になる。

　目を閉じると、聞こえるのは微かすかな雨音。

　今日も明け方から雨が降っていて、そのせいか八月だというのに肌寒かった。

　この急激な気温差も体調を崩した要因かもしれない。

「……頭がガンガンする……寝よ……」

　瑞葉が持ってきてくれた毛布の中で、慧輝は眠りについた。







　そうして次に目を覚ましたのは昼過ぎだった。

「……あれ？」

　部屋に瑞葉の姿はなく、かわりに長い黒髪の少女がベッドの傍そばに座っていた。

　ブラウスにスカートを合わせた私服姿。座布団の上に綺き麗れいに正座した朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきが、目を開けた慧輝に気づく。

「あら、起きたのね。体調はどうかしら？」

「えっと……少し楽になってきました」

「それはよかったわ」

「紗雪先輩は、どうしてここに？」

「スーパーで瑞葉さんに会ったのよ。そしたら慧輝君が風邪を引いたって言うからお見舞いにきたの。……あ、瑞葉さんなら昼食を作っているわよ。よくできた妹さんね」

「そうですね。……本当に」

　両親が仕事で家にいない桐生きりゆう家では、昔から慧輝が風邪を引いた時は瑞葉が付きっきりで看病してくれた。

　当時のことを思い出すと胸の奥が温かくなる。

「それで私、昼食ができるまで慧輝君の看病を買って出たわ」

「いや、先輩にそこまでさせるわけには……」

「いいのよ。困っている時はお互いさまって言うし。さっそく看病するわね」

　そう言って、立ち上がった紗雪はおもむろにパンツを脱いだ。

「先輩!?　なにしてるの!?」

「なにって、パンツを脱いでいるのだけど？」

「なぜ脱ぐ!?」

「慧けい輝き君に早く元気になってほしいからよ。女の子の脱ぎたてパンツとか、男の子ならこれで元気にならないはずがないわ」

「パンツは栄養ドリンクじゃないんだけど……」

「さあ、心置きなく私のパンツを楽しむといいわ。クンクンしてもいいし、ペロペロしたっていいし、なんなら穿はいてみたりしてもかまわないわよ？」

「しないよ!?」

「そんな馬鹿な……慧輝君ほどレベルの高い男の子なら美お味いしくいただくくらいのことはすると思ったのに」

「先輩の中の俺はどんなド変態なんですか……」

「ふむ。パンツはお気に召さなかったようね。となると、正攻法がいいのかしら」

「正攻法？」

「こうするのよ」

　パンツを穿き直した紗さ雪ゆきが毛布の中に潜り込んだ。

　そして、甘えたがりの猫のようにぴたりと体を寄せてくる。

「先輩……なにしてるんですか？」

「添い寝よ。今日は少し寒いし、健けな気げなペットらしくご主人様を温めているの」

「いや、確かに温かいけども……」

「ご飯ができるまでもう少し休むといいわ。慧輝君が眠るまでこうしていてあげるから」

「そう言われても……」

　恥ずかしいやら緊張するやらで、まったく眠れる気がしないのだが。

「ふふ。慧輝君ってば、顔が赤いわよ？」

「誰のせいですか……」

　不満をこぼすように口にすると、不意に頭を撫なでられた。

「先輩？」

「慧輝君、プールで遊んだ時に、ビキニを流された私を助けてくれたでしょう？」

「ああ、そんなこともありましたね」

　皆でプールにいった日、波のプールでビキニを流された紗雪の体を隠すため、咄とつ嗟さに彼女を抱きしめたのだ。

　今思うと大胆なことをしたものである。

「書道部が廃部になりそうだった時も、プールの時も、いつも助けられてばかりね。私は字を書くことしかできないし、瑞みず葉はさんみたいに料理もできないし、こうして傍そばにいることくらいしかできないけど。それでも慧輝君のために、なにかしたいって思ったの」

「紗さ雪ゆき先輩………」

　至近距離で放はなたれた言葉に胸が高鳴る。

　この人は、たまにこういうことを言うから憎めない。

「だからね？　慧けい輝き君が望むなら、私の胸に顔を埋うずめてもいいわよ？」

「俺の感動を返してください。……でも、それなら、もう少しだけ頭を撫なでてもらっていいですか？」

「お安い御用よ」

　素直に甘えてみると、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　くすぐったい気持ちのまま慧輝は目を閉じたのだが──

「……すぅ……すぅ……」

「先輩が寝ちゃってるし」

　添い寝を開始して、わずか数分での撃沈だった。

　大きな胸を後輩に押し当てたまま夢の世界に旅立ってしまった上級生をどうしようか考えていると、部屋のドアがガチャリと開いた。

「兄さん、起きてる？」

「あ……」

　それはもう最悪のタイミングで。

　ドアを開けた妹の目に映ったのは愛する兄と、兄にくっついて眠る黒髪美女。

　その状況に、昼食のトレーを手にした瑞みず葉はがくるりと踵きびすを返す。

「ごゆっくり～」

「誤解！　本当に誤解だから！」

　笑顔で立ち去ろうとした妹を必死に呼び止めると、彼女はそれはもう深い溜ため息いきをついて振り返った。

「兄さん、いったいどうすればそんな状況になるの？」

「先輩が勝手に潜り込んできただけなんだけど……もしかして瑞葉さん、怒ってる？」

「別に。誰となにをしようと兄さんの勝手だし」

「お、おお……」

「ほら、早く食べてお薬飲まないと」

「はい……」

　ピリピリした空気の中で昼食を食べ、兄が薬を飲むのを確認すると、瑞葉は食器を持って部屋を出ていった。

　その背中を見送った慧輝は再び体を横にする。

「……あー……またぼうっとしてきた……」

　食欲がなく、昼食はあまり食べられなかった。

　高校生になってからはあまり風邪も引かなかったから忘れていた。

　熱を出すとしんどいという、そんな当たり前のことを。

　ちなみに紗さ雪ゆきは起きる気配がまるでなく、隣でスヤスヤと眠っている。

「相変わらずマイペースな人だな……」

　気持ちよさそうに眠る彼女の頬ほおをぷにぷに突いていると、部屋のドアが開いて小柄な女の子が顔を出した。

「……体調を崩したって聞いてたのに元気そうですね」

「唯ゆい花かちゃん？」

　同じ委員会と部活に所属する後輩の古こ賀が唯花。

　金色の髪を揺らし、部屋に入ってきた彼女は硬い表情で青い瞳を向けてくる。

「魔女先輩となにしてるんですか？」

「俺はなにもしていません。この人が勝手に潜り込んで寝ちゃっただけです。唯花ちゃんこそ、どうしてここに？」

「魔女先輩から慧けい輝き先輩が体を壊したとメールがあって、お見舞いにきました」

「ただの風邪なんだけどな」

「病人が強がらないでください。今の慧輝先輩、酷ひどい顔色してますよ」

「まぁ確かに、体調はよろしくないけども……」

「ああ、本当に弱々しくなっちゃって……そんな先輩も悪くないです」

「あ、ごめん。今はそういうのに付き合ってる元気ないから」

　うっとりとした顔で怪しい台詞せりふを言い出した後輩を牽けん制せいすると、彼女は大人しくベッドの傍そばに腰を下ろした。

「とりあえず、お見舞いの品を持ってきました」

「そんな気を使わなくていいのに」

「いえいえ、先輩が弱ってるうちにこれを着けておこうと思いまして」

　唯花が鞄かばんから取り出したのは赤い首輪だった。

　けっこうがっちりと丈夫に作られてある、犬用と思おぼしき立派な首輪だった。

「……コレは？」

「ペット用の首輪です」

「いちおう聞くけど、なぜ首輪？」

「大丈夫です。先輩のことは唯花が責任を持って可愛かわいがってあげますから」

「なにが大丈夫なの!?　なにひとつ大丈夫な気がしないんだけど!?」

「今なら特別に唯花が着けてあげますよ？」

「着けられてたまるか！」

　先輩男子に首輪の差し入れとか、この後輩も相変わらず狂っている。

「あは。さすがに首輪は冗談ですよ。本命はこっちです」

　首輪を置いた彼女が取り出したのは数冊の文庫本だった。

「体調が落ち着いてくると暇になりますからね。先輩が好きそうな本を選んでみました」

「おお、ありがとう」

「ふふふ、読んだら確実に呪のろわれるという恐怖の本もありますよ？」

「それはぜひ持って帰ってくれ」

「えー？　この本は本当にこわくて夏にはぴったりの傑作なのに……先輩も唯ゆい花かと同じように夜にトイレにいけなくなって大変なことになりましょうよ～」

「嫌だよ。ノーサンキュー」

「残念だけど仕方ないですね。……ではそろそろ、そこで寝こけているおっぱいお化けを排除しますか」

「え？　唯花ちゃん？」

　金髪碧へき眼がんの後輩は腰を上げ、ベッドの横に立つ。

　そして黒髪の上級生の肩をがっちりと掴つかむと、

「──そいやっ」

　気の抜けた掛け声と共にベッドから引きずりおろした。

「痛っ!?」

　落とされた紗さ雪ゆきは、その大きなお尻を床に打ちつけた痛みで目を覚ます。

「なんなのよ、もう……」

　お尻をさすりながら体を起こす紗雪。

　そんな彼女に唯花が勝ち誇った笑顔を向ける。

「おはようございます、魔女先輩」

「あら、誰かと思えば古こ賀がさんじゃない。どうしてここにいるの？」

「魔女先輩がメールを送ってきたんじゃないですか。『今の慧けい輝き君は抵抗できないから、いろいろやりたい放題よ』って」

「……紗雪先輩？」

「そんな目で見ないで、慧輝君。ちょっとしたジョークよ」

　後輩男子が疑惑の視線を送ると、彼女は気まずそうに目を逸そらす。

「そんなわけで、慧輝先輩の看病は唯花が引き継ぎます。お見舞いにきたくせに病人のベッドで熟睡するポンコツおっぱいはもう帰ってもいいですよ？」

「なんですって……？」

「ふたりとも、顔を合わせたらとりあえずケンカするのやめない？」

　一触即発の雰囲気に、部屋の主が控えめに主張する。

「そうですね。ここで騒いだら慧輝先輩の体に障りますし、ここは休戦といきましょう」

「……とか言いつつ、古こ賀がさんはなにをしているのかしら？」

　紗さ雪ゆきの視線の先には、ベッドに乗り慧けい輝きの腕に抱きつく唯ゆい花かの姿が。

「ふふ、今度は唯花が添い寝をしてあげますね？」

「慧輝君は私が温めるのよ。さながら忠実なペットのようにね」

　後輩に対抗意識を燃やした紗雪が反対の腕に抱きつく。

「ね、慧輝君？　慧輝君は巨乳好きだから古賀さんの胸じゃ満足できないわよね？」

「体で慧輝先輩を誘惑するなんて本当に魔女先輩は腹黒です！」

　狭いベッドの上で慧輝を取り合い、言い争いを始める女子ふたり。

　彼女達が火花を散らすのはいつものことだが、風邪で体力を失っている今の慧輝に、この騒がしさはハードすぎる。

「あの……俺、いちおう病人なんですけど。騒ぐなら外でやってもらっていいかな」

　体を蝕むしばむ熱と、精神を削っていく両者のやり取り。

　二重の意味で頭が痛い。

「──両手に花だね、兄さん」

「あ……」

　いつの間にかドアが開いていて、むすっとした顔の妹が立っていた。

「ほらほら、ふたりとも。病人の前なのでそれくらいにしてください」
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「それもそうね」

「はぁい」

「どうして瑞みず葉はのいうことは素直にきくんだ……」

　こちらのいうことは全然きかないのに、いろいろ納得いかない。

　ともあれ瑞葉のおかげで緊張状態は解かれ、女子ふたりの拘束から解放された慧けい輝きは安あん堵どの溜ため息いきを漏らしたのだった。





　　　　　　◇






　その夜、慧輝は夢を見た。

　もう十年以上も前の、慧輝がまだ四歳かそこらの、本当に幼かった頃の出来事。

　ある日、慧輝の両親に連れられて見知らぬ女の子が家にやってきた。

　慧輝と同じくらいの歳としの女の子を、父は「今日から新しい家族になる子だ」と紹介した。

「かぞく？」

「そうだ。慧輝のほうが誕生日が早いから、この子はお前の妹になるな」

「いもうと……」

　改めて女の子を見ると、彼女は悲しげな顔でうつむいていた。

　どうしてその子が家族になるのか、どうしてそんな顔をしているのか、その時の慧輝にはわからなかったけれど。

　ただ、その子のそんな顔は見たくないと思った。

「きみ、なまえは？」

「…………ミズハ」

「ミズハだな。おれはケイキ。ミズハのおにいちゃんだ」

「おにい……ちゃん？」

「ああ、おにいちゃんだ。おれたちはかぞくになるから、これからはずっといっしょだな」

「……ずっと…………いっしょ……」

　女の子は呆ぼう然ぜんとその言葉を口に出して、

「……ふぇぇ……」

　なぜかとつぜん泣き出した。

「あ、あれっ？　なんでなくの!?」

　慌てて慰めようとするも、泣なき止やんではくれなくて。

　彼女がどうして泣き出したのか、まるでわからなくて。

　子どもながらに、その子の頭を撫なでることしかできなかった。

　それは、慧輝が初めて瑞葉と会った時の記憶。

　ふたりが家族になり、兄妹になった遠い日の、大切な思い出だった。







　目を開けると、カーテンの隙すき間まから月明かりが差し込んでいた。

　暗い部屋の中で体を起こして、見たばかりの夢をなぞる。

「なんで忘れてたんだろう……」

　夢の内容は、確かに慧けい輝きが瑞みず葉はと出会った日の記憶だった。

「あの時、俺は瑞葉のお兄ちゃんになるって言ったんだ」

　悲しい顔をした女の子を笑顔にしたくて、とっさに口をついた言葉がそれだった。

　急に泣き出した瑞葉を慰めようと頭を撫なでたりしたが逆効果で、ようやく泣なき止やんだ小さな瑞葉は片時も慧輝の傍そばを離れようとしなかった。

　今思えばそれは、彼女が実の両親を亡くした直後だったからだろう。

　子どもにとって親は自分の全てだ。

　それをいっぺんに失ったのだから、心が耐えきれなくなってもおかしくない。

　そして彼女はきっと、その時のことを今でも憶おぼえているのだろう。

「……決めた。俺は、これからも瑞葉の兄さんでいよう」

　これまでずっと家族として暮らしてきたのだ。

　十年以上、初めて会った時のことを忘れてしまうほど長い時間を、ふたりは兄妹として過ごしてきた。

（血が繋つながっていなくても、俺と瑞葉は家族で──兄妹だ）

　だからきっと、それが正解なのだと思う。

　夜が明けたら今まで通り兄として彼女に接しよう。これまでと同じようにはできないかもしれないけど、それでも、できる限りの努力をしよう。

　子どもの頃に出会ったふたりが、これからも仲の良い兄妹でいられるように。

「……それにしても、変な時間に目が冴さえちゃったな」

　時計を確認すると、時刻は午後一時を回ったところ。

　昼間に睡眠を取ったおかげか体調は良く、熱もだいぶ下がったようだ。

「顔でも洗ってくるか」

　本当はシャワーも浴びたいところだが、病み上がりなので顔だけで我慢しよう。

　部屋を出た慧輝は洗面台のある脱衣室に向かった。

　階段を下りて廊下を進み、そこに繋がるドアを開ける。

「…………あれ？」

　こんな時間だというのに脱衣室の明かりが点つけられていた。

　というか思いきり使用中で、お風呂上がりと思おぼしき裸の女の子が立っていた。

「……瑞みず葉は？」

「……兄さん？」

　両者とも、突然の出来事に呆ぼう然ぜんと立ち尽くし。

　先に我に返った瑞葉が手にしていたタオルでそっと体を隠した。

「わっ、ご、ごめんっ！」

　遅れて意識を取り戻した慧けい輝きが慌てて彼女に背中を向ける。

「……本当にごめん。こんな時間にお風呂に入ってるとは思わなくて」

「あ、うん。……大丈夫。兄さんだから平気」

「いや、そこは普通に怒ってくれてもいいんだけど」

「怒らないよ。恥ずかしいけど、好きな人になら見られてもいいし」

「いや、その……ごちそうさまです……」

　瑞葉の大胆な発言にたじたじになってしまう。

　そうしている間も、先ほどの扇情的な光景がフラッシュバックして変な気分になる。

　妹の裸でドキドキする兄とか完全にアウトだろうと思いつつも、胸の高鳴りを止められなかった。

「……俺、廊下にいるから終わったら声をかけてくれ」

　頭を冷やすため、逃げるように脱衣室を出てドアに背中を預ける。

　背中越しにゴソゴソと瑞葉が服を着る気配がしたが、深く考えないようにした。

「そういえば兄さん。もう起きて大丈夫なの？」

「ああ、熱もだいぶ下がったし、なんともない」

「それならいいけど。あんまり無理したらダメだよ？」

「…………ああ、そっか」

　ドアを隔てての会話の途中、瑞葉がこんな時間にお風呂に入っていた理由がわかった気がした。

　彼女はきっと、付きっきりで看病してくれたのだろう。

　慧輝が眠っている間も、ずっと傍そばにいてくれたのだ。

「……兄さん？」

「あ、ああ……わかってる。無理はしないよ」

「ん、わかってるならよろしい」

　満足そうに言って、瑞葉は「それにしても」と話題を変える。

「お昼は両手に花でよかったね？　可愛かわいい女の子がふたりも添い寝してくれるなんて、男の子なら泣いて喜ぶシチュエーションだもんね」

「正直、熱のせいで喜ぶ元気もなかったよ」

「どうだか。心の中では鼻の下を伸ばしてたんじゃないかな？」

「瑞みず葉はさん、珍しくご機嫌斜めですね」

「……別に。そんなことないけど」

　彼女には珍しい、少しトゲのある口調。

　紗さ雪ゆき達が帰ってからしばらくはこんな感じだった。

「確か、前に先輩達がうちにきた時も似たようなことがあったな。瑞葉が珍しくご機嫌斜めになって、部屋にやってきたと思ったら〝兄さんはわたしの兄さんなんだからね？〟なんて可愛かわいいことを言ってくれて」

「…………」

「？　あれ、瑞葉？」

　急に黙ってしまった女の子の名前を呼ぶと、返事の代わりにドアが開かれた。

　そこにはシャツと短パンという部屋着姿の瑞葉が立っていて、少し怒ったような、拗すねたような視線を向けてくる。

「あの時は、兄さんを取られるかと思ったんだもん……」

「お、おお……」

　あの時は兄を取られたくないという妹の可愛い独占欲だと思ったのだが。

　瑞葉が義妹とわかった今と当時とでは言葉の意味が違ってくる。

　彼女からすれば恋愛対象の男子が他の女子とイチャイチャしていたのだから、気が気ではなかっただろう。

「……兄さん、ごめんね」

「え、なにが？」

「兄さんが風邪を引いたのは、わたしが原因だから。わたしがワガママを言わなかったら兄さんも家出するなんて言い出さなかっただろうし、ずぶ濡ぬれで帰ってくることもなかったはずだから」

「いや、アレは俺も大人気なかったし」

「でも安心して？　兄さんが嫌なら、もうキスはしないから。兄さんに好きになってもらったら、その時にたくさんすることにする」

「瑞葉……」

　健けな気げな笑顔に胸が締めつけられる。

　こういう素直なところが彼女の一番の魅力だと思う。

「あ、そうだ兄さん。プールのイベントの賞品、使ってもいい？」

「ああ、あの時の命令権な」

　命令権は紗雪が考案した賞品で、プールで行われたイベントで優勝した瑞葉がゲットしたもの。慧けい輝きにひとつだけ、なんでも命令できてしまうという理不尽極まりない代物だ。

「言っとくけど、貯金を寄よ越こせとか逆立ちで町内一周しろとか、そういう無む茶ちやなのはなしだからな？」

「そんな変なお願いしないよ」

　苦笑するように言って、瑞みず葉ははひとつ深呼吸する。

　そして顔を上げると真剣な面持ちで命令を口にした。

「一日だけ、わたしの彼氏になってください。兄妹じゃなく、恋人として、わたしとデートしてください」

　言い終えた瑞葉の頬ほおは赤かった。

　その要求は、命令と呼ぶにはあまりにも控えめな主張だったけれど、それでも恋愛経験に乏しい男子の心を撃ち抜くには充分すぎる威力を有していて──

（だから、なんでドキドキしてるんだよ、俺は……）

　相手は妹なのに。

　子どもの頃からずっと家族として暮らしてきた女の子なのに。

　情けないことに、兄として接するという固めたばかりの決意は、早くもグラグラと揺らぎ始めたのだった。
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　午前八時。桐生きりゆう家の浴室に瑞葉の姿はあった。

　お気に入りの入浴剤を投入した湯船に浸つかり、その気持ちよさに思わず溜ため息いきを漏らす。

「……朝からお風呂とか、我ながら気合い入りすぎじゃないかな」

　朝にシャワーを浴びることはあるけれど、お風呂まで沸かすことはなかなかない。

　水道料金とかガス代とかもったいないし。

　そんな倹約家の瑞葉がこうして入浴しているのには理由がある。

「でも、いいよね。今日は兄さんとのデートなんだから」

　今日はこれから兄とデートの予定だった。

　朝からお風呂に入っているのも、いつも以上に時間をかけて体を洗ったのも、いちばん可愛かわいい姿を見てもらいたいという想おもいからだ。

「……わたし、兄さんのこと好きすぎるよね」

　ブラコンと言われても否定できない。

　そもそも自分達は本当の兄妹ではないのだけれど。

「……兄妹、か」

　兄と妹。

　慧けい輝きと瑞みず葉はを繋つなぐ、ふたりの関係。

　この恋が普通とは違うとわかっているから、どうしても不安になってしまう。

　口では「間違っていない」と言いつつも、たとえ血が繋がっていないとしても、自分の気持ちが許されないものなのではないかと何度も考えた。

　何度も考えて、今だって考えている。

　それでも、自分はもうこの想おもいを隠さないと決めたのだ。

「──よしっ」

　気合いを入れ、勢いよく立ち上がる。

　お風呂から出た瑞葉はバスタオル姿で自室に戻った。

　こんな姿で家の中を歩き回るとか、少しはしたないのは自覚しているが、兄には先に待ち合わせ場所にいくよう言っておいたので問題ないだろう。

　まずはドライヤーでしっかりと髪を乾かす。

　それから桃色の下着を着け、とっておきの服を手に鏡の前に立つ。

「兄さん、可愛かわいいって言ってくれるかな……」

　胸の奥で燃える不安と期待。

　好きな人の反応を想像すると少しこわくて、楽しみでもあった。





　　　　　　◇






　デート当日の朝。駅前広場のベンチに慧輝の姿はあった。

　本日の天気は快晴。

　雲ひとつない空とは対照的に、ベンチに座る慧輝の表情は曇っていた。

「まさか妹とデートする日がくるとは思わなかったな……」

　今日はこれから妹の瑞葉とデートをする予定になっている。

　もちろん、これまで彼女とふたりきりで出掛けることは何度もあった。

　ふたりで映画を観みにいくこともあったし、街に買い物に繰り出したりもするし、一緒にスーパーにいくなんて日常茶飯事だ。

　しかし、デートとなると話は変わる。

　瑞葉と血が繋がっていないと判明し、彼女の気持ちを知ってしまった今、このデートに特別な意味が込められていることはいくら鈍感な慧輝にだってわかる。

「俺はどうすればいいんだろう……」

　吐き出した問いかけは誰に聞かれることなく消えていく。

　答えの出ない自問自答をぐるぐると繰り返す。

　悶もん々もんとした気持ちで待ち合わせの相手を待っていると、

「──お待たせ、兄さん」

　そんな、微かすかに緊張の色を含んだ声がかけられた。

　顔を上げると、そこにいたのはとびきり可愛かわいい女の子。

　丈が長めのチュニックに、落ち着いたデザインのショートパンツを穿はいて、首にはクローバーの形のネックレスをしている。

　おめかしした瑞みず葉はが、躊躇ためらいがちに慧けい輝きを見つめた。

「どう……かな？」

「べ、ベリーキュート……」

「できれば日本語で」

「とても可愛いと思います」

「えへへ。兄さんに可愛いって言ってほしくて、ちょっとがんばってみた」

「ぐはあっ!?」

　嬉うれしそうにはにかんだ妹の、圧倒的な可愛さに胸を撃ち抜かれてその場に膝ひざをつく。

「あれ？　兄さん？」

「……俺、もしかしたらお兄ちゃん失格かもしれない……」

「え？」
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　どうやら瑞みず葉はの戦闘力を侮っていたらしい。

　いきなり強烈な一撃をくらった兄は、しばらく立ち上がることができなかった。







　そうして妹とのデートが始まった。

　ちなみに一緒に家を出なかったのは「待ち合わせしたほうがデートっぽいから」と瑞葉が希望したためだ。

　確かにふたり揃そろって家を出ては、あまりデートっぽさはないかもしれない。

　電車に乗って街へと移動し、駅を出たところで瑞葉がくるりと振り返る。

「ね、兄さん？」

「ん？」

「今日のデートで、兄さんを振り向かせてみせるからね？」

「ごほっ!?　……お、お手柔らかにお願いします……」

　本日の瑞葉さんは積極的に攻めていくスタイルらしい。

　黙っていても可愛かわいいのに、不意打ちのようにグッとくる台詞せりふを放はなってくるのだから油断できない。

「それで、どこにいくとか決まってるのか？」

「んー、まずは映画が観みたいかな」

「じゃあ、とりあえず映画館だな」

「あ、今日は映画館じゃなくて違うところがいいな」

「どこ？」

「えっとね……漫画喫茶」

「え……？」

　瑞葉の要望により、ふたりが訪れたのはどこにでもある普通の漫画喫茶。

　漫画が読み放題、ネットも使い放題、ドリンクも飲み放題という庶民にとっての小さな楽園だ。

　聞いたところによると、店によってはパソコンで映画を観ることができるらしい。

「高校生ふたり。二時間でお願いします」

　瑞葉が手慣れた様子で受付を済ませ、割り当てられたスペースへと向かう。

　そこはいわゆるカップルシートだった。

　備え付けのソファと、デスクトップのパソコンが一台。それからヘッドホンがふたりぶん用意されている。

　そして狭い。かなり狭い。

　本当にギリギリふたりが入れるくらいのスペースしかない。

「これが噂うわさのカップルシートか……」

「ほら兄さん、座って座って」

「あ、ああ……」

　促されるまま奥に座ると、隣に瑞みず葉はが腰を下ろす。

「ここは映画の種類も豊富なんだよ」

「へえ……もしかして常連だったり？」

「暇な時にたまにね。どの映画にしよっか？」

「瑞葉にお任せで」

「そう？　それじゃあ──」

　瑞葉がパソコンを操作して配信されている映画をチェックしていく。

　アクションからラブロマンス、ファンタジーやコメディ、邦画から洋画を問わず、かなりの数の作品が視聴できるようだ。

「それにしても、クーラー効いてないのかな。なんだか暑いね？」

「そうか？　俺は寒いくらいだけ──ど!?」

　声が裏返ってしまったのは、思わぬものが目に飛び込んできたから。

　画面をチェックしながら瑞葉が指で服の襟を開け、胸元にパタパタと風を送り込んでいたのだが、その拍子にちらりと桃色の下着が見えてしまったのだ。

「……兄さん？　どうかした？」

「なんでもないですよ!?」

「そう？　──あ、これがいいかな。気になってたけど、まだ観みたことなかった」

「い、いいんじゃないか？」

　彼女の胸元から視線を外し、上擦った声で同意する。

「けど、どうして漫画喫茶？　映画館でもよかったんじゃないか？」

「んー？」

　マウスを操作し、映画をセットした瑞葉が肩を寄せてくる。

「ここなら、思う存分くっつけるでしょ？」

「……」

　瑞葉は昔から映画が好きで、居間のソファに座って一緒に映画を観る機会は何度もあった。

　だけど、こんなにも近い距離で、肩を触れ合わせながらの映画鑑賞は初めてだ。

「……なんか、すげー恋人っぽい」

「……うん。ちょっとドキドキするね」

　お世辞にも大迫力とは言えないスクリーンで上映が開始され、お互い口を閉じる。

　小さく仕切られた、ふたりだけの映画館。

　瑞みず葉はがさりげなく手を重ねてきたりするから、意識しないように振る舞うのに必死で、映画の内容はまったく頭に入ってこなかった。







　次に足を運んだのは、唯ゆい花かとのデートでも利用したショッピングモール。

　ファストフード店で軽めの昼食を済ませ、ふたりはさっそくウィンドウショッピングを開始した。

　広い通路の両脇にずらりと並ぶ多種多様な店舗は見ているだけで面白い。

　飲食店はもちろん、書店やＣＤショップのようなメジャーなものから、アロマを扱うショップや登山グッズの専門店などマニアックな店も多い。

　何か欲しいものがあれば、ここにくれば大抵のものは手に入るだろう。

　瑞葉が立ち寄るのは食器店や茶葉の専門店など、家事に関する店が多い。化粧品やアクセサリーより、台所用品に興味を示すあたり、彼女の人間性が出ていると思う。

「兄さん兄さん、汚れがこびりつかないお玉だって」

「真剣な様子で新作のお玉を吟味する女子高生って珍しいよな」

「あ、ちょっとおばさんっぽいかな？」

「いや、家庭的な感じがしてすごくいいと思う」

「それって、もしかしてプロポーズ？　俺のお嫁さんになってください的な」

「違います」

「兄さんのためなら毎日美お味いしいお味み噌そ汁しるを作ってあげるのに」

「それ、今とあんまり変わらないな」

　慧けい輝きが口にしている食事のほぼ全てが瑞葉の手によって作られたものだ。

　朝昼晩の食事はもちろん、学校がある時は弁当まで瑞葉が作ってくれている。

　兄の好みを把握しきった妹の手料理は絶品で、既に胃袋を掴つかまれた状態にあると言っていい。もしも瑞葉と気持ちが通じ合い、結婚するようなことになれば、今みたいな生活がずっと続いていくということで──

　それはなんだか、とても幸福な未来のように思えた。

「……そういう未来も悪くないかもな」

「え？」

「瑞葉はいいお嫁さんになると思ってさ。もしもお嫁さん検定なるものがあったら瑞葉は一級を取れると思う」

「なんだか兄さん、誤ご魔ま化かそうとしてない？」

「し、してないっすよ」

　妹と結婚する未来を想像していたなんて言えるわけがない。

　それに、告白の返事を保留にしている状態で期待を持たせるようなことを言うべきじゃないだろう。

　ひとしきり商品を眺めてから調理器具の店を出る。

「あ……」

「瑞みず葉は？」

　メイン通路に出た直後、瑞葉が不意に足を止めた。

　その視線の先には、仲良く手を繋つないで歩く若いカップルの姿が。

「俺達も手、繋ぐか？」

「ううん。いい」

「なんで？　子どもの頃は普通に繋いでただろ」

「子どもの頃とは違うよ。血が繋がってなくても、わたしと兄さんは兄妹だもん。もしも知り合いに見られたら、きっと変に思われちゃう」

「瑞葉……」

「わたしは気にしないけど、兄さんに迷惑をかけるのは嫌だから」

「……」

　兄さんに迷惑をかけるのは嫌──

　だから瑞葉は映画館ではなく、漫画喫茶に入ったのかもしれない。

　他の誰かの目を気にして、慧けい輝きの迷惑にならないように。

　確かに兄妹でデートすることを不審に思う人間がいるかもしれない。

　彼女の恋は、一般的なそれとは違うのかもしれない。

　でも、たとえ間違いだとしても、悲しそうな瑞葉の姿を見たくなかった。

　世間体と彼女の笑顔、どちらが大切かなんて秤はかりにかけるまでもない。

　慧輝は瑞葉の前に立つと、そっと彼女の手を取った。

「わっ？　に、兄さんっ？」

「俺も気にしない。別に、勘違いされたっていいし」

「…………もう」

　呆あきれたように呟つぶやいた瑞葉が、ぎゅっと手を握り返す。

「兄さんがそんなだから、好きになっちゃうんだよ？」

　向けられた笑顔と言葉は宝石のような輝きを放はなっていて、今さら気恥ずかしくなった慧輝は強引に話題を変える。

「そ、それにしても、まさか瑞葉がラブレターの差出人だったとは思わなかったな」

「わたしもまさか、兄さんにスカートをめくられる日がくるとは思わなかったけど」

「その件は本当に申し訳なかったけど、ああでもしないとシンデレラの正体が確かめられなかったからな」

「プールでも言ってたけど、シンデレラってなに？」

「瑞みず葉は、部室にラブレターと一緒にパンツを置いてっただろ？　だから正体不明の差出人のことを〝パンツを落としたシンデレラ〟って呼んでたんだ」

「ああ、そういうこと。──ふふ、酷ひどいネーミングセンス」

「だろ？　翔しよう馬まが考えたんだけど酷すぎるよな」

　部室にパンツを落としていったシンデレラ。

　その女の子が今、冴さえない王子の隣で笑っている。

（……あれ？　そういえば、あのパンツって結局なんだったんだ？）

　いろいろあって忘れていたが、ラブレターに関する最大の謎なぞが残されたままだった。

　書道部の部室に残されていたラブレター。

　その封筒に添えられていた純白のパンツ。

　シンデレラが下着を落としていった理由を王子は未いまだ知らないままだ。

「なあ、瑞葉。あのパンツって──」

「──あら？　慧けい輝き君じゃない」

　慧輝の言葉を遮ったのは聞き慣れた女性の声だった。

　声のしたほうへ視線を向けると、Ｔシャツにジーンズ姿の黒髪美女が立っていて、その豊満な胸の前で小さく手を振っていた。

「紗さ雪ゆき先輩」

「こんなところで会うなんて奇遇ね。それとも運命かしら？」

「なんてことのない偶然ですね」

「相変わらずつれないわね。ふたりはお買い物かしら？」

「え？　ああ、えっと……」

「今日は兄さんとデートなんです」

　質問に答えたのは瑞葉だった。

　しかも、兄の腕をぎゅっと抱きしめながらの主張。

　心なしか口調が硬いように感じたのは慧輝の気のせいではないだろう。

「あら、そうなの？　ふふ、相変わらず仲がいいのね」

　温かい視線を向けてくる紗雪。彼女は慧輝達が義理の兄妹だと知らない。

　だから瑞葉が慧輝の腕に抱きついていようが、ちょっと仲がいいだけの兄と妹にしか見えないのだ。

「紗雪先輩はどうしてここに？」

「私は墨汁とか、部活に必要な物の買い出しね」

「言ってくれれば荷物持ちくらいしたのに」

「本当？　それなら、今から付き合ってくれてもいいのよ？」

「さすがに今日はダメですよ」

「そうよね。大好きな妹さんとデートだものね。慧けい輝き君ったら、相変わらずシスコンなんだから」

「あの……できればこんな場所でシスコンとか言うのやめてもらえません？」

「ふふ。荷物持ちは今度また、時間がある時にお願いするわ。ご褒美は……そうね、私の体の好きなところをさわらせてあげる」

「なん……だと？」

「……兄さん？」

「誤解だ。兄さんはいやらしいことなんて考えてない」

「ふぅん？　誤解なんだ？」

「ああ、だからそんな冷たい目で兄さんのことを見ないでくれ」

「兄さんの視線、思いきり先輩の胸元に集中してるけど？」

「そうね。慧輝君の視線が思いきり私の胸に注がれてるわね」

「仕方ないんだ……。男っていうのはそういう生き物なんだ……」

　素晴らしい膨らみを目の前にして拝まないのは逆に失礼だと思う。

　むしろありがたく堪たん能のうするのが礼儀というものだろう。

　しかしそんな紳士のたしなみが女子に理解できるはずもなく、瑞みず葉はが静かに兄から距離を取った。

　物理的な距離だけではなく、心の距離まで離れたのがひしひしと伝わってくる。

「兄さんのばか……」

「あ、瑞葉？　どこいくんだ？」

「……トイレ」

　不機嫌そうに言い放はなって彼女はトイレに向かっていった。

「どうやら怒らせてしまったようね。お邪魔みたいだし、私はそろそろいくわ」

「ひっかき回すだけひっかき回しておいて……」

「だって、ふたりがあんまり仲良しなんだもの。そんなの見せられたら妬やいちゃうわ」

　不満そうに言って彼女は唇を尖とがらせる。

「妬いちゃうって……瑞葉は俺の妹ですよ？」

「相手が誰とか関係ないわ。乙女心は理屈じゃないの。それがわからないから慧輝君はいつまで経たっても童貞なのよ」

「童貞は関係なくない!?」

「ふーんだ。知らないっ」

　べーっと、可愛かわいく舌を出して台風のような上級生が去っていく。

　その背中を見送って慧輝は深い溜ため息いきをつく。

「……さて、瑞みず葉はが戻ってきたらどう言い訳しようか」

　彼女が怒った原因は状況から推測するに『慧けい輝きが紗さ雪ゆきの胸を凝視していたこと』だと思われる。

「そもそも、部屋に隠してるエロ本はいいのに先輩の胸はダメなのか？　瑞葉の許容範囲がわからない……」

　兄の秘蔵書に関して特にお咎とがめがないあたり、破廉恥なもの全てが悪というわけではないみたいだが、紗雪の胸を凝視するのは妹的にアウトらしい。

「とりあえず巨乳の素晴らしさを熱く語ってみるか？　それとも瑞葉の胸も素晴らしいと褒めてみようか？　……うーん、それはなんだか逆効果な気がするなぁ」

　原因は推測できても対処法がわからない。

　瑞葉が怒ることはめったにないので機嫌を直す方法が思い浮かばないのだ。

　けれども、相手の新たな一面を知るのもデートの醍だい醐ご味み。

　それがマイナスの感情であれ、彼女の貴重な姿を見られたのは幸運なのかもしれない。

　何年も一緒に暮らしているのに、まだまだ知らないことがある。

　それを知れたことはきっと、とても大きな収穫だった。







　その後、慧輝は戻ってきた瑞葉とモール内のカフェで休憩していた。

「あー……あのさ、瑞葉さん？」

「なに？」

「怒ってる？」

「別に。ぜんぜん怒ってないよ」

「そうですか……」

　そのわりに、向かいに座る彼女はむすっとした表情でカフェオレのストローに口をつけているのだが。

「兄さんが巨乳好きなのは知ってるし、朱と鷺き原はら先輩の胸に視線が釘くぎ付づけだったこととか、ぜんぜんまったく、これっぽっちも気にしてないから」

「めちゃくちゃ気にしてるじゃん……」

「気にしてません」

「どうしたら機嫌を直してくれるでしょうか？」

「それは兄さんの頑張り次第かな」

「頑張り次第って……」

　なんだか試されているような気がする。

「いいよ。今日は瑞葉のしたいこと、全部しよう」

「え、ほんとに？」

「男に二言はない」

「じゃあ……兄さんと、いきたいところがあるんだけど」

「いきたいところ？」

「こっち」

「え？　──あ、ちょっと瑞みず葉は!?」

　席を立った瑞葉に手を引かれてカフェを出る。

　黙々と迷いなく進む瑞葉に連れられ、たどり着いたのはモール内のとある店の前。

「……え？　ここ？」

「ここです」

「いや……でも、ここって……」

　慧けい輝きが尻しり込ごみするのも無理はない。

　なぜならそこは男子禁制の乙女の聖域。

　数えきれないほどのショーツやブラジャーが並べられた、いわゆるランジェリーショップだった。

「わたし、兄さんに下着を選んでほしい」

「ちょっとマジでなに言ってるの？」

「兄さんの好みの下着、教えて？」

「なんのために？」

「いざという時のために」

「いざという時ってどんな時!?」

「というわけで、ゴー」

「待って！　さすがにこういう店に男が入るのはいかがなものかと！」

「でも、恋人どうしなら一緒に選ぶのも普通だよ？」

「そうなの？　世の中のカップルってそうなの？　衝撃の事実なんだけど……」

　妹曰いわく、現代日本では彼女の下着選びに彼氏が同伴するのは自然な光景らしい。

　強烈なカルチャーショックに自分の中の常識が崩壊していく。

「いや待て！　カップルなら普通かもしれないけど、俺達は兄妹だろ。妹のパンツを見み繕つくろう兄とか完全にアウトじゃん！」

「今日の兄さんはわたしの彼氏さんだよ？」

「いや、確かにそういう設定だったけど……」

「だから問題なし」

「そのロジック強引すぎない!?」

「……兄さん、今日はしたいこと全部してくれるって言った」

「う……」

「男に二言はないとも言った」

「おおう……」

　過去の発言の数々が、自分の首を全力で締めにくる。

「兄さぁん……」

　甘えるような声と潤んだ瞳。

　訴えかけるような上目遣いに、とうとう兄は自身の敗北を認めた。

「わかった！　わかりました！　わかったから、そんな捨てられた子犬みたいな目で兄さんを見るのはやめてくれ！」

　桐生きりゆう慧けい輝きは根っからのシスコン兄貴。

　可愛かわいい妹のお願いに抗あらがうことなどできないのである。

　こうして妹の下着を選ぶことになった慧輝は、意を決してランジェリーショップへと足を踏み入れた。

　ガチガチに緊張した兄とは対照的に、瑞みず葉はは慣れた様子で店の奥へと進んでいく。

「……妹が身に着ける下着を選ぶお兄ちゃんってどうなんだ？」

「でも兄さん、プールいった時にわたしの水着を買ってたし」

「水着と下着じゃ難易度が桁けた違いだと思うんだ。お客のお姉さん達がめっちゃこっち見てるし、アウェーすぎるんですけど」

　当然だが、お客さんは若い女性ばかりで男は慧輝ひとりだけだ。

　視界に映るのが女の子の下着ばかりでクラクラしてくる。

「兄さん、どれが似合うと思う？」

「……そ、そのグレーのやつとか可愛いんじゃないかな」

「これ？　兄さんはこういうのが好きなんだ……？　じゃあ、試着してみるね」

「ああ、俺はその辺で適当に待ってるから」

「なに言ってるの？　試着したら、兄さんに見てもらうんだよ？」

「なん……だと？」

「似合ってるかどうか、実際に着けてみないとわからないし」

「いや、でも下着姿だろ？　瑞葉は俺に見られてもいいのか？」

「わたしは、兄さんになら……見られてもいいよ？」

「瑞葉さん!?」

　こんな人目のある場所で爆弾発言をするのはやめてほしい。

　お姉さん達がギョッとした顔でこっち見てるし……

「それにわたし、兄さんに何度も裸を見られたことあるし」

「何度もって、小さい頃の話だろ……」

「あの頃は一緒にお風呂入ってたもんね」

　女子の胸を見ても何も感じなかった無む垢くな時代の話だ。

　かつてはペッタンコだった瑞みず葉はの胸は立派に膨らんで女の子の形になっている。

　そんなの、意識するなというほうが無理だ。

「じゃあ、少し待っててね？」

　下着を持った瑞葉が試着室に入っていく。

　数分後、彼女はカーテンの隙すき間まからちょこんと顔を出した。

「えっと……お待たせ」

　カーテンの端をぎゅっと握って、何やら居心地が悪そうにもじもじする。

「着けてはみたんだけど……や、やっぱり恥ずかしいね」

「だ、だろ？　今日のところはやめておかないか？」

「ううん。ダメ。兄さんに見てもらいたいから」

「なんでそんなに決意が固いの……」

　固い意志を見せた瑞葉が意を決したようにカーテンを開け放はなった。

「…………」

　その光景に、慧けい輝きは一瞬で目を奪われる。

　顔を真っ赤にした妹が身に着けているのはもちろん下着だけで、グレーのブラとショーツが守っている部分以外は全て生まれたままの状態でそこにあった。

　柔らかそうな胸元も、形のいいおへそも、まっさらな首筋も。

　普段は見ることができないあられもない姿が、否いや応おうなしに男の子のデリケートな部分を刺激する。

（これは──いろいろとマズい！）

　以前、家の脱衣室で下着姿を見てしまった時とは違う。

　今の慧輝は彼女が義理の妹だと知っているのだ。

　そんな女の子が、自らの意思で見せてくれた下着姿を前に、以前とは比べ物にならない興奮が駆けめぐる。

「どう……かな？」

「あ、ああ……すごく似合ってると思う」

「ドキドキ……する？」

「する。するに決まってる」

「そっか。……よかった」

「なにがよかったんだ？」

「兄さんが、わたしにドキドキしてくれて嬉うれしい」

「うっ!?」

　健けな気げな笑顔が眩まぶしすぎて心臓が破裂するかと思った。

　今日の瑞みず葉ははどれだけ兄を萌もえさせれば気がすむのだろう。

「じゃあ、お会計してくるね」

「ああ、いってらっしゃい……」

　服を着直した妹は、大切そうに下着を持ってレジに向かっていった。

「よかった。ようやく解放された……」

　ランジェリーショップで妹の下着を選ぶという拷問のようなミッションが終了し、張り詰めていた心がほぐれていく。

　安あん堵どの溜ため息いきをついた慧けい輝きが視線を上げると、

「あ………」

「え………」

　商品棚を挟んで知り合いの女子と目が合った。

　赤茶色の髪をサイドテールにした南なん条じよう真ま緒おだった。

　彼女にとってもこの出会いは想定外だったらしく、なかなかのサイズのブラジャーを手に固まっている。

「や、やぁ南条。奇遇だな」

「奇遇というか事件なんだけど。ここ、ランジェリーショップだよ？　桐生きりゆうはこんなところでなにしてんの？」

「なにって……」

　妹が着ける下着を選んでいたのだが、それをそのまま告げる勇気はない。

「いやー、実は自分用のブラジャーが欲しくってぇ」

「……」

　慧輝の発言に真緒が無言で距離を取る。

「……まさか桐生にそんな趣味があるとは思わなかった」

「すみません嘘うそです！　自分、嘘つきました！」

　しかしこの状況はまずい。非常にまずい。

（妹の下着を選びにきたなんてバレたら死ねる！　社会的に！）

　黙秘を貫いても、正直に白状しても変態扱いは免れない。

　圧倒的に不利な戦況の中、うまく切り抜ける方法を模索していると瑞葉が戻ってきた。

「兄さん、お待たせ。……って、あれ？　真緒ちゃん？」

「瑞葉もきてたの？」

「あ、うん。えっと……」

　困った表情を浮かべた瑞葉が指示を仰ぐように兄を見る。

（頼む瑞葉！　うまく誤ご魔ま化かしてくれ……っ！）

　必死に妹に目配せをすると、アイコンタクトが通じたのか瑞みず葉はがこくりと頷うなずく。

「今ね、兄さんに下着を選んでもらってたの」

「瑞葉さああああん!?」

「桐生きりゆう……アンタ……」

　瑞葉嬢の語った衝撃の真実に、真ま緒おの目がゴミを見るそれになった。

「兄さんがね、俺が瑞葉に似合う最高のパンツを選んでやるとか言い出して」

「そんなこと言ってませんよ!?」

「最低……」

　妹の思わぬ裏切りによって同級生の視線が更に冷たくなった。

「シスコンだとは思っていたけど、まさか妹に自分好みの下着を強要するなんて……今日から桐生のこと『変態兄貴』と呼ぶことにする」

「やめて!?」

　真緒のネットワークによりこの事件は全書道部員に通達され、慧けい輝きは『シスコン兄貴』から『変態兄貴』へと華麗なる進化を遂げたのだった。







「本当に酷ひどい目にあった……」

「普通、妹のパンツをお兄ちゃんが選んだりしないよね」

「やらせた本人がそれを言いますか？」

　あのあと、下着店での出来事は真緒の手によって各方面に拡散された。

　そのせいで紗さ雪ゆきと唯ゆい花かから大量のメールが届いて大変だった。

　メールの内容はお察しの通り『変態』だの『シスコン』だのという、心がえぐられる罵ば詈り雑ぞう言ごんのオンパレードだ。

「結局、誤解は解けないまま、俺が重度のシスコンということで話は落ち着いたけどな」

「概おおむね事実だから問題ないと思うけど。……それより、今のわたしの興味は兄さんのブルーベリークレープに向けられています」

「はいはい、いいよ。ほら、好きなだけお食べ」

「ありがと」

　クレープを差し出すと瑞葉はひと口だけ食べた。

「……ふむ。わたしの苺いちごも美お味いしいけど、ブルーベリーもなかなかいけるね」

「そんな幸せそうに食べてもらえたらクレープも本望だろうな」

　ふたりは現在、ショッピングモールから離れた場所にある、大きな公園の中にいた。

　夕ゆう陽ひに染まった空の下、立派な噴水がある広場のベンチに腰掛けて、ここにくる途中で購入したクレープを食べている。

「兄さん、ほっぺにクリームついてる」

「どこ？」

「ここ」

　瑞みず葉はが顔を寄せて、頬ほおについたクリームを舐なめとる。

「……瑞葉さんって、意外と大胆ですわよね」

「なんでマダム口調？」

　そんな、はた目にはバカップルにしか見えないようなやり取りをしながらクレープを完食して。

　その頃には、夏の空が夜の藍あい色いろに染まり始めていた。

「暗くなってきたし、そろそろ帰るか」

「あ、待って兄さん」

「ん？」

「あと少しだけ。もうすぐだから」

「？　もうすぐって？」

「いいから、こっち」

　瑞葉に手を引かれ、導かれたのは噴水の前。

　ふたりがそこに立った直後、周囲が眩まばゆい光に包まれた。

「これって……」

　それは、噴水を彩るイルミネーションだった。

　人の手によって形作られた光の魔法。

　ライトアップされ、ユラユラと光をまとって流れ落ちる水は幻想的で、男から見てもロマンチックな光景だ。

「クラスの子に教えてもらってね。兄さんと見たかったの。……どう？」

「なかなかロマンチックだと思います」

「ふふ。せっかくだし、ふたりで写真、撮ろ？」

「お、そうだな」

「じゃあ、兄さん。もっと近くにきて」

「このくらい？」

「ちょっと遠い。このくらいはしないと」

「ちょっ、さすがにこれは……っ！」

　またもや腕に抱きつかれてしまい、その体の柔らかさに照れてしまう。

　もう完全にカップル仕様の距離感。

　片手を前に突き出し、スマホを構えた女カメラマンが満足げに微笑ほほえむ。

「問答無用です。──はい、チーズ！」

　パシャリとシャッター音が鳴り、瑞みず葉はが離れる。

　スマホの画面を確認した彼女が幸せそうに微笑ほほえんだ。

「うまく撮れたか？」

「ばっちり。あとで兄さんにも送ってあげるね」

「…………そうだな」

「兄さん？」

「ああいや……なんか、今の俺達って本当に恋人どうしみたいだなって」

「…………かも」

　ふたりで映画を観みたり、仲良く買い物したり、一緒に写真を撮ったり。

　それは慧けい輝きが夢見ていた女の子とのデートそのもので──

（もしかして、瑞葉とだったら普通の恋人どうしになれるんじゃ……？）

　そんなことを考えて、次の瞬間には慌てて首を振る。

（いやいや、義理とはいえ瑞葉は妹なんだぞ？　兄として妹に手を出すわけには……）

　もう何度繰り返したかわからない思考の迷路。

　その迷路にゴールはなく、何が正解かを決めるのは自分自身だとわかっているのに、未いまだに進むべき選択肢を決められない。

　苦悩する兄の横で、噴水を見つめながら瑞葉が儚はかなげな笑顔を見せた。
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「楽しかったけど、もう終わりかと思うと、なんだか寂しい……」

「……聞いていいのかどうか迷ってたんだけどさ」

「ん？　なに？」

「瑞みず葉はは、どうして俺を好きになったんだ？」

「んー……どうかな。わかんない」

「わかんない？」

「きっかけはね、初めて会った時のことだと思う。……兄さんはわたしの本当の両親のこと、お父さんに聞いたんだよね？」

「ああ……」

「もう昔のことなのによく憶おぼえてる。わたしが初めて兄さんに会った時のこと」

　光の噴水を背に、彼女は当時のことを話し始める。

「兄さんと会う少し前、わたしはいつものように保育園に預けられたの。両親は職場が同じだったから、毎日車で一緒に出勤して、夕方に迎えにきてくれる時も一緒だった。……でもその日は、いつまで経たってもお迎えがこなかった」

「…………」

「ずっとずっと待ってたのに。結局、両親は帰ってこなくて。わたしを迎えにきたのは今のお父さんとお母さんだった。わたしは、わたしの両親に、もう二度とおかえりなさいって言えなくなった」

　それは、まだ小さかった彼女が体験した過去の記憶。

　どんなにつらかっただろう。

　どんなに悲しくて、苦しかっただろう。

　当時の瑞葉の気持ちを想おもうと、胸の奥が鈍にぶく軋きしんだ。

「頼れる親しん戚せきもいなかったわたしをお父さん達が養子にしてくれて。あの家で、初めて兄さんに会って──」

　言葉を止めて、顔を上げた瑞葉が慧けい輝きを見つめる。

「今でも憶えてる。兄さんが、わたしに言ってくれたこと。大好きだった人達を失って、ひとりぼっちになったわたしに言ってくれたこと。兄さんが〝これからはずっといっしょだな〟って言ってくれて。その言葉が、本当に嬉うれしかったの」

　それが瑞葉にとって特別なことだったのは、その柔らかい笑顔を見ればわかった。

「同じ家で暮らして、同じご飯を食べて、同じテレビを観みて笑って、つまらないことでケンカして、でも、すぐに仲直りして──」

　温かい色に満ちた言葉が、彼女の気持ちを痛いくらいに伝えてくれる。

「そんなふうにふたりでいたら、好きにならないわけないよ」

　それが、桐生きりゆう瑞葉が兄に恋心を抱いた過程。

　特別な理由なんてなくて。

　一緒に過ごすうち、自然と大きくなっていった想おもいのカタチ。

「ずっと一緒にいてくれて、ありがとう。　──大好き」

　甘い好意を口にして、踵かかとを上げた瑞みず葉はが顔を近づけてくる。

　ダメだと思うのに引き離すことができなくて、ぎゅっと目を閉じた慧けい輝きの唇に、柔らかいものが押し当てられた。

「……なーんてね？」

「……へ？」

　目を開けると、唇に当てられていたのは彼女の人差し指。

「……瑞葉さん？」

「だって、わたしからはもうキスしないって約束したし」

「そうだったな……」

「もしかして、期待しちゃった？」

「し、してないし!?」

　いろいろバレバレの反応に、イタズラに成功した女の子がふわりと笑う。

「兄さんさえよければ、またデートしようね？」

　悔しいけれど、やっぱり瑞葉は可愛かわいい。

　彼女の笑顔に打ちのめされたのは、もはや言うまでもないだろう。





　　　　　　◇






　その夜。桐生きりゆう家の浴室にて。

　たっぷりとお湯を張った浴槽に肩まで浸つかり、一日の疲れを癒いやしながら慧輝は今日のデートを反はん芻すうしていた。

「デート、楽しかったな……」

　瑞葉とのデートは素直に楽しかった。

　漫画喫茶で映画を観みたり。手を繋つないで歩いたり。クレープを食べさせ合ったり。

　今日のふたりは誰が見ても普通の恋人どうしだったと思う。

「瑞葉がいい子なのは間違いないよな。可愛いし、優しいし、なにげにおっぱい大きいし。それに……俺のことを好きって言ってくれるし」

　あれだけ直球で好意をぶつけられて嬉うれしくないはずがない。

　妹であることなんて些さ細さいな問題のようにさえ思えてくる。

「可愛ければ妹でも問題ないのではなかろうか……？」

　妹といっても血は繋がっていないわけで。

　しようと思えば結婚だってできるわけで。

「いや、さすがに結婚は気が早すぎるだろ……っ！」

　うあー、と顔面をお湯に浸つけてみるがそれで冷静になれるわけもなく。

　結婚はともかく、告白に対する返事はしなければなるまい。

　瑞みず葉はの気持ちを受け入れるか否か──

　悶もん々もんと考え続けるも、やはり簡単に決められることではない。

「ちょっとのぼせてきた……さすがに上がるか」

　結局、答えは保留にしたまま浴室を出る。

　手早く体を拭ふき、部屋着に着替える。

　ドライヤーで髪を乾かした慧けい輝きが自室に戻ると、瑞葉がベッドで眠っていた。

「……我が妹ながら無防備すぎやしないだろうか」

　入浴中の兄を待っていたのだろうか。

　部屋着に着替えた妹が、うつ伏せの状態で安らかな寝息をこぼしている。

　彼女がこの部屋にいること自体は珍しくない。

　ただ、先ほどまでデートをしていた相手が自分の部屋にいて、更にはベッドで眠っているこの状況は、なんだかとてもくすぐったい。

「こっちの気も知らないで、幸せそうな顔しちゃってさ」

　そんなことを言いながらベッドの端に腰掛け、彼女の頭を撫なでる。

「ん？」

　眠る瑞葉の傍らに彼女のスマホが置いてあった。

　自動ロック機能がオフになっているらしく、画面が表示された状態で。

　手に取った瑞葉のスマホにはふたりで撮ったデートの写真が映し出されていた。

「こうして見ると、本当にカップルみたいだな」

　イルミネーションで照らされた噴水を背景に、身を寄せ合った慧輝と瑞葉。

　瑞葉はこれを眺めながら慧輝を待っていたのだろう。

　きっと──ふたりでこの写真を見るために。

　そんな瑞葉の姿を想像すると、自然と顔が熱くなる。

　その熱を誤ご魔ま化かすように、なんとなしに画面をスライドさせると他にも写真があった。

「──ははっ。こんなの、いつの間に撮ったんだよ」

　それはデート中に彼女が撮っていた慧輝の写真。

　クレープを食べている時の横顔とか、セラミックコーティングのフライパンを真剣に眺めている姿とか、とりとめのないデートの様子が収められていた。

「……他にもあるかな？」

　瑞葉の秘密を勝手に覗のぞき見ているようで罪悪感があったが、好奇心には勝てずに再び画面をスライドさせ──

「…………え？」

　映し出された一枚の写真に呆ほうけた声を漏らした。

　写真に写っていたのは、片手で目元を隠した女の子。

　服の裾すそを口に咥くわえ、桃色のブラに包まれた胸元と、綺き麗れいなおへそが剥むき出だしになってしまっている。片方の腕が手前に伸ばされていることから、スマホを使って自分で撮影したものだと判断できた。

「……なんだよ、これ……」

　いちばんの問題は、写真の女の子に見覚えがあったこと。

　否、見覚えがあるどころの騒ぎじゃない。

　女の子が着ている服は、桃色の下着は、胸元で光るクローバーのネックレスは、今日のデートで〝彼女〟が身に着けていたものとまったく同じでもので──

「瑞みず葉は……なのか？」

　目元を隠したくらいで見間違えるはずがない。

　その髪の質感を、優しげな唇の形を、大切な女の子を取り違えるはずがない。

　写真の女の子は間違いなく桐生きりゆう瑞葉その人だった。

（これって、もしかしなくても見てはいけないもののような……）

　踏み込んではいけない領域に立ち入ってしまった感覚。

　バクバクとうるさい心臓は警鐘を鳴らしているようだ。

「────兄さん？」

「っ!?」

　いつの間に目を覚ましたのだろう。

　ベッドの上で体を起こした瑞葉が、キョトンとした顔でこちらを見ていて。

「それ、わたしの……？」

　自分のスマホを兄が手にしていることに気づくと、彼女の可か憐れんな頬ほおがみるみるうちに赤く色づいて──

「兄さん、ダメええええええっ!!」

　長年共に暮らしている慧けい輝きですら初めて耳にする悲鳴をあげ、意外な瞬発力を発揮した瑞葉が兄の手からスマホを奪い取った。

　そして画面の写真を確認すると、ベッドに座ったままちらりと慧輝に視線を向ける。

「…………見た？」

「…………見た」

「あぅ……遅かったかぁ」

　彼女の言う通り、事態は既に手遅れだった。

　スマホの中にあった瑞みず葉はの恥ずかしい写真は鮮明に脳裏に焼き付いてしまっている。

「正直、俺は混乱してる。……その写真はいったいなんなんだ？」

「安心して。ネットとかには上げてないよ。知らない人に見られるなんて絶対に嫌だし。……兄さんにだったら、むしろ見てほしいくらいだけど」

「見てほしいって……」

　誰よりも彼女のことを知っているはずなのに、その言葉の意味を紐ひも解とけない。

　最愛の妹は照れたように笑って、

「だってわたし、露出狂だから」

　そんな、とんでもないカミングアウトを口にした。







　数分後。慧けい輝きと瑞葉のふたりはベッドの上に正座した状態で向かい合っていた。

「あれは小学五年の夏でした。水泳の授業で替えのパンツを忘れたことがあって、その日は一日ノーパンで過ごしてたんだけど。その時、嘘うそみたいに胸がドキドキして、恥ずかしく思う気持ちとは裏腹に開放的な気分になっちゃって……」

「それで？」

「端的に言うと、すごく気持ちよかったの」

「そ、そうなんだ……」

　瑞葉が語ったのは、自身が露出趣味に目覚めた時のエピソード。

「もうバレちゃったんだし、見せてもいいかな……」

　瑞葉が何やらスマホを操作して、慧輝に手渡す。

「こ、これは……!?」

　受け取ったスマホに表示されていたのは写真フォルダ。

　そこには瑞葉の恥ずかしい写真が無数に保存されており、スカートをたくし上げたものや、下着姿のもの、なかにはほとんど裸のものまであった。

「あの……瑞葉さん？　なんか、この部屋で撮ったと思おぼしき写真まであるんだけど？」

「あ、それね。兄さんが寝てる横で裸になった時はドキドキしすぎて死ぬかと思った」

「俺の部屋でそんなストリップショーが!?」

　眠る兄の横で全裸の自分を自撮りする変態娘がここにいた。

　自分が夢の中にいる時、すぐ傍そばで妹が裸になってたとか普通にこわい。

「そのまま兄さんの部屋で寝ちゃった時もあったけど」

「たまに布団に潜り込んでたのってストリップショーのあとだったってこと!?」

　驚きよう愕がくの真実が次から次へと湧わいてくる。

「……瑞葉に聞こうと思ってたんだけど、ラブレターに添えてあったあのパンツはなんだったんだ？」

「ああ、あのパンツは着替えのつもりで持ってたんだけどね」

「着替え？　どういうこと？」

「部室の掃除をした時ね、実はわたし、ノーパンだったの」

「ノーパン!?」

　シンデレラの口から語られる、おそるべき真実。

　部室の大掃除をしたあの日、瑞みず葉ははノーパンだったという。

「それは……穿はき忘れたとか、そういう理由じゃなくて？」

「そういう理由じゃなくて、自分の意思で着けてなかったの。ギリギリの開放感を味わいたくて、たまにノーパンで登校する日があったり」

「まさかのノーパンデー発覚……」

「それでね、掃除してたらいっぱい汗をかいちゃって、その……ノーパンだから垂れてきちゃって……」

「まあ、遮るものがなにもないもんな……」

「だから、ラブレターを置いたあと、さすがにパンツを穿こうと思って鞄かばんから出したんだけど、思ったよりも早く兄さんが部室に戻ってきちゃって。慌ててロッカーに隠れたからパンツを回収し忘れちゃった」

　ロッカーに隠れる際、咄とつ嗟さに鞄は掴つかんだもののパンツは回収しきれなかったらしい。

　その後、部室に戻った慧けい輝きがラブレターとパンツを発見。

　戸締まりをした兄が部室を出るまで瑞葉はロッカーの中で息を潜ひそめていたわけだ。

　思い返すとあの日、掃除が終わったあとの瑞葉は、何やら心地が悪そうにもじもじしていた。

　あの仕草はノーパンが原因だったらしい。ノーパンだったが故にお腹なかから垂れた汗を食い止められず、気持ちが悪くてもじもじしていたのだ。

「あの日最大の謎なぞが解き明かされたわ……」

　なぜ恋文にパンツが添えられていたのか意味不明だったが、ようやく解明できた。

　あの清せい楚そなデザインのパンツが、まさかノーパンを楽しんだあとの着替えだったとは誰が想像できよう。

「前、兄さんにノーパンになりたくなる日があるかって聞かれて、ないって答えちゃったけど、アレは嘘うそ。ほんとは定期的にノーパンになりたくなります」

「神よ……」

　あの朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきですら恥ずかしさのあまり封印することにしたノーパン外出を、瑞葉は定期的にしているという。

「じゃ、じゃあ、なんで俺の部屋からあのパンツを持ち出したんだ？　シンデレラだってバレる危険があったのに」

「あのパンツはお気に入りだったし、夜な夜なヘンなことに使われるのもアレかなと思って」

「一度だって使ってないからな!?」

　大事なところなのでしっかりと主張しておく。

「……けどさ、瑞みず葉はに露出趣味があるのはわかったけど、どうしてデート中にこんな写真を撮る必要があったんだ？」

　慧けい輝きが瑞葉のスマホに表示させたのは、彼女の本性を暴くきっかけとなった例の自撮り写真。

「それは……兄さんがムカムカさせるから」

「ムカムカ？」

「だって兄さん、わたしとのデート中なのに朱と鷺き原はら先輩にデレデレしてた」

「デレデレしてたつもりはないんだけどな……」

「わたし、ムカムカすると脱ぎたくなるの。一度火が点ついたらもうダメ。脱ぎたくて脱ぎたくてたまらなくなる。恥ずかしい格かつ好こうで写真を撮るのはストレス解消になるから」

「なにその未知のストレス解消法……」

　よくわからないが、瑞葉はストレスを感じると脱ぎたくなるらしい。

　デート中に他の女子とイチャイチャしていた兄にイライラして我慢できなくなり、トイレで発散していたというわけだ。

「わたしね、ノーパンで登校したり、恥ずかしい写真を撮ったりするとすごく興奮しちゃうの。今日もね、兄さんに下着姿を見られてゾクゾクしちゃった」

　兄に下着を選ばせた本当の目的はそれだったらしい。

　王子様が苦労してようやく見つけたシンデレラは露出狂だった。

　自分の恥ずかしい姿を自撮りしたり、学校にノーパンで登校したりと、可愛かわいい顔して書道部の部員達にも負けないレベルの変態娘だった。

「こんな妹だけど、兄さんの彼女にしてくれると嬉うれしいです」

「ごめん、無理」

　いくら可愛くても、いくら血が繋つながっていなくても変態は無理。

　だって慧輝の夢は普通の女の子と普通の恋をすることなのだから。

　部室の掃除に参加した四人のシンデレラ候補達。

　その全員が変態だったと確認され、恋人をゲットするという王子の野望は儚はかなくも砕け散ったのだった。
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　お盆も過ぎ、夏休みも終盤となったとある日の朝。

「今日はいい天気だな」

　窓の外は雲ひとつない快晴で、ベッドから抜け出した慧けい輝きは爽さわやかな気分で一階のリビングへと向かった。

「あ、兄さん。おはよう」

「おはよう、瑞みず葉は」

　キッチンの中で何やら調理をしながら瑞葉が笑顔を向けてくれる。

　妹が兄のために料理を作ってくれる。シスコン兄貴にとってこれほどの幸福はない。

　慧輝はルンルンと素敵な気分で冷蔵庫から牛乳パックを取り出し、コップに注いだそれをゴクゴクと飲みながら、楽しそうに調理する瑞葉に視線をやり──

「ぶーっ!?」

　口の中の牛乳を思いきり噴き出した。

　驚くのも無理はない。だって彼女は衣服の類たぐいを身に着けておらず、エプロンを一枚着用しただけの、いわゆる裸エプロン姿だったのだから。

「待て待て待て!?」

「ん？」

「なんだそのけしからん格かつ好こうは!?」

「裸エプロンだけど？」

「〝それがなにか？〟みたいなキョトンとした顔はやめろ。俺がおかしいみたいだろ」

　おかしいのは慧輝ではなく瑞葉のほうだ。

　今の彼女は下着すら着けず、裸の上にエプロンを装備しただけの姿で。

　そんなあられもない格好で料理するとか、どう考えても尋常じゃない。

「そもそも、なんで裸エプロン？」

「兄さんが喜んでくれるかと思って。……嬉うれしい？」

「嬉しいか嬉しくないかで言ったら嬉しいけど……それは普通、カップルとか新婚さんがやるプレイだと思うんだ」

「兄さんは未来の旦だん那なさんだからオーケーだね」

「なにその未来予想図、初耳なんですけど!?」

　瑞葉がパンツを落としたシンデレラであり、しかも義妹と判明して以来、彼女は慧輝に対して好意を隠さなくなった。妹の積極的なアプローチにドギマギしていた慧輝だが、瑞葉に露出癖があったと発覚したことで事態は急変。

　普通の恋を夢見る慧けい輝きはこれまで通り、瑞みず葉はを妹として扱うことに決めたのだった。

「ああ、こんな無防備ではしたない姿を兄さんに見られてる……なんか、こう、すごく気持ちがいいです」

　息を荒くしてもじもじと体を震わせる露出狂の姿に「俺の妹がこんなに変態なわけがない」と現実逃避を企くわだてる兄。

　愛する妹が変態だったという事実は想像以上にダメージが大きかった。

「あぅ……でも、そんなに見つめられると、さすがに少し恥ずかしいかも」

「待て、急に背中を向けるんじゃない！　お尻が！　お尻が丸出しだからああああっ!!」

　瑞葉が恥ずかしそうに身をよじった拍子、形のいいお尻が晒さらされ、理性を粉々にされた男の魂の咆ほう哮こうが家の中に木霊こだまする。

　こんな感じで。

　瑞葉の本性が発覚して以降、自宅すらも慧輝の安らげる場所ではなくなっていた。







　その後、きちんと服を着た瑞葉と慧輝は仲良く朝食を食べていた。

　本日のメニューはベーコンエッグにレタスとトマトのサラダである。

「……まったくもう、朝から酷ひどい目に遭った」

「妹の裸エプロンを酷いとか言うのはどうなのかな」

「じゃあ瑞葉は、俺が朝から裸エプロンで目玉焼き作ってたらどう思う？」

「あー……それはあんまり見たくないかも」

「だろうな。俺も想像したら鳥肌が立ってきた」

　裸エプロンの自分が「うっふ～ん♪」とウインクを決める気色悪い映像を頭の中から追い払い、レタスをモシャモシャと齧かじる。

「そうだ兄さん。わたし、今日は真ま緒おちゃんのお家うちにお泊まりするから」

「お泊まり？」

「うん。なんかね、わたしに絵のモデルになってほしいんだって」

「……なんか激しく嫌な予感がするんだけど……」

　真緒ちゃんこと南なん条じよう真緒は十八禁のＢＬ漫画を手掛ける同人作家だ。

　そんな彼女が瑞葉を絵のモデルにしたいとか、不穏な思惑があるとしか思えない。

（とはいえ、妹の交友関係に口を出すのもアレだしな……）

　それにしてもお泊まりとか、ずいぶん仲良くなったようだ。

　もともと瑞葉と真緒は同学年だし、慧輝を通しての接点はあったが、一緒に部室の掃除をしたり、プールにいったりして距離が縮まったのかもしれない。

「そういうわけだから、夕飯は適当に食べてね？」

「了解」

「あと、わたしがいないからって女の子を連れ込んだりしちゃダメだよ？」

「残念だけど、そんな相手はいませんよ」

　実際、本当にそういう相手はいないので軽く答え、ベーコンエッグとご飯を一気にかきこんで自分のぶんの朝食を平らげた。

「ご馳ち走そうさん。──さて、俺はそろそろ準備するか」

「？　兄さん、どこかにお出掛け？」

「ああ、ちょっとな……」

　食器を洗うために席を立ちながら遠い目をして言う。

「復ふく讐しゆうしなければいけない相手がいるんだ……」

　お皿を手にアンニュイな表情を浮かべる兄に、瑞みず葉はが不思議そうに首を傾かしげた。







　午前九時五十分。隣町の映画館に慧けい輝きと紗さ雪ゆきの姿があった。

「……あの、慧輝君？」

「なんですか？」

「私ね、慧輝君がデートをしようなんて言うから、ウキウキしてやってきたのよ？　ついに慧輝君が私のご主人様になる決意を固めたんだなって、それはもう期待してやってきたのよ？　それなのに、それなのに──どうしてホラー映画なの？」

「夏だから？」

「えー……」

　後輩のシンプルな回答に紗雪が嫌そうな反応をする。

　隣に座る上級生がどことなく怯おびえているように見えるのは、彼女が言う通り、あと数分後にホラー映画が上映されるからだ。

「ど、どうしてこんな意地悪をするの？」

「これはお仕置きです」

「お仕置き？」

「紗雪先輩、前に皆でプールにいった時、瑞葉に南なん条じようの同人誌を渡しましたね？」

「ぎく……」

　南条の同人誌といえば、もちろん濃厚なボーイズラブの世界を描いた薄い本のことだ。

　以前、書道部のメンバーで屋内プールにいった際、女子更衣室で紗雪が瑞葉に同人誌を渡し、それを読んだ瑞葉が慧輝を男色扱いするという悲劇が起きた。

「先輩のせいで、俺は瑞葉にゲイだと思われて大変だったんですよ？」

「それでホラー映画？」

「ええ。先輩は多少の意地悪だと逆に喜ぶので、どうやって懲らしめてやろうか考えたんです。それで、そういえば心霊系の話が苦手だったと思い出したので」

「私、慧けい輝き君にそんなカミングアウトをしたことあったかしら？」

「だって先輩、そういう話をするとあからさまにビクビクして話題を変えようとするじゃないですか。今日は観念してこの映画を最後まで観みてもらいます。よかったですね。ネットのレビューではシリーズ最高峰の恐怖だとかで大絶賛らしいですよ」

「……私、帰ってもいいかしら？」

「ダメです」

　後輩に笑顔で退路を断たれ、紗さ雪ゆきが絶望的な顔をする。

　始まる前からビクビクしている上級生の様子を楽しんでいると、ほどなくして開演ブザーが鳴った。

「お、そろそろ始まるみたいですね」

「嫌ぁっ！　こわいのは嫌ぁ……っ！」

「静かにしてください。他のお客さんの迷惑ですよ」

「鬼なの!?　慧輝君は鬼なの!?　でも、そういうドＳなところ素敵だと思うわ！」

　紗雪の抵抗もむなしく、ゆっくりと落ちていく照明。

　新作映画の宣伝が流れ、ついにホラー映画が始まった。

　それは日本を舞台にしたもので、過去に行方不明になった女の子の霊が現れるという小学校に転任してきた女教師が恐怖体験に襲われるという内容だった。

　和風ホラーの特色ともいえる今にも何かが出そうな雰囲気と、独特の気味の悪さ。

　ホラー映画だが脚本も素晴らしく、観客の恐怖を煽あおる演出も凝っている。

「おお、なかなかすごいな……」

　その映画は男の慧輝でも軽く引くくらいの恐怖度で、心霊系が苦手な紗雪は声をあげる余裕もなく涙目で後輩にしがみついていた。

　当然、紗雪の豊かな胸が惜しげもなく押しつけられる形となり、

（神様、ホラー映画を観てこんなに幸せな気持ちになれたのは初めてです）

　思いがけない幸運に恵まれたラッキーボーイは深く神に感謝した。







　映画を観終えた慧輝達は近くのカフェに入った。

　窓際のテーブル席で、青白い顔をした紗雪が恨めしそうな視線を向けてくる。

「どうしてくれるのよ。私、今夜は絶対ひとりでトイレにいけないわ……」

「ははは、ざまぁみろですね」

「酷ひどい!?　……でも、慧輝君にいじめられてちょっと嬉うれしい自分がいる」

「ドＭは人生が楽しそうで羨うらやましいですね。ともあれ紗さ雪ゆき先輩に仕返しができて、とてもスッキリしました」

「慧けい輝き君はやっぱりドＳの素質があると思うわ」

「それ、ぜんぜん嬉うれしくないです」

　確かに紗雪を困らせることに若干の気持ちよさを感じることもあるが、桐生きりゆう慧輝はあくまでノーマル。巨乳を愛し、貧乳を愛めでる健全な男子高生である。

「まあ、瑞みず葉はさんに南なん条じようさんの同人誌を渡したのは謝るわ。素晴らしい作品だからぜひとも多くの人に広めようと思ったのよ」

「俺に関係ない作品ならどんどん広めてくれていいですよ。……ああ、南条といえば、今日は瑞葉が南条の家にお泊まりするって言ってましたね」

「お泊まり……？　……って、あああっ!?」

「先輩？　どうしたんですか？」

「私、大変なことを思い出したわ……」

「大変なこと？」

　尋ねると、彼女は深刻そうな顔で頷うなずく。

「実は今日、家に誰もいないの。私の両親、結婚記念日で一泊二日の旅行にいくって朝から出掛けちゃってて……」

「へえ。じゃあ先輩も今日は家にひとりですね」

「ひとり……」

　後輩の何気ない発言に、なぜか紗雪の顔が真っ青になる。

「あんな映画を観みた日にひとりきりなんて無理よ！　ひとりでトイレにいくのもこわいのに、家に誰もいないとかありえないわ！」

「子どもですか……」

「お願いします！　今日は慧輝君の家に泊めてください！」

「なに言ってるんですか。普通にダメですよ。うちも今日は瑞葉がいないんです。さすがに男ひとりの家に女子を泊めるわけにはいきませんよ」

　やんわりとお断りすると、紗雪は静かにうつむいて、泣きそうな声で言う。

「……慧輝君が、無理やり連れ込んだんじゃない……」

「え？」

「私、こわかったんだからね？　嫌だって言ったのに、お仕置きとか言って逃がしてくれなくて。泣いても許してくれなくて……」

「ちょっ!?」

　震える声で爆弾を投下した彼女は涙目で後輩を見つめる。

「責任……取ってよ」

「待って先輩!?　その言い方は──」

　紗さ雪ゆきが放はなった意味深な台詞せりふに店内がざわつく。

　他の席から「無理やりホテルに連れ込んだの？」「最低ね」「もげればいいのに」などという女性陣の率直な意見が聞こえてくる。

　店員のお姉さんにまで冷たい視線を向けられる始末だ。

「慧けい輝き君……責任、取って？」

「だあああっ！　わかりました！　わかったから誤解を招く台詞を言うのはやめて!!」

　こうして朱と鷺き原はら紗雪のお泊まりが決定した。







　その日の夕方。一度家に戻り、宿泊の準備を整えた紗雪が家にやってきた。

「今日はお世話になります……」

「まあ、たいしたおもてなしもできませんが……」

　挨あい拶さつもそこそこに紗雪を居間に通し、とりあえずソファに座ってもらう。

「麦茶ですが」

「ありがとう」

　冷蔵庫に常備してある冷たい麦茶を飲み、ふたり揃そろってほっと息をつく。

　不意に後輩と目が合うと、彼女は困ったように微笑ほほえんだ。

「少し緊張するわね。私、誰かの家にお泊まりするのって初めてよ」

「そうなんですか？」

「昔は書道ばかりで遊ぶ暇なんてなかったし、周囲からは箱入り娘だと思われてて親しい友人もいなかったしね」

「そういえば、先輩の家ってすごいお屋敷ですもんね」

「古い家だけどね。中はリフォームとかしてるけど。今度、慧輝君を招待するわ」

「それは楽しみですね」

「その時は慧輝君のことを〝未来の飼い主さんです〟って両親に紹介するわね」

「そんなの全力で阻止しますよ」

　緊張すると言いつつ、いざ会話を始めるといつも通りの愉快なやり取り。

　それでリラックスできたのか、柔らかい表情になった紗雪が静かに席を立った。

「慧輝君も夕飯まだよね？　瑞みず葉はさんがいないなら、泊めてもらうお礼に私が作るわ」

「あれ、先輩って料理できるんだっけ？」

「こう見えて目玉焼きは作れるのよ」

「奇遇ですね。俺も作れますよ」

　そんな感じで意気揚々とキッチンに立った紗雪だったが、

「……あら？　なんだか形が崩れちゃったわ。……いいか。このまま焼いちゃおっと」

　不安になるようなことを言いながら料理を進め、

「はい、目玉焼きよ」

「いやこれ、スクランブルエッグじゃないですか……」

　完成したのは目玉焼きではなくスクランブルエッグだった。

「焼いてる途中で崩れちゃったからグルグルかき混ぜてみたわ」

「うん。それもう完全にスクランブルエッグですよ」

　塩を振っただけのスクランブルエッグにご飯という質素な夕飯だったが、意外と味は悪くなくて普通に美お味いしく頂けた。

　紗さ雪ゆきが慣れない手つきで料理する姿に少しだけときめいてしまったのは内緒だ。







　桐生きりゆう家では食事のあとに入浴となるのだが、来客の分際で先にお風呂は頂けないと紗雪が主張したため、慧けい輝きが一番風呂に入ることになった。

　体を洗って湯船に浸つかり、熱めのお風呂を堪たん能のうした慧輝は爽さわやかな気分で居間に戻る。

「紗雪先輩、お風呂いいですよ」

「慧輝君……私、また大変なことに気づいてしまったわ」

「今度はなんですか？」

「ひとりでお風呂に入るのがこわい……」

「はい？」

「お願い慧輝君、一緒に入って!?」

「無理に決まってるでしょ……」

　お互い子どもじゃあるまいし、彼女のようなナイスバディな女性とお風呂に入ろうものなら男の子の逞たくましい部分が大変なことになる。

「だってだって、今日観みた映画の中でお風呂に女の霊が出るシーンがあったじゃない！　あんなの観ちゃったらこわくてしかたないわよ！」

「じゃあ、お風呂は我慢しますか？」

「これでも年頃の乙女よ？　お風呂に入らないなんてありえないわ」

「もうさっさと入ってくださいよ」

　その後、スピーカーモードにしたスマホ（防水仕様）で会話しながら入浴するという折衷案を採用することで話は落ち着いた。

　スピーカーから聞こえてくる水音とか、気持ちよさそうな彼女の溜ため息いきとか、いろいろと想像してしまうのは男の子なら仕方のないことだろう。

『ねぇ、慧輝君？　あなたの先輩は今、おっぱいを念入りに洗っているわ』

「そうやって俺の純情を弄もてあそぶ気なら切りますよ」

『謝るからやめて!?』

　自分達は何をしているのだろうという素朴な疑問がなかったわけではないが、そんな馬鹿みたいなやり取りが楽しくて、慧けい輝きはつい笑ってしまうのだった。

「お待たせ。お風呂、気持ちよかったわ」

「そうですか。それはよかった」

「私、髪が長いから乾かすのが大変なのよ」

　居間に戻ってきた紗さ雪ゆきは普通のシャツに短パンというラフな部屋着姿で、長い黒髪がまだ微かすかに湿っていて、なんだか見ていてドキドキしてしまう。

　湯上がりの女の子って、どうしてこうグッとくるのだろうか。

　急に静かになった後輩に紗雪がキョトンとする。

「？　どうかした？」

「ああ、いや。別になんでも……」

　見み惚とれていたなんて言えるわけがないので、誤ご魔ま化かすために話題を変える。

「まだ寝るまで時間がありますね。ゲームでもしましょうか」

「いいわね。負けないわよ」

　その提案に紗雪が乗り、ふたりは夜遅くまでテレビゲームをして遊んだ。

　ちなみに彼女はゲームがとても弱かった。







　その夜。客間にひとりで寝ることを紗雪が頑かたくなに拒んだので、仕方なく慧輝の部屋で一緒に寝ることになった。

　来客用の布団を引っ張り出し、新品のタオルケットも用意。

　今夜も暑いし、これ一枚で充分だろう。

「じゃあ、電気消しますよ？」

「ええ」

　明かりを消して慧輝は自分のベッドへ。

　紗雪もベッドに潜り込む。

「……いや、なんでこっちにくるの。先輩はそっちの布団ですから。なに一緒にベッドで寝ようとしてるんですか」

「ちぇっ、どさくさにまぎれてイチャイチャしようと思ったのに」

　不満そうに唇を尖とがらせつつも大人しく自分の布団に入った彼女は、イタズラっぽい笑みを浮かべる。

「慧輝君が我慢できなくなったら、いつでも襲ってくれていいのよ？」

「襲いませんよ」

「即答とか。女の子と一緒の部屋にいるのに、それはそれで失礼じゃないかしら」

　何やらブツブツと文句を言っていたが、すぐに大人しくなる。

「……誰かが傍そばにいるだけで安心するわね」

「今日の先輩、本当に子どもみたいですね」

「もとはといえば、慧けい輝き君がこわい映画を観みせるからじゃない」

「そもそもの原因は、紗さ雪ゆき先輩が瑞みず葉はにＢＬ本を渡したりするからですよ」

「まぁでも、ちょっと楽しいから結果オーライね。まさか、後輩の男の子の家に泊まることになるなんて思わなかったわ」

「ふと思ったんですけど、事情を話して唯ゆい花かちゃんの家に泊めてもらうって手もあったんじゃないですか？」

「あの子に頼めるわけがないでしょう。お化けがこわくてひとりで眠れないなんて言ったら一生バカにされるわ」

「ああ、なるほど……」

　唯花の本性はドＳなので紗雪の弱点を知ったら容赦なく攻めてくるだろう。

　本当に見た目と中身のギャップが激しい女の子である。

「慧輝君は、夏休みの宿題は終わったの？」

「もう少しですね。先輩は？」

「問題集の類たぐいはとっくに片付けたわ」

「おお、さすがですね」

「でも、美術の作品制作がまだね。書作品でもいいって言われたんだけど」

「それなら、なにか字を書けばいいんじゃないですか？」

「そうなんだけどね。なにを書けばいいか悩んでいるのよ。『雌豚上等』とか『罵ば倒とうはご褒美』とかにしようかなって」

「そんなの提出したら生徒指導室に連行ですね」

「そこで美術の先生にとんでもないことをされちゃうわけね。青い果実を前にして欲望を抑えきれなくなった先生に、指導と称してこの体を弄もてあそばれてしまうのね」

「先輩の頭の中はどうなってるんだ……」

　卑ひ猥わいなお仕置きをされることしか頭にないのだろうか。

「ところで慧輝君、最近なにかあったの？」

「え？」

「なんだか今日の慧輝君、少し元気がないように見えたから」

「そうかな……」

「だって、いつもより私の胸をチラ見する回数が少なかったわ」

「どんな判断基準ですか……」

　だけど、彼女の指摘に思い当たるフシがないわけではない。

（……俺、そんなにわかりやすく落ち込んでたのかな）

　原因はわかってる。要は、未いまだにシンデレラのことを引きずっているのだ。

　シンデレラを見つけ出すことはできたものの、結局のところ当初の目的であった人生初の恋人ゲットとまではいかなかった。

　そのことが自分の中で消化しきれていないのだ。

「よかったら、お姉さんに話してみない？」

「そんな大層なことでもないんですけどね。なんか最近いろいろあって、ずっと追いかけていた目標を見失ったといいますか。中途半端で不完全燃焼っぽい感じになったといいますか。……それでちょっと、意気消沈してるのかも」

　ベッドに仰あお向むけになったまま、布団にうつ伏せになった彼女に、自分でも形のわからないモヤモヤを話してみる。

　悩みというほどのものではない。

　ただ、胸の奥でくすぶっているだけの、ちょっとした気がかり。

　それでも紗さ雪ゆきはからかうでもなく、真剣に話を聞いてくれた。

「すみません。自分でも整理できてなくて。意味わかんないですよね」

「そんなことないわ。そういうのって、きっと誰にでもあることよ」

「先輩にもあるんですか？」

「そうね。一生懸命に作品を作ったのにコンクールで賞を逃した時とか、きっと今の慧けい輝き君と同じような気持ちだと思うわ」

「なるほど。確かにそんな感じかも」

「でも、立ち止まったらそこで終わりよ。慧輝君は目標を見失ったって言ったけど。見失ったのなら、また見つければいいのよ。遅くてもいいし、下へ手たでもいい。自分のペースでちょっと頑張るだけで、確かに前に進めるんだから」

「紗雪先輩……」

　目標を見失ったのなら、新しい目標を作ればいい。

　今回は恋人ゲットとはいかなかったが、また別の形で頑張ればいいのだ。

　慧輝の最終目標はシンデレラを見つけることではなく、可愛かわいい彼女と素敵な恋をすることなのだから。

「偉そうなことを言ったけど、私も頑張らないとね。──いつか慧輝君に振り向いてもらえるように」

「え？　そ、それって……」

　紗雪が不意打ちのように口にした台詞せりふに慌ててしまう。

　考えてみれば、シンデレラでこそなかったものの、紗さ雪ゆきが慧けい輝きに恋愛感情を抱いていないと決まったわけではない。

　今日だってデートの誘いをあっさりＯＫしてくれたし、こうして同じ部屋で夜を明かそうとしている。

　好意を抱いていない男子に、ここまで気を許してくれる女子が果たしているだろうか？

（もしかして、もしかすると本当にワンチャンあったりするのかも……っ!?）

　そんな感じで夢見がちな童貞男子の期待が最高潮に達したところで、

「慧輝君には、いつか私の飼い主さんになってもらうんだから」

「ですよねー……」

　思い知らされたのは酸っぱい現実。

　可愛かわいい先輩の夢は後輩男子のペットになることで、慧輝が求める普通の恋愛とは相あい容いれないアブノーマルな願望だ。

　結論、どうやら今回も甘い展開はないみたいです。







　翌朝、寝苦しさを感じて目を覚ますと、ベッドに潜り込んだ紗雪が慧輝に抱きついた状態で眠っていた。

「……これじゃ布団を敷いた意味ないじゃん」

　起きたら美少女に抱きつかれていたというギャルゲーのような状況。

　男子にとっては夢のようなシチュエーションだが、紗雪は普通の女の子ではなく、エロい女を自称するドＭの痴ち女じよだ。そんな変態と無防備にも同じ部屋で寝るとか、昨日の自分はどうかしていたとしか思えない。

「大丈夫か？　俺の童貞は無事なのか？」

　ベッドの上で下半身を見つめながら生き娘むすめのような心配をしていると、一階から「ただいまー」という声が聞こえてきた。

「お、瑞みず葉はが帰ってきたみたいだな」

　真ま緒おの家にお泊まりにいっていた妹が帰宅したようだ。

「……って、あれ!?　コレってかなりまずい状況なのでは!?」

　視線を下に向けると、後輩に抱きついたまま、むにゃむにゃと眠る黒髪の少女。

　この状況を瑞葉に見られるのは非常にまずい。

　率直に言って、絶対に誤解される。

　女の子と同じ部屋で寝て、更には同じベッドで朝を迎えておきながら「僕らはなにもしてません」と訴える兄を妹は信じてくれるだろうか？

　言い切れるが、絶対に信じてはもらえない。

「紗さ雪ゆき先輩、起きてください！　瑞みず葉はが帰ってきたのでどこかに隠れて──」

　慌てて証拠隠滅をはかろうとしていると、コンコンとドアがノックされた。

「兄さん、起きてる？」

「起きてないよ!?」

「？　思いきり起きてるよね？」

「バカなのか俺はあああっ!?」

「兄さん？　開けるよ？」

「ちょっ!?　待ってくれ、今は──っ！」

　制止の声もむなしく、部屋のドアがあっさりと開かれる。

「玄関に知らない靴があったけど、誰かきて──え？」

　入室して何やら言いかけた瑞葉が動きを止める。

　部屋にいたのは、ベッドの上で体を起こした兄と、兄の体に抱きついて眠る黒髪美女。

　決定的すぎる逢あい引びきの現場に、一日ぶりに再会した妹の顔から表情が消えた。

「兄さん……」

「違うんだ。本当に違うんだ。兄さんはなにもやっていない」

　浮気現場を妻に目撃された夫のような弁解をしてみるが、圧倒的なインパクトの状況証拠が「この男は有罪だ」と主張してくれていた。

「……んん……慧けい輝きくぅん……」

　未いまだ熟睡中の紗雪が甘えるように慧輝に頬ほおずりをしたその瞬間、

「兄さんの、バカあああああああああああっ!!」

　妹のお怒りが頂点に達し、本気の罵ば声せいが家の中に響き渡った。

　この日、瑞葉は夜まで口をきいてくれなかった。





　　　　　　◇






　紗雪のお泊まり事件から数日が経たった八月下旬の夜。

　自室で机に向かい、そろそろ終わりに近づいている夏休みの宿題を黙々と消化していると、慧輝のスマホが短い着信音を鳴らした。

「……ん？　誰だろ？」

　確認すると後輩の唯ゆい花かからのメールで、

『こんばんは。明日はお暇ですか？　よかったら、唯花と夏祭りにいきませんか？』

　明日、神社で開催される夏祭りに一緒にいかないかというお誘いだった。

「夏祭りか。宿題もあと少しで終わるし、特に用事もないしな……」

　シンデレラ探しも終わり、彼女もゲットできなかった慧輝はとことん暇だった。

　了解する旨の文面を返信してスマホを机の上に戻す。

　──と、すぐにまた着信音が。

「お？　今度は紗さ雪ゆき先輩だ」

　先輩のメールも唯ゆい花かと同じ要件で『一緒に夏祭りにいこう』というものだった。

「んー……まあ、三人でいけばいいよな」

　お誘いを受ける旨のメッセージを送信する。

　そしてその直後、真ま緒おからも同じようなメールが届いて──

「ま、皆でいけばいいだろ」

　特に深く考えることなく『ＯＫ』の返事をした。

　気を取り直して問題集に向かおうとしたところで、今度は部屋のドアがノックされた。

「兄さん、ちょっといい？」

　そう言って部屋に入ってきた瑞みず葉はが、少し緊張したように口を開く。

「明日の夏祭りだけど、一緒にいかない？」

「いいぞ。書道部のメンバー全員でいく予定だから、皆で回ろう」

「……」

「瑞葉？」

「……兄さんのばか」

「なにが!?」

　相変わらず乙女心を学ばない兄に冷たい視線を送り、瑞葉が深い溜ため息いきをついた。







　翌日の夕方、夏祭りの会場である神社の前にメンバーの姿があった。

「おお……」

　美少女の浴衣姿は本当に素晴らしい。

　長い黒髪をポニーテールにした先輩はいつにも増して高校生離れした色気を振りまいているし、金色の髪をアップにした後輩は溜息が漏れるほどの可か憐れんさで、赤茶色の髪をおさげにした同級生の垢あか抜ぬけた雰囲気にドキドキしてしまう。

　そしてショートポニーの妹の可愛かわいさは思わず昇天しかけるレベル。

　しかし、せっかくおめかししているというのに女の子達の表情は一様に曇っていた。

「ま、こうなるだろうとは思ってたけどね……」

「慧けい輝き先輩にはがっかりです……」

「無意識にやっているところが腹立たしいわよね……」

「兄さんのばか……」

　真緒と唯花と紗雪の書道部の面々が口々に愚痴をこぼし、妹からは昨日に引き続き不機嫌そうな「ばか」を頂ちよう戴だいした。

「えっと…………四人とも綺き麗れいだぞ？」

「当然よ」

「当然です」

「当然でしょ」

「当然だよね」

　浴衣姿を褒めてみても返ってきたのは素っ気ない答え。

「……ま、まあ、せっかくのお祭りなんだし皆で回ろう」

　気を取り直すように言って慧けい輝きが鳥居をくぐると、まだ納得いかなそうにしながらも女の子達がついてきた。

　むすっとしていた彼女達も、しばらく屋台を回っているうちに表情が一変した。

　真ま緒おに焼き鳥を奢おごらされたり、唯ゆい花かにひょっとこのお面をつけて笑ったり、瑞みず葉はとヨーヨー釣りで勝負したり、紗さ雪ゆきにりんご飴を齧かじられたり、五人で祭りを楽しんだ。

　出店が連なる参道を歩きながら慧輝が真緒に話しかける。

「南なん条じようとは最近会ってなかったけど、どんなふうに過ごしてたんだ？」

「あたしはだいたい部屋に引きこもって原稿してたかな。唯花は？」

「お盆にお父さんの実家にいったりしましたけど、あとはだいたい家で本を読んでました。魔女先輩は？」

「私？　そうね……私は慧輝君とデートをしたりしたわね」

「……はい？」

　魔女先輩こと朱と鷺き原はら紗雪の発言に、唯花の表情が凍りついた。

「それはどういうことですか、魔女先輩？」

「どうもこうもそのままの意味よ。一緒に映画を観みたり、喫茶店でお喋しやべりしたりして、その日はそのまま一緒のベッドで寝たわ」

「一緒のベッド!?」

　次々と明かされる新事実に後輩が愕がく然ぜんとして、

「確かに兄さん、わたしがいない隙すきに朱鷺原先輩を連れ込んでたよね」

　妹が淡々とした口調で決定的な情報を提供したことで状況は更に悪化。

「……慧輝先輩？　どういうことですか？」

「さぁて、次はなにを食べよっかなぁ」

　追及を逃れるために食べ物の出店に視線を向けると、お好み焼きの屋台で働いていた知り合いの少女と目が合った。

「あれ、小こ春はる先輩？」

「桐生きりゆうくん。皆さんできていたのですね」

　浴衣姿の小こ春はるが鉄板越しに優しい笑みを浮かべる。

「小春先輩は屋台のバイトですか？」

「この屋台は、うちの会社が出しているのです」

「ああ、それで手伝ってるんですね」

「ちなみに僕もいるよ」

「おお、翔しよう馬まも手伝ってるのか」

　屋台の裏手から段ボール箱を持ったイケメンが姿を見せる。

　翔馬は浴衣ではなく、慧けい輝きと同じ普通の私服姿だった。

「……鳳おおとりさんが働いてると、いろいろ大丈夫なのか不安になるわね。労働基準法とか」

「どういう意味ですか。わたくしはこれでも高校生なのですっ」

　紗さ雪ゆきの発言にぷうと頬ほおを膨らませる小春。

　そうしていると、屋台に若いカップルのお客さんがやってきた。

　小春が笑顔で対応し、商品を渡してお金を受け取る。

　そのあと立て続けに他のお客さんがやってきて彼女は同じように接客をこなした。

「なんだか忙しそうですね」

「ええ。実は店番をやるはずだった方が急病で倒れてしまいまして、人手が足りないのです。でも、翔馬くんが手伝ってくれるのでなんとか──」

「うわ、大変だ小春ちゃん！　キャベツがそろそろなくなりそう！」

「ええっ!?」

　どうやら材料が品薄状態に陥ったらしい。

　慌てて段ボール箱を確認した小春が翔馬に指示を飛ばす。

「キャベツがないとお好み焼きが作れません。翔馬君、大急ぎでキャベツを買ってきてください！」

「小春ちゃんのためなら地球の裏側にだってキャベツを買いにいくよ！」

「普通に近所のスーパーでいいですから！」

　夫婦めおと漫才を繰り広げ、翔馬がキャベツを求めて出発する。

　運動部だけあってかなりの速度だった。

　その背中を見送った小春が、困った表情で慧輝達を見る。

「あの……勝手なお願いなのですが、翔馬くんが戻ってくるまでどなたか店を手伝ってもらえないでしょうか？」

　今日はお客さんもかなり出ている。

　小春ひとりで調理も売り子もこなすのはキツイだろう。

「いいですよ。俺でよければ手伝います」

「本当ですか!?」

「ええ、ソースの香ばしさがちょっと焦げた感じの香りに変わるかもですけど」

「……」

　慧けい輝きの発言に小こ春はるが口元を引きつらせた。

「……あの、申し訳ないのですが、できれば料理が得意な方にお願いできればと」

「料理が得意っていったら……」

　小春の言葉に、メンバー全員の視線がひとりの女の子に集まった。

「……え、わたし？」

　注目を浴び、目をぱちくりとさせる彼女。

　慧輝の妹にして、桐生きりゆう家のシェフでもある桐生瑞みず葉はその人である。

　彼女が家事万能だということはここにいる全員が知っていた。

「まあ、瑞葉が適任だろうな。紗さ雪ゆき先輩なんか、目玉焼きをスクランブルエッグに変えるような人だし」

「不器用で悪かったわね」

「唯ゆい花かでも目玉焼きくらい作れますよ」

「古こ賀がさんはケンカを売っているのかしら」

　紗雪と唯花が仲良くケンカを始める中、小春が瑞葉に詰め寄る。

「瑞葉さん、お願いします！　もちろんバイト代も出しますので！」

「瑞葉。小春先輩、困ってるみたいだし。助けてやってくれないか？」

「んー、わかった。困った時はお互い様だからね」

「ありがとうございます！」

　袖そでをまくった瑞葉が屋台の中に立ち、小春とお好み焼きを作り始めた。

　可愛かわいい店員がふたりで切り盛りする屋台だ。繁盛するのは間違いないだろう。

「…………ラッキーね。これでひとり脱落したわ」

「ん？　紗雪先輩、なにか言いました？」

「なんでもないわ。ぜんぜんなんでもないから」

　後輩の問いかけに紗雪は答えをはぐらかして、

「……今日は、是が非でもふたりきりになってみせるんだから」

　そんなことを、誰にも聞こえない小さな声で呟つぶやいた。







「……南なん条じようって、ほんと多才だよな」

「そう？　このくらい楽勝じゃん」

　瑞葉が抜けたあと、立ち寄った射的屋で真ま緒おが景品を取りまくっていた。

　ゲームセンターでも格ゲーで上級者っぽい人を泣かせていた真緒だが、こうしたアナログなゲームも得意なようだ。

　絵が上手だし、プールでは綺き麗れいな泳ぎも見せていた。

　彼女は慧けい輝きが思っている以上にハイスペックなのかもしれない。

「コツは取れそうにないやつは早々に諦あきらめることだね。弾が当たって倒れるイメージができないものは絶対に狙ねらわない」

「南なん条じようはなんなの？　なにかのプロなの？」

「なんか欲しいのがあったら取ってあげるけど？」

「あ、それなら唯ゆい花か、アレが欲しいです。あの生意気な顔のカエルさん」

「オッケー。……ほいっと」

　真ま緒おが撃ったコルクは見事にぬいぐるみの額ひたいに命中し、目当てのカエルを転がした。

「はい、どうぞ」

「わぁ、ありがとうございます。この子の名前はグングニルにしましょう」

「カエルのくせに無駄に強そうな名前ね」

「それがいいんじゃないですか。魔女先輩には撫なでさせてあげませんから」

「別にいらないわよ」

　射的屋をあとにした四人はお祭り用に仮設された休憩スペースに足を向けた。

　テーブルにゲットした品物を置き、椅い子すに座った真緒が満足げに笑う。

「うしし、大量大量」

「南条、なんかご機嫌だな」

「ずっと引きこもって原稿してたからね。気分転換ができて満足かな。──あ、そうだ桐生きりゆう。たこ焼き買ってきてよ。ついでに飲み物も」

「俺はパシリか。……ま、いいけどさ」

「いいんだ。じゃあ、ジュースは炭酸系でよろしく」

「あ、唯花もいきます。ひとりじゃ大変ですから」

「ありがとう。紗さ雪ゆき先輩はなに飲みますか？」

「そうね……じゃあ、オレンジジュースで」

「了解。それじゃ、ちょっといってくるから」

「ふふふ、魔女先輩のだけまっずいブラックコーヒーにしてあげます」

　可愛かわいい笑顔でブラックなことを口にする唯花と慧輝が買い出しに向かい、後輩ふたりの背中を見送った紗雪はニヤリと口元を緩ませる。

「……これはチャンスだわ。私はチャンスを逃さない女よ」

　よしっ、と心の中で気合いを入れて。

　チャンスを逃さない女こと朱と鷺き原はら紗雪は真緒に近づいた。

「ねえ、南条さん」

「ん？　どうしたの、部長？」

「実は、興味深い情報があるのだけど」

「興味深い情報？」

「あのね……ついさっき、あっちの茂みの奥から若い男達の濃厚な喘あえぎ声が聞こえてきたのよ」

「なん……だと？」

　紗さ雪ゆきの言葉に真ま緒おの目の色が変わる。

「夏祭りの夜、タガが外れた男達が獣のように交わっている……だと？」

「いえ、そこまでは言ってないけど……」

「これは、確認せずにはいられないね」

　もたらされたのは、ＢＬ作家にとって無視できない黄金の情報。

　こんな時のために購入した高性能カメラ付きのスマホを手に、これから戦争に赴く兵士のような面持ちで真緒が席を立つ。

　そこへ、ちょうど買い出しを終えた慧けい輝きと唯ゆい花かが戻ってきた。

「あれ、南なん条じよう？　どこいくんだ？」

「すまぬ。拙者、急用を思い出したでござる」

「ござる……？　拙者って……。というか、たこ焼きは？」

「桐生きりゆうにあげる。……ふふふ。待ってなさい、若い体を持て余した男達よ！　その熱きアブノーマルな現場を絶対に押さえてあげるから！」

　こうして真緒は同人誌のネタを求め、茂みの奥へと消えていった。

「なんなんだ？」

「なんなんでしょう？」

　謎なぞすぎる展開についていけず首を傾かしげる慧輝と唯花。

　その後ろで紗雪が静かに笑う。

「……ふふふ、計画通りよ。投げたとみせかけて実際には投げられていないボールを探す犬のように存在しない男達を探し続けるがいいわ。これで邪魔者はあとひとり……っ！」

　不穏な呟つぶやきが慧輝達に届くことはなく、紗雪の計画は人知れず着々と進んでいた。







　真緒が別行動をとったことで、メンバーは慧輝と紗雪と唯花の三人になった。

「ちょっと古こ賀がさん、慧輝君にくっつきすぎよ」

「えー、いいじゃないですか」

　浴衣姿の美少女ふたりに左右から抱きつかれ、両手に花の慧輝は注目の的だった。

　普通に恥ずかしいし、男性陣の視線が痛い。

「だったら、慧けい輝き君を賭かけて勝負をしない？　勝ったほうが慧輝君とふたりきりで祭りを回れるの」

「面白そうですね。いいですよ、受けて立ちます！」

「というか、やっぱり俺の意思はスルーなんだな……」

　慧輝が勝手に賞品にされる中、紗さ雪ゆきが持ちかけた勝負は型抜きだった。

　使われるのは砂糖やゼラチンなどで作られた板状の菓子で、描かれた絵柄を針を使って壊さずに抜き出させれば難易度に見合った景品が貰もらえるというもの。

「おじさん、この店でいちばん難易度の高い型を二枚ちょうだい」

　注文を受け、屋台のおじさんが二枚の型を取り出す。

「うわ……これってチューリップじゃん」

　チューリップは茎の部分が数ミリしかない高難易度の型だ。

「俺、子どもの頃に挑戦したことあるけど普通にやったらまず途中で折れるぞ」

「あら、難しければ難しいほど腕が鳴るじゃない」

「そうですよ慧輝先輩。唯ゆい花かの華麗な針さばきを見せてあげます」

「まぁ、ふたりがいいならいいんだけどさ」

「審査員は屋台のおじさんよ。景品を渡したくなくて細かいいちゃもんをつけてくるから、彼らの審査はとても厳しいわ」

「望むところです！」

「慧輝君は開始の合図をお願いね」

　紗雪と唯花が配置につく。屋台の脇に置かれたテーブルに型を置き、椅い子すに座ったふたりの手には細い針が握られている。

「それじゃあ……スタート！」

　その合図で、ふたりは同時に型抜きを開始する。

「魔女先輩には悪いですが、唯花は本気でいきますよ！　まずは周囲の余分な部分を手で割って……と」

　適度に絵柄の周囲を除去し、型の溝を針でなぞっていく。

「むむ、やはりこの茎のところがネックですね……」

　チューリップはよほどの上級者じゃないと削り出せない代物だ。

「でも、じっくりと攻めていけば……」

　確かにチューリップは難しい。しかし唯花には自信があった。

　というのも、彼女はこういった細かい作業が得意なのだ。

　放ほうっておけば一日中ずっと本を読んでいられる高い集中力と、一晩で執事服を縫い上げることのできる手先の器用さを有している。その器用さを最大限発揮して、異性の服を少しずつ剥はいでいくイメージで型を削っていく。

「あはっ。ずいぶん恥ずかしがり屋さんですね？　でもそろそろ限界でしょう？　さあ、覚悟してください……っ！　唯ゆい花かのテクで、最後までヌキヌキしてあげますから！」

　天使の笑顔でギリギリの発言をかましながら作業を進め、

「この勝負──もらいました！」

　開始してから数分後、唯花は見事にチューリップの型を抜いてみせた。

「ふふふ、どうですかこの出来栄え！」

　妥協のない完かん璧ぺきな完成度に勝利を確信する。

　しかし──

「……って、あれ？」

　唯花が我に返った時、そこには誰もいなかった。

　同じく型を抜いていたはずの紗さ雪ゆきも、横で見ていたはずの慧けい輝きも、綺き麗れいさっぱりその姿を消していた。

「魔女先輩の卑ひ怯きよう者ものおおおおおおっ!!」

　忌いまわしき巨乳の魔女に騙だまされたことに、唯花はようやく気づいたのだった。







　型抜きに集中した唯花を残し、屋台をあとにした紗雪と慧輝が歩いているのは神社の裏手にある林の中だった。
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「紗さ雪ゆき先輩、さすがにアレは唯ゆい花かちゃんが可哀かわい想そうだと思うんですけど」

「古こ賀がさんにはプールの時に決闘で負けたもの。今回はどんな手を使ってでも勝ちたかったのよ。それに、古賀さんを置いて私についてくる慧けい輝き君も同罪じゃないかしら？」

「それは先輩が〝ついてこないと慧輝君にお尻をさわられたって妹さんに吹き込むわよ〟って脅したからでしょ！」

「慧輝君にお尻をさわられたことがあるのは事実だけどね」

「……それで、俺達はどこに向かってるんですか？」

「到着してからのお楽しみ」

　振り返って可愛かわいらしいウインクを決め、再び歩き出した彼女の背中を追っていく。

　暗い林を抜けると、そこはなだらかな丘の上だった。

　遮るものが何もない、星空と街を見下ろせる場所。

「へえ、こんな場所があるんですね」

「こっちよ」

　紗雪が示したのはここよりもう少しだけ高い場所。

　斜面を少し歩くと、そこには手頃な岩肌があり、促されるままにお尻を落ち着ける。

　隣に座った彼女が安心したように息を吐いた。

「どうにか間に合ったみたいね」

「？　なにがですか？」

「すぐにわかるわ」

　それだけ答えて紗雪は空へと視線を向ける。

　慧輝もつられて視線をやると、真っ暗な夏の空を花火の光が照らし出した。

「あ……」

　咲いては消える大輪の花。遅れて響く、くぐもった音。

　河原から打ち上げられた花火が次々に夜空を彩っていく。

「……綺き麗れいね」

「……そうですね」

　この街では毎年、夏祭りの夜に花火を上げる。

　誰にも邪魔されず、花火を鑑賞できるこの丘は最高の特等席だ。

「夏休み、楽しかったわね」

「そうですね。なんか、今まででいちばん濃い夏だった気がします」

「慧輝君ともたくさん思い出を作れてよかったわ。一緒にこわい映画を観みたり、ゲームをしたり、ベッドの中で激しく愛し合ったりしたわよね」

「最後のはなかったかな」

　思い返すと、今年の夏休みは本当にいろんなことがあった。

　真ま緒おと取材デートをしたり、メイド姿の唯ゆい花かを愛めでたり、皆でプールにいったり。

　それから──パンツを落としたシンデレラの正体が判明したり。

「でも、最後の夏休みに慧けい輝き君と花火を見れてよかったわ」

「……そっか。先輩にとっては最後の夏休みなのか」

　高校に入ってから当たり前のように傍そばにいたけれど、ずっと一緒にいられるわけではない。ひとつ年上の彼女は、慧輝よりも一年早く卒業してしまうのだ。

「この丘はね、私のお母さんに教えてもらった場所なの」

「そうなんですか？」

「お母さんが学生の頃、お父さんにプロポーズされた場所なんですって」

「へ、へえ……そうなんだ」

「お父さんには内緒なんだけどね。夏祭りの夜に、打ち上げ花火を見ながら告白されたって教えてもらったわ。ベタだけど、なかなかロマンチックだと思わない？」

　そう言って、彼女は慧輝の手に自分の手を重ねた。

「先輩……？」

　横を向くと、こちらを見つめる吸い込まれそうな瞳があって。

「ね、慧輝君？　キス──しましょうか？」

「え……？」

　囁ささやくような声で紡がれた提案に心臓が跳ねる。

　思い詰めたような彼女の表情が、これが冗談の類たぐいではないと告げていた。

「私ね、自分が思ってた以上に嫉しつ妬と深いみたいなの。気に入った男の子の周りに素敵な女の子ばかりいたら気になるし、不安になるわ。できることなら、あなたには、私だけのあなたでいてほしい。そのためには──繋つなぎとめておく必要があると思わない？」

「紗さ雪ゆき……先輩？」

「だから、これはその手段──」

　決意の言葉を口にして、紗雪がその身を寄せてくる。

　幾つもの花火が照らす丘で、彼女の唇がゆっくりと近づいて──




「あーっ!?　こんなところにいた！」




　そんな、可愛かわいい後輩の声で慧輝は現実へと引き戻された。

「唯花ちゃん!?」

「もう、置き去りにするとか酷ひどいじゃないですか！」

「ちょっと部長、茂みの中に絡み合う男達なんていなかったじゃん！」

「兄さん、屋台のお手伝い終わったよ？」

　絶賛お怒り中の唯ゆい花かに続き、真ま緒おと瑞みず葉はもやってくる。

「あらあら、いいところで邪魔が入っちゃったわね」

　苦笑しながら体を離した紗さ雪ゆきはのんびりと腰を上げる。

「ま、今回はこんなところかしらね。ふたりきりで花火を見るという目的は果たせたし。続きはまた今度──ね？」

　微かすかに首を傾かしげながらそう言って、彼女は柔らかく微笑ほほえんだ。

　そんな何気ない仕草にいちいちドキドキしてしまう自分が情けない。

「……本当にこの人は、何度俺を惑わせれば気が済むんだろう……」

　どうせ今の展開だって、あのまま続けていたら「キスしてあげたんだから、私の飼い主さんになってくれるわよね？」とかいう変態娘特有の残念なオチで終わっていたはずだ。

（うわぁ、いかにもありそうで嫌だな……）

　せっかくのロマンチックな雰囲気がぶち壊しである。

　そんなことを考えていると、すぐ傍そばまでやってきた唯花に顔を覗のぞき込こまれた。

「なにしてるんですか、慧けい輝き先輩？　まだまだ祭りは終わってないですよ」

「あたしらをほったらかしにして部長と楽しんでた桐生きりゆうには、所持金がゼロになるまで奢おごってもらうから」

「……兄さんの浮気者」

「浮気者!?」

　好き勝手なことを言って「早く早く」と急せかしてくる唯花達。

　先に神社のほうへ足を向けた彼女達のあとを慧輝と紗雪がついていく。

　緩やかな丘の斜面を下りる途中、少し後ろを歩いていた紗雪が、何かに躓つまずいてふらりと体勢を崩した。

「きゃっ!?」

「え……？」

　短い悲鳴に反応し、振り返った慧輝の視界に映ったのは、自分に向かって倒れこんでくる上級生の姿で──

　次の瞬間、まるで映画のワンシーンのようにふたりの唇が重なった。

「「んぅ……っ!?」」

　接触はほんの一瞬。

　柔らかい感触が全身を駆け抜けて、頭が一気に沸騰する。

　慧輝が咄とつ嗟さに紗雪を受け止めたため大事に至らなかったが、別の意味で大事件。

　体を離した紗雪は、呆ぼう然ぜんとした表情で自らの唇に指を当てた。

「さ、紗雪……先輩？」

「っ!?」

　名前を呼ばれた彼女は顔を真っ赤に染め、ふいっと背を向ける。

　普段の彼女らしからぬ、無む垢くな乙女のような反応に戸惑ってしまう。

　さっきは自分から「キスしましょうか？」などと言ってきたくせに、この不意打ちはダメだったようだ。

「ちょっ、ふたりとも、どさくさにまぎれてなにしてるんですか!?」

「キス!?　今、こいつらキスしなかった!?」

「兄さん……」

「事故だから！　今のは不幸な事故だから！」

　その後、慧けい輝きと紗さ雪ゆきの決定的瞬間を目撃していた唯ゆい花か達の声が、花火よりも盛大に祭りの夜を賑にぎやかしたのだった。







　神社からの帰り道、隣を歩く瑞みず葉は嬢はたいそう不機嫌であらせられた。

　硬い表情も、素っ気ない態度も、どことなく乱暴な足取りも、わかりやすく現在の彼女の気持ちを表現している。

「あー……その、さっきのこと怒ってる？」

「別に？」

「そ、そう？」

「だって事故だし。誰も悪くないし。そもそも、誰とキスしようと兄さんの自由だし」

「う、うん……」

　そのわりに口調がトゲトゲしいのはどうにかならないものか。

　気まずい空気のまま、妹とふたり、住み慣れた街を自宅に向かって歩いていく。

　瑞葉が慣れない下げ駄たを履いているから、いつもよりゆっくりと。

　神社を出てしばらくは浴衣姿の人達をちらほら見かけたが、家に近づくにつれて人ひと気けはほとんどなくなった。

「……兄さんって、朱と鷺き原はら先輩が好きなの？」

「はあっ!?」

　思いがけない質問に立ち止まる。

　同じく足を止めた瑞葉が、何かを確かめるようにじっと見つめてくる。

「朱鷺原先輩のこと、好きなの？」

「いや、どうしてそうなるのさ？」

「だって兄さん、胸の大きい子が好きだし」

「俺は胸の大きさで女の子を選んだりしません」

「ほんとに？　あんなに先輩の胸をチラチラ見てるのに？」

「俺、そんなに先輩の胸を見てるかな？」

「見てます」

　即答だった。

「それに、兄さんって年上が好きっぽいし」

「なにを根拠に……」

「女の勘です」

「なんだろう、まったく根拠がないはずなのにこの妙な説得力……」

「それで？　兄さんは先輩のこと、どう思ってるの？」

「どうって言われても……そりゃ紗さ雪ゆき先輩は美人だし、巨乳だし、わりとストライクゾーンに入ってるのは否定しないけど……でもあの人、ドＭの変態だぞ？」

「……へぇ、そうなんだ？　わりとストライクゾーンに入ってるんだ？」

「あれ？　俺の話、聞いてた？」

「ばっちりしっかり聞いてました！　もう知らない！　兄さんのばかっ」

　感情的に吐き捨てた瑞みず葉はがくるりと踵きびすを返す。

　そのまま走って慧けい輝きを置き去りにしようとして、

「──きゃっ!?」

　数歩進んだところで彼女は急に動きを止め、その場に膝ひざをついた。

「瑞葉!?　どうした!?」

「あぅ、下げ駄たが……」

　見ると、下駄の鼻緒が切れてしまっていた。

　走ることを想定して作られていないのに乱暴に扱ったのが原因だろう。

「それじゃ歩いて帰れないな」

「……いい。裸足はだしで帰る」

「アホかお前は。……ほら、おぶってやるから一緒に帰ろう？」

　子どものようなことを言い出した妹の前にしゃがみ、背中を向ける。

　瑞葉はそれを見て少し逡しゆん巡じゆんすると、

「…………お願いします」

　最終的には素直に体を預けてきた。

「……重くない？」

「重くないって。前にも言ったけど、瑞葉は軽すぎるくらいだ」

「それならいいけど……」

「あと、柔らかいものが背中に当たって、ちょっといい感じです」

「……兄さんのえっち」

　妹をおぶって途中だった帰り道を歩き始める。

　それから少し経たって、しばらく無言だった瑞みず葉はがおずおずと口を開く。

「……兄さん、ごめんね」

「いいって、このくらい」

「そうじゃなくて。勝手に怒ったり、嫉しつ妬としたりして、ごめんなさい」

「……いいよ。そのくらい」

「いいの？　面倒な女だとか思わない？」

「可愛かわいい女の子にヤキモチ焼かれるのは、ちょっと嬉うれしいし」

「……兄さんは単純すぎると思う」

「男の子は単純なんだよ」

　ぶっきらぼうに答えると、耳のすぐ後ろで小さな笑い声がした。

「今日ね、お好み焼きの屋台を手伝いながら、鳳おおとり先輩とたくさんお話ししたんだ」

「小こ春はる先輩と？」

「兄さんが恋のキューピッドをしたって話も聞いちゃった」

「ああ……」

　慧けい輝きがシンデレラ探しに奔走していた時、翔しよう馬まのストーカーをしていた小春に弱みを握られ、彼女の恋を成就させるための協力を要請された。

　初めはロリコンと上級生の恋など無理ゲーだと思ったが、小春の実年齢を隠し後輩として翔馬を攻略するという裏技を使ったり、ダブルデートを企画したりして、最終的にふたりはいい感じになったのだ。

「鳳先輩、兄さんにすごく感謝してたよ」

「そっか。なんか嬉しいな」

「それと、兄さんがシンデレラを探してた時のことも聞いた」

「え？」

　思いもしなかった話題が出て無意識に足が止まる。

「兄さんが鳳先輩と会ってたことは知ってたから、カマをかけてみたの。先輩と翔馬君、シンデレラ探しに協力してくれてたんだね。──あ、そうだ。鳳先輩から兄さんに伝言があって〝勝手に話してしまってごめんなさい〟だって」

「それは別にいいけど。小春先輩からなにを聞いたんだ？」

「兄さんが一生懸命シンデレラを探してくれたこと。それを聞いてね？　わたし、すごく嬉しかった」

「瑞葉……」

「恋人をゲットしたら思う存分イチャイチャしたいとか、欲望全開なことも言ってたらしいけど」

「いや、うん……欲望全開のお兄ちゃんでごめん」

「別に怒ってないよ？　わたし、兄さんがどうして頑張ってたかわかってるし」

「だからそれは、恋人をゲットするためだぞ？」

「それだけじゃないよ。イタズラかもしれないラブレターの差出人なんて、普通は必死になって探したりしないよ？　このお話の王子様はきっと、シンデレラが手紙に書いた気持ちを無視できなくて、その返事をするために頑張ってくれたんだよね？」

「……さあな。その王子様とやらは、単に可愛かわいい恋人が欲しかっただけだと思うぞ？」

「あれ、もしかして照れてる？」

「……照れてません」

　やはり瑞みず葉はには敵かなわない。

　兄妹だから長い時間を共有したぶん相手のことを知っているし、知られている。

　それでも、こうも的確に図星を指されると心を見透かされた気分になる。

「……ね、兄さん？」

「ん？」

「──ちゅっ」

「んなっ!?」

　呼びかけられ、振り向いた瞬間、頬ほおにキスされてしまった。

　びっくりして固まった兄の肩に、瑞葉が甘えるように頬を乗せる。

「キスは禁止だけど、ほっぺならセーフだよね？　朱と鷺き原はら先輩とキスしたこと、これで許してあげる」

「……そういうことされたら、うっかり恋に落ちちゃうだろ」

「それ、むしろ望むところだから」

「言ってろ……」

　照れ隠しなのがバレバレな捨て台詞ぜりふを吐いて、止まっていた足を動かす。

　速くなった心臓の音が、彼女に伝わらないようにと願いながら。





　　　　　　◇






　夏休みが終わり、始まった新学期初日。

　放課後の部室には慧けい輝きと紗さ雪ゆきのふたりの姿があった。

　先輩は畳スペースで筆を手に半紙に向かい、後輩は椅い子すに座って文庫本を開いている。

　久しぶりに夏季制服に身を包んだふたりの間にあるのは、先日の夏祭りの夜から続く微妙な空気。

　慧輝としては、紗雪が半紙にひたすら『平常心』と書き続けているのも気になるところだ。

「……あの、紗さ雪ゆき先輩？」

「ひゃい!?　……な、なにかしら？」

「夏祭りの時は、その……すみませんでした」

　キスのこととは言い出せずに言葉を濁してしまったが、意図は正確に伝わったようで彼女の頬ほおがほんのりと赤くなる。

「そ、そのことね……。私は大丈夫。気にしてないから」

「本当にすみません」

「謝らなくていいわ。躓つまずいた私が悪いんだし。それに私は……嫌じゃ、なかったから」

「えっ？」

　紗雪の意味深な発言に、部室の空気が更に微妙なものになる。

「あの、紗雪先輩、それって──」

　意を決して真意を確かめようとしたその時、部室のドアが控えめに叩たたかれた。

　部長の紗雪が「どうぞ」と応えると、鞄かばんを手にした瑞みず葉はが入ってくる。

「瑞葉？　どうしたんだ？」

「んーとね、わたしも書道部に入部しようと思って」

「入部？　瑞葉が？」

　初耳すぎて戸惑う慧けい輝きを尻目に、瑞葉はスタスタと畳スペースに向かう。

「朱と鷺き原はら先輩、入部届です」

「拝見しましょう」

　入部届を受け取った紗雪が、さっと紙に目を通す。

「記入は特に問題なさそうね。……でも、あっさりと入部を認めるのも面白くないから、なにかテストでもしましょうか」

「テスト、ですか？」

「またこの人はその場の思いつきで……」

　確か、唯ゆい花かが入部した時はバニーガールの衣装を着せたりしていた。

（瑞葉もバニーガールにさせられるのかな。……え、なにそれ超見たい）

　露出癖があるとはいえ、見た目は美少女の瑞葉である。

　彼女のバニーガール姿はさぞ萌もえることだろう。

「んー、でも今日はなにも準備していないのよね。軽く面接でもしましょうか。そこに座ってくれる？」

「わかりました」

　素直に従い、靴を脱いだ瑞葉が紗雪の正面、畳の上に正座する。

「ではまず──瑞葉さんの志望動機は？」

「なんとなくです」

「特技は？」

「家事全般です。しいて言えばお掃除が好きです」

「採用ね。部室の衛生管理は瑞みず葉はさんに一任するわ」

「それ、紗さ雪ゆき先輩が掃除したくないだけじゃん……」

　採用側の思惑が透けて見えるようだ。

　入部が決まり、靴を履き直した瑞葉が椅い子すに座る慧けい輝きの傍そばにやってくる。

「兄さん、これからは部活でもよろしくね？」

「ああ、よろしく…………って、ちょっ、瑞葉!?」

　慧輝が慌てた声を出したのは、瑞葉が紗雪から見えないよう片手で自身のスカートをめくり〝シンデレラのパンツ〟を見せつけてきたから。

　慌てる兄の反応に、可愛かわいい露出狂が嬉うれしげに笑う。

　シンデレラは王子の耳元に唇を寄せて、

「──わたしが入部したからには、他の子なんて目に入らなくしてあげるからね？」

　そんな、告白とも宣戦布告とも取れる台詞せりふを囁ささやいた。
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（……どうしてこんなことになったのだろう？）

　そこは薄暗く、狭くて息苦しい密室だった。

　天井付近に設けられた小窓から差し込む夕ゆう陽ひだけが唯一の光源で。

　そんな場所で床に座る慧輝に密着し、形のいい胸を押しつけているのは、前髪で片方の目を隠した少女。

「はぁ……はぁ……」

　熱に浮かされたように熱い吐息をつく彼女は、もうなんだかいろいろ限界を迎えたようなせつなげな表情で、さすがの慧輝も理性を保つのが限界だった。

「桐生きりゆう君……」

「ふ、藤ふじ本もとさん……？」

「桐生君の……ちょっと硬くなってきた」

「ちょっと待ってどこさわってんの!?」

　どさくさにまぎれてとんでもない部分を撫なでてきた彼女に必死になって抵抗する。

（……本当に、どうしてこんなことになったんだっけ？）

　ぼんやりとした頭で、慧けい輝きはこの状況に至った経緯を振り返ってみた。





　　　　　　◇






　新学期が始まって数日が経たったとある日の放課後。

　書道部の部室には部員全員が集まり、思い思いの時間を過ごしていた。

　紗さ雪ゆきは書道、唯ゆい花かは絵本作り、真ま緒おは漫画原稿。

　そして新たに入部した瑞みず葉ははレシピ本を広げて料理の研究に励み、慧輝は図書室で借りた妹モノのラノベを読んでいた。

　なぜ妹モノのラノベかといえば自分の中の乾いた心を癒いやすためだ。

　というのも、この書道部には問題があって──

「ふぅ……なんだか最近、創作にマンネリ感があるわね。これは慧輝君に激しめのお仕置きをされる妄想で自分を奮い立たせるしかないわ」

　変態ナンバー１。

　後輩男子のペットになりたいドＭな先輩、朱と鷺き原はら紗雪。

「魔女先輩は相変わらずどうしようもない変態ですね。──ところで唯花としては、むしろ慧輝先輩に激しめのお仕置きをしてあげたいです」

　変態ナンバー２。

　先輩男子を奴隷にしたいドＳな後輩、古こ賀が唯花。

「ね、桐生きりゆう？　漫画の参考にしたいから、ちょっとそこで男に押し倒された時の表情を作ってみてくれない？」

　変態ナンバー３。

　同級生の男子をモデルにＢＬ漫画を生み出す腐女子、南なん条じよう真緒。

「ふぅ……なんか今日は暑いね、兄さん？」

　変態ナンバー４。

　シャツの襟に指をかけナチュラルにブラチラをかましてくる露出狂の妹、桐生瑞葉。

　──こんな感じで、この書道部は女子部員が全員変態だった。

　自分以外の部員が変態娘で構成されたこの部はまさに変態砂漠。

　決定的だったのは最後の砦とりでだった瑞葉までもが特殊性癖の持ち主だったことで、唯一のオアシスを失った慧輝は二次元の妹を愛めでることで乾いた心を潤しているのだった。

　ちなみに瑞葉の性癖に関しては今のところ誰にもバレていない。

　瑞葉本人もカミングアウトする気はないらしく、部室にいる間はさりげなくブラチラで兄をからかってくるくらいで基本的には大人しくしていた。

「あー、このラノベの妹ちゃん、超可愛かわいいなー」

「むぅ……兄さんが二次元の妹に浮気してる」

　慧けい輝きが変態娘達の発言を無視しつつ、二次元の妹キャラに現実逃避をしていると、部室のドアがコンコンと叩たたかれた。

「失礼します」

　ドアを開け、入ってきたのは前髪で片方の目を隠した女子生徒。

　制服のリボンは瑞みず葉はや真ま緒おと同じ二年生であることを表すベージュ。

　この学校の生徒会副会長を務める藤ふじ本もと彩あや乃のだった。

「あら、藤本さんじゃない。どうしたの？」

　生徒会で部活動関連の仕事を担当する彩乃は時おり部室を訪れる。

　仕事できたのなら対応するのは部長だが、彩乃が視線を向けたのは紗さ雪ゆきではなく、椅い子すに腰掛けて妹モノのラノベを読んでいる男子生徒だった。

「今日は、桐生きりゆう君に用があってきました」

「え、俺？」

　副会長様のご指名に、部員の女子達がひそひそ話を始める。

「前々から思っていたのだけど。藤本さんって、やたらと慧輝君に懐いているのよね」

「あたしも中庭でベタベタくっついてるの見た」

「唯ゆい花かなんか、資料室で抱き合ってるのを見ましたよ」

「兄さん、どういうこと？」

　この場で唯一の男子に集まる四人分の冷たい視線。

　まさか彩乃に体臭を気に入られて付きまとわれているなんて言えず、慧輝はそっと目を逸そらす。その反応が女の子達の疑惑と不満を更に膨れさせる。

　そんな張り詰めた雰囲気の中、彩乃は落ち着いた様子で慧輝の傍そばにやってくる。

「突然だけど、少しだけ桐生君をレンタルしたい」

「レンタル？」

「お断りよ。他を当たりなさい」

「なんで紗雪先輩が答えるんだよ……」

　横やりを入れられた彩乃が片方の目でちらりと紗雪を見て、

「抵抗するなら、生徒会の権限で書道部の部費を全額押収します」

「慧輝君を好きにする権利をあげましょう」

「紗雪先輩!?」

　慧輝をめぐる攻防は一瞬で決着がついた。

　権力を行使して勝利した彩乃が、きゅっと慧輝の手を握る。

「というわけで、桐生君には彩乃さんと一緒にきてもらう」

「え、ちょっと待って？　なんで俺が売られる流れなの？　皆は部費のために俺が売られてもいいのか？」

　生徒会の権力にあえなく屈した部長はともかく、様々な理由で慧けい輝きに執着する他の部員達がこのような横暴を認めるはずがない。

　縋すがるように皆を見ると、なぜか彼女達は一様に目を逸そらした。

「部費がなくなったら、絵本の画材が買えなくなってしまいます」

「あたしも、インクとか原稿用紙が買えなくなるのは困るし」

「二次元の妹に浮気する兄さんは連れてかれたらいいと思う」

「味方がひとりもいない!?」

　というか、画材とか原稿用紙とか、書道と関係のない備品に部費を使うのは大丈夫なのだろうか？

　あっさりと売られてしまった慧輝は彩あや乃のに引きずられ、部室の外に連れ出された。

　廊下を少し進んだところで足を止めた彼女が要求を口にする。

「というわけで桐生きりゆう君、彩乃さんにパンツを恵んでください」

「お断りします」

　回れ右をして部室に戻ろうとすると、制服のシャツを掴つかまれた。

「待って、間違えた。ちゃんと用事があるの」

「……いったいなんなの？」

　いきなりパンツを要求してくるあたり、彼女の性癖も相変わらずらしい。

　生徒会副会長を務め、教師からの信頼も厚い優等生な彩乃だが、その本性は男子の汗の匂いが大好物の匂いフェチだ。

　しかし、中身はともかく見た目は文句なしの美少女で、

「……あのね？　桐生君に、その、お願いがあるの」

「お、お願いっすか？」

　こんなふうに可愛かわいい女の子に潤んだ瞳で見つめられたりすると、いろいろ経験値の足りない慧輝としてはドギマギしてしまうわけで。

　たとえ裏があると薄々わかっていても期待してしまう。

　それもまた、男子として生を受けた以上は逃れられない宿命なのである。

「倉庫に運びたい備品があるから、手伝ってもらっていい？」

「……うん。まあ、どうせそんなことだろうと思ったよ」

「……ダメ？」

「いいよ。前にプールの優待券貰もらったし。喜んで協力させていただきます」

「よかった。じゃあ、彩乃さんは倉庫の鍵を借りてくるから、生徒会室で待ってて？」

「了解」

　今の生徒会役員は女の子ばかりで男手が足りないと聞いている。

　どうせ部室にいても妹モノのラノベを読んでいただけだし、誰かの役に立てるのならそっちのほうが有意義な時間の使い方だろう。







　彩あや乃のと別れ、生徒会室を訪れた慧けい輝きは緊張しつつドアをノックした。

「──どうぞ」

「失礼します」

　中に入ると、出迎えてくれたのは亜麻色の髪をツインテールにした小柄な女子生徒。

　制服のリボンの色は緑。唯ゆい花かと同じ一年生の後輩だ。

　身長も唯花と同じか、少し高いくらいだろうか。

　気の強そうなつり目が印象的な彼女は何が気に入らないのか、明らかに敵対的な、不機嫌そうな視線を向けてきた。

「生徒会になにかご用ですか？」

「あー、えっと……藤ふじ本もとさんにここで待っているように言われたんだけど」

「ああ、副会長が言っていたお手伝いさんはあなたのことでしたか」

　ふぅん、と。

　やはり不機嫌そうに呟つぶやくと、値踏みするように慧輝を見る。

「私は生徒会会計の長なが瀬せ愛あい梨りです。見ての通り一年生です」

「あ、俺は──」

「あなたの自己紹介は必要ないですよ、桐生きりゆう先輩」

「あれ、俺のこと知ってるの？」

「先輩は有名ですから。書道部で美少女ばかりのハーレムを作ってるって」

「なにその聞き捨てならない情報!?」

「違うんですか？」

「違うよ。まったく身に覚えがないよ」

「でも、三年の朱と鷺き原はら先輩とか、一年の古こ賀がさんに校内で抱きつかれてだらしない顔をしていたとの目撃情報が多数寄せられていますが」

「俺、そこまでだらしない顔してたかな……？」

　とはいえ校内で抱きつかれたりしていたのは事実なので言い返せない。

「……二ふた股またとか、ほんと不潔。これだから男子は」

「そういうのじゃないんだけど……。なんか、ごめんなさい……」

　虫けらを見るような後輩に思わず謝罪してしまう。

　確かに美少女ふたりをはべらせて校内を闊かつ歩ぽする男は不潔かもしれない。

　実際は変態ふたりが慧輝の所有権をめぐって争っていたわけで、愛梨が想像したように二ふた股またをかけてるわけでは断じてないのだが。

（むしろ、美少女ふたりに同時に好意を向けられるとか、そんな夢のようなシチュエーションがあるならぜひとも体験してみたい）

　相変わらず普通とはかけ離れた自分の青春にせつない気持ちになる。

「そういえば、長なが瀬せさんってどこかで会ったっけ？　なんか見覚えがあるような気がするんだけど」

「……なんですか？　そうやって私まで口説くつもりですか？」

「違います。本当に違うから、距離を取ろうとするのはやめてほしい」

　そこまであからさまに拒絶されるとさすがに傷つく。

「……ふん。まあ、初対面じゃないのは確かです。覚えていませんか？　以前、街のゴミ拾いのボランティアをした時に顔を合わせているはずですが」

「ああ、そういえばそんな気も……」

「まあ、私は地味で根暗なので印象に残らなくても仕方ないですね」

「誰もそんなことは言ってないけども……。ていうか、長瀬さんは別に地味じゃないだろ。可愛かわいいし」

「吐き気がするのでそういうこと言うのやめてください。そうやって女の子を次々と毒どく牙がにかけてるんですね。これだからヤリチンは嫌いなんです」
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「ヤリチンて……」

　これはどうしたものだろうか。

　どうもこの長なが瀬せ愛あい梨りという下級生はこちらのことを良く思っていないらしい。

　書道部でハーレムを築いていると思われてるみたいだし、慧けい輝きのことを女たらしだと勘違いしているフシがある。

　実際はヤリチンどころか彼女いない歴＝年齢の恋愛難民なのだけれど。

「あのさ、なにか誤解してるみたいだけど。俺は女子と付き合ったことなんてないからな」

「それは嘘うそです。あんなに可愛かわいい女の子達とイチャイチャしながら、そんなわけがないでしょう。証拠はあるんですか？」

「だって俺、童貞だもん」

「え……」

　時が──止まった。

　後輩は気まずそうに視線を逸そらすと、

「えっと……それはなんというか……ご愁傷様です」

　心からいたわる声でそんなことを言われた。

　なんだろう。今日の彼女の台詞せりふの中でこれが一番グサッときた。

　童貞男子が心に小さなトラウマを刻みつけていると、部屋のドアが開いてようやく彩あや乃のが顔を出した。

「桐生きりゆう君、お待たせ──あれ？　どうかしたの？」

　緊張感漂う生徒会室の雰囲気に副会長が首を傾かしげる。

　すると愛梨がそそくさと彩乃の後ろに隠れ、慧輝を指差した。

「副会長、助けてください！　この男が私に色目を使ってくるんです！」

「使ってないから……」

　どうやらこの後輩は自意識が過剰らしい。







　愛梨の冷たい視線を浴びながら備品の入った段ボール箱を抱えた慧輝は、彩乃と共に生徒会室をあとにした。

「なんか俺、長瀬さんに嫌われたみたいだ」

「気にしないで。あの子は少し、気難しいから。かなりの男嫌いだし」

「ああ、なんかそんな感じだよな」

　どうやら慧輝が嫌いというよりは『男』というカテゴリ自体が嫌いらしい。

「融通がきかないし、頭が固いけど、悪い子じゃないから。女の子には普通に優しいし。桐生君も仲良くしてほしい」

「俺もできるならそうしたいけど、アレは難しいんじゃないかな……」

　慧けい輝きを見る愛あい梨りの目はゴミを見るような目だった。

　初対面から好感度がマイナスに振りきれている女の子と仲良くできるとは思えない。

　副会長は匂いフェチの変態で、会計は男嫌いときた。

　生徒会のメンバーも変わり者が多いのかもしれない。

　彩あや乃のと世間話をしながら生徒玄関に向かい、靴に履き替えて外に出る。

　そうして足を運んだのは校舎裏にある小さな倉庫だった。

　古くなった備品や、普段は使わないものをまとめて保管している倉庫で『ガラクタ倉庫』と呼ばれているらしい。

　彩乃が持っていた鍵で引き戸を開ける。

　中は埃ほこりっぽく、ところどころ破れた体育用のマットが積まれていたり、何に使うのかわからないゆるキャラ風の着ぐるみが鎮座していたりと『ガラクタ倉庫』の名に恥じない雑多な空間が広がっていた。

　その中の空いているスペースに持っていた段ボール箱を下ろす。

「ああ、重かった……」

　この暑い中、重い荷物を運んだせいで汗をかいてしまった。

「お疲れ様。助かりました。あとでジュースでも奢おごるから」

「別にいいよそんなの」

「ダメ。水分補給はちゃんとしないとだから。それにしても……ああ、いい感じに汗をかいた桐生きりゆう君の匂い……ハァハァ」

「どさくさにまぎれて抱きつくのやめてもらっていいですか？　暑い暑い」

　発情した猫のように鼻先を押しつけて匂いを嗅かごうとする彩乃を引き離そうとするが、手ごわいシールのようになかなか剥はがれてくれない。

　狭い倉庫の中、若い男女がくんずほぐれつしていると、

「──ん？　倉庫が開いてるな」

　倉庫の外から大人びた女性の声が聞こえた。

「この声……沖おき田た先生か？」

　校内の見回りでもしているのだろうか。聞こえたのは書道部の顧問を務める女教師の声で、今度はこちらに近づく足音が耳に届く。

「やばい……っ!?」

　倉庫内で女子に抱きつかれているというこの状況。

　こんな状態を教師に見られるのは非常にまずい。

　焦った慧輝はとっさに彩乃を押し倒し、重ねられたマットの陰に身を隠した。

「おい、誰かいるのか？　……んん？　誰もいないじゃないか」

　入口付近で倉庫内を見回した先生が無人と判断する。

「倉庫を開けっぱなしにするなんて、誰か知らんが不用心だな。しかも鍵が挿さりっぱなしじゃないか。まったく」

　鉄製の引き戸が閉まり、ガチャリと鍵をかけた音が響き渡る。

　そして沖おき田た教諭の足音が遠ざかり、完全に聞こえなくなった。

「ふう……なんとかやり過ごせたな……」

「……あの、桐生きりゆう君？」

「なんだ、藤ふじ本もとさん？」

「そろそろ、その、どいてほしい……」

「え……？」

　そこで、慧けい輝きはようやく自分がとんでもない状況下にあることを理解した。

　視界に映ったのは、男子に押し倒され、頬ほおを真っ赤にして瞳を潤ませた同級生。

　彼女はきゅっと唇を引き結ぶと、恥ずかしそうに視線を逸そらす。

「うわあああっ!?　ご、ごめん！」

「ううん。わたしも抱きついたりしちゃったし」

　急いで彼女の上からどくと、拘束を解かれた彩あや乃のは立ち上がり、スカートについた埃ほこりを払ってから隠されていないほうの瞳を向けてくる。

「それより、いいの？」

「え、なにが？」

「さっき、鍵をかけたような音がしたけど」

「…………あれっ？」

　そう言われれば、扉が閉められたあと〝ガチャリ〟と音が響いたような……

「ちょっ、嘘うそだろ!?　まだ中に人がいるんですけど!?」

　慌てて扉に駆け寄り、ドンドンドンと叩たたきながら叫ぶも外からの反応はない。

　当然、鍵をかけられた扉はびくともしなかった。

「と、閉じ込められてしまった……」

　これは漫画や小説ではとてもベタな展開。女の子と一緒に体育倉庫などに閉じ込められる、いわゆる『閉じ込められイベント』である。

　そういう展開を目にするたびに「こんなのリアルであるわけないじゃん」と鼻で笑っていたのに、まさか自分の身に降りかかるとは……

「桐生君と、こんなところでふたりきり……」

「藤本さん？」

　なんだろう。急に彩乃がモジモジし始めた。

　彼女は困ったような上目遣いで慧輝を見つめると、

「前に愛あい梨りが言ってた。男はみんな狼おおかみだって」

「いやまあ、間違ってはいないけども……」

「もしかして、彩あや乃のさんは慧けい輝き君に食べられちゃう？」

「それはない。俺、変態はノーサンキューだし」

　汗の匂いでハァハァしちゃう女の子を異性としては見れない。

「安心してくれ。俺は藤ふじ本もとさんにそういう欲求を抱いたりはしないから」

「それはそれで少し複雑だけど……」

　なぜか、ちょっぴり傷ついたような表情を浮かべる彩乃。

「でも、どうするの？　もし誰もこなかったら、ずっとこのまま？」

「いや、さすがに出口がひとつだけなんてことはないだろ。窓とか……」

　そう言って薄暗い倉庫内に視線をめぐらせるが、

「あれ？　小さい窓しかない？」

　採光用だろうか、天井付近に小窓がいくつかあるだけで、人が出入りできそうな開口部は存在しなかった。

「そ、そうだ！　こんな時こそスマホだ！　あの素晴らしい科学の結晶があれば助けを呼ぶくらい造作もないって！」

「でも、彩乃さんのスマホは生徒会室」

「大丈夫。俺が持ってるから」

　ズボンのポケットからスマホを取り出し、画面を表示させる。

「……うわ、やばい。バッテリーが切れそうだ」

　間が悪いことに最後の生命線であるスマホの残量が三パーセントを切っていた。

　どうやら昨夜、充電をし忘れたらしい。

「は、早く誰かに電話しないと……っ」

　バッテリーの残量から考えて連絡できるのはひとりが限界だろう。

　ここは慎重に決める必要がある。

　条件は、確実に校内に残っていると思われる人物。

　翔しよう馬まは部活中だろうし、彼のストーキングで小こ春はるも忙しいはずだ。

　あとは書道部のメンバーだが、唯ゆい花かや真ま緒おは気分で早めに帰ったりするのでギャンブル性が高い。

　瑞みず葉はは夕飯の準備があるので既に下校した可能性がある。

　そうなると──

「よし、紗さ雪ゆき先輩に決めた」

　黒髪の上級生に救助を要請しようと通話履歴を開いたその時、手の中のスマホがブルルと小さく震えた。

「メール？　瑞みず葉はから？」

　いつもの癖で無意識にメールを開封する。

『愛いとしの兄さんのためにサービス。撮りたてです』

「こ、これは──っ!?」

　画面に表示されたのは一枚の写真だった。

　自分の胸の谷間を上アングルから撮った素晴らしい写真だった。

　自身の魅力を熟知した確かな自撮り技術により生まれたその画像は慧けい輝きの視線を釘くぎ付づけにし、サービスカットを脳裏に焼き付けた瞬間、あっけなく電源が落ちた。

「あああああああっ!?」

　最後の生命線が断たれた瞬間だった。







　倉庫に閉じ込められて一時間が経過した。

「……誰もこないね」

「……まあ、こんなところに用がある人とかいないよな」

　何度か外に向けて助けを呼んでみたが反応はなかった。使われなくなった物ばかりを集めた倉庫だけあって、一般生徒はまず寄りつかないのだ。

　ふたりは積まれたマットに背中を預けて座り込み、体力を温存しつつ救助を待っていた。

「一応、生徒会室に彩あや乃のさんの荷物があるから。誰かが気づいて、きてくれると思うけど」

「現状、それに期待するしかないな」

　閉じ込められたというのに比較的落ち着いていられるのは希望が残っているからだ。

　こうして待っていれば彩乃が帰らないことを不審に思った他の役員が助けにきてくれるだろう。

「それにしても暑いね」

「この倉庫、風通しが悪いからな」

　風通しを改善できるほどの窓があるならとっくにそこから脱出している。

　夏休みが終わったといっても夏自体はまだまだ継続中。

　密閉された空間の中、徐々に上昇していく気温に汗が流れる。

「…………」

「…………」

　それから、どれくらい時間が経たっただろう。

　ひたすら救助を待つものの、なかなか助けはこなかった。

　そんな中、慧輝のシャツを彩乃がきゅっとつまんだ。

「藤ふじ本もとさん？」

「あ……ご、ごめんなさい」

「いや。いいよ、このままで」

　考えてみれば、この状況で不安にならないはずがない。

　男の慧けい輝きでもそうなのだから、女の子ならなおさらだ。

「大丈夫。助けはくるよ」

「……うん。ありがと」

「そうだ。なにか話そう。なんでもいいからさ」

　黙っていると気が滅め入いりそうになるので、会話を絶やさないようにそんな提案をしてみる。

　すると彼女がおずおずと口を開いた。

「じゃあ、質問してもいい？」

「お、いいぞ」

「今日のパンツの色は何色ですか？」

「セクハラか！」

「ちなみに、今日の彩あや乃のさんのパンツは黒です」

「意外とセクシー路線なんだな……」

　まさかのセクハラ発言から始まった会話だが、とりとめのない話をするうちに、彩乃の表情が明るくなったので意味はあったのだと思う。

　あまり口数の多くない彩乃が慧輝のことを知りたがり、自分のことも教えてくれた。

　おかげで、今まで知らなかった彼女のことをたくさん知ることができた。

「──それでね、彩乃さんは引っ込み思案だったから、友達もいなくて。勉強ばかりしてて。そんな自分を変えたくて生徒会に入ったの」

「へえ」

　生徒会に入った動機には少し驚いた。

　確かに、物静かな彼女は自分から前に立つようなタイプではないのかもしれない。

「藤ふじ本もとさんはすごいな。俺だったら苦手なことからは逃げようとすると思う」

「……そうかな。自分じゃ、よくわからないけど」

「長なが瀬せさんにも慕われてるみたいだし、他の役員とも仲がいいんだろ？　それって藤本さんが頑張ってる証拠だと思う」

　慧輝は彩乃が真剣に生徒会の仕事に取り組んでいるのを知っている。

　周囲の人もそれをわかってるから彼女を慕うのだ。

「…………」

　ふと横を向くと、彩乃がじっと慧輝のことを見つめていた。

「藤本さん？」

「……あ、ううん。なんでもないっ」

　なぜか慌てたようにぱたぱたと手を振る同級生。

　彼女の顔は、小窓から差し込む夕ゆう陽ひの中でもわかるほど赤かった。

「顔が赤いけど、もしかして体調が悪いとか？」

　前髪をかき分け、彼女の額ひたいに手を当てる。

　露あらわになったふたつの目が驚いたように見開かれた。

「き、桐生きりゆう君!?　なにして……っ!?」

「なにって、ちょっと体温を──あ、やっぱり熱があるんじゃないか？」

「…………」

　顔を真っ赤にした彩あや乃のがぼうっとした表情で見つめてくる。

　その瞳は微かすかに潤んでいて、やはりどこか熱っぽい。

「……そんなことされたら、我慢できない……」

「へ？」

「いいよね。だってこれは、桐生君のせいだから……」

　意味不明なことを口にして彩乃が抱きついてくる。

　背中に手を回し、密着したかと思うと、その鼻先を慧けい輝きの胸部へと押しつけてきた。

「ああ、すごい……すごくいい匂い。ハァハァ」

「あれっ!?　なんでこうなるの!?」

「密閉されて、ただでさえ蒸し暑くて匂いが充満してるのに、桐生君のほうからボディタッチなんかするから。大好きな桐生君の体臭を前にして、もう我慢なんてできませんっ」

「俺ってそんなに匂ってる!?」

　どうやら顔が赤かったのは慧輝の匂いに興奮していたかららしい。

　彼女の額にふれたのがきっかけとなり、抑圧していた欲望が解き放はなたれたようだ。

「はぁ……はぁ……桐生君……」

「ふ、藤ふじ本もとさん……？」

「桐生君の……ちょっと硬くなってきた」

「ちょっと待ってどこさわってんの!?」







　──以上、長かった回想終了。

　そんなわけで桐生君は現在、校舎裏の倉庫の中で変態に襲われている最中だった。

　何がやばいって、施錠された倉庫内では本気で逃げ場がないことである。

「桐生君っ、桐生君っ」

　目の前には体を押しつけてハァハァする彩乃。
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「藤ふじ本もとさん待って!?　おっぱいが！　おっぱいが当たって大変なことになってる！」

　彼女が身じろぎするたびにムニムニと当たるおっぱい。

　柔らかい中にも確かに弾力がある、その極上の感触が理性を削っていく。

「──あぁ、ダメっ、もう我慢できないっ！　桐生きりゆう君のパンツを嗅かがせてっ！」

「うわあああああっ!?　ズボンに手をかけるなあああっ!?」

　女の子にズボンを脱がされそうになり必死の抵抗を試みる。

　このままでは未来の恋人に捧ささげるため、大切に護まもってきた貞操が奪われてしまう。

　密室で同級生の女子に辱はずかしめられる直前──

　大きな音を立てて倉庫の引き戸が開いた。

　そこに立っていた人物は中の状況を目の当たりにして華きや奢しやな肩を震わせた。

「な……ななな、なにしてるんですか!?」

　救世主は生徒会会計の長なが瀬せ愛あい梨りその人だった。

　彼女が興奮するのも無理はない。

　倉庫の中にいたのはトランクスを丸出しにした男子生徒と、顔を真っ赤にして男子の股こ間かんに顔を埋うずめている女子生徒。

　しかも、ふたりとも汗だくで。

　控えめに言って、どう見ても〝そういう行為〟の真っ最中だった。

「いつまで経たっても戻ってこないから様子を見にきてみれば、神聖な学校でなんてことしてるんですか!?」

「誤解！」

「この状況でよくそんなことが言えますね！　藤ふじ本もと先輩にそんな汚らわしいものを咥くわえさせるなんて信じられない！　これだから男子は！」

「咥えさせたりなんかしてないからな!?」

　むしろ襲われたのは慧けい輝きのほうだ。

　誤解を解きたかったが、興奮した愛あい梨りが聞く耳を持ってくれなかったため、彩あや乃のに説明してもらってようやく納得してもらった。

「……ああ、そういえば副会長はそうした性癖をお持ちでしたね」

　そんなことを言っていたあたり、彩乃の性癖は生徒会役員の間では周知の事実らしい。

　ともあれ大切な貞操は無事に護まもられ、倉庫から出ることもできた。

「ありがとう。長なが瀬せさんのおかげで助かったよ」

「気安く呼ばないでください。お礼もいらないです。別にあなたを助けにきたわけじゃないですから」

「いや、それでも感謝させてほしい。長瀬さんがこなかったら俺の大事な貞操が大変なことになっていた」

「ハレンチなこと言わないで！　ほんとにもう、これだから男子は！」

　彼女が言う「これだから男子は」という言葉は、どうやら口癖のようだ。

　口では攻撃的なことを言いつつも、なんだかんだ心配して様子を見にきてくれたのだから彩乃の言う通り悪い子ではないのだろう。そう考えると、彼女の毒舌もツンデレのように思えてきて、ちょっと可愛かわいく感じるから不思議だ。

「副会長も、こっちの仕事は終わったので今日はもうお開きですよ！」

　そう言い残し、さっさと先にいってしまった愛梨を追って慧輝達も校舎に向かう。

「桐生きりゆう君？　どうしてそんなに距離を取るの？」

「自分の胸に手を当てて考えてみてくれ」

「……ごめんなさい。ちょっと我を忘れてしまいました」

「ちょっと……？」

　アレがちょっとなら、全開になった彼女はどうなってしまうのだろう？

「でも、彩乃さんは少し楽しかったかも。桐生君の匂いも堪たん能のうできたし」

「俺はトラウマリストにまた新しい項目が追加されたよ……」

　口の中に脱ぎたてパンツを詰め込まれたり、知らないうちにＢＬ漫画のモデルにされていたり、女子にズボンを脱がされそうになったり、シンデレラのラブレターを見つけて以来、トラウマには事欠かない人生を送っている気がする。

「桐生きりゆう君、バイトに興味ある？」

「バイト？」

「住み込みで彩あや乃のさんの抱き枕まくらになるだけの簡単なお仕事」

「お断りします」

「残念……でも、いつか絶対に桐生君のパンツを手に入れてみせる」

「それは諦あきらめてほしいかな」

「彩乃さんは諦めない。桐生君のパンツも…………もしかしたら、桐生君本人も」

「ん？　桐生君がなんだって？」

「ないでもない。……ふふっ」

　どうしてかご機嫌な様子の副会長様。

　とりあえず、藤ふじ本もとさんは桐生君のパンツを諦める気はないみたいです。







　翌日の放課後、慧けい輝きが部室棟に足を運ぶと、部室の前に見覚えのあるツインテールの女の子の姿があった。

「あれって、長なが瀬せさんだよな？」

　フルネームを長瀬愛あい梨り。

　昨日、生徒会室で少しだけ話をした一年生の後輩だ。

　そんな彼女は部室の前でウロウロとしたり、恥ずかしそうにモジモジしたり、不審な挙動を見せている。

「長瀬さん？」

「ひゃいっ!?」

　いきなり声をかけられ、ビクリと肩を震わせる愛梨。

「おお、そんなに驚かれるとは思わなかった」

「あ、桐生先輩……」

「どうしたんだ？　書道部になにか用か？」

「あ、いえ。書道部ではなくてですね。その……あなたに用があってきたんです」

「俺に？」

「はい、桐生先輩に」

　そう口にして、愛梨は落ち着かない様子で上目遣いに慧輝を見る。

　攻撃的だった昨日とはまるで違う雰囲気。

　どこか甘酸っぱい空気が、なんだか告白シーンみたいで緊張してしまう。

「あ、あのっ、昨日はすみませんでした！」

「……え？」

　いきなり頭を下げられてしまった。

　唐突すぎる展開についていけない。

「えっと……よくわからないんだけど、どういうこと？」

「桐生きりゆう先輩は生徒会の仕事を手伝いにきてくれたのに、失礼な態度を取ってしまったなと家に帰ってから猛烈に反省しまして。今日はその謝罪と、手伝っていただいたことへのお礼を言いに参りました」

「あ、そうなんだ」

「はい、昨日はありがとうございました」

　ふわりと柔らかい笑みを浮かべる後輩。

（なんだ。やっぱり、根はいい子なんだな）

　少し真面目まじめすぎるというか頭の固いところがあるようだが、きちんと自分の非を認めて謝罪ができるあたり誠実な人柄なのは確かだ。

　もしかしたら、昨日はたまたま虫の居所が悪かっただけなのかもしれない。

「どういたしまして。そんなふうに素直に謝れるのは偉いと思うよ」

　この後輩のことが可愛かわいく思えて、つい妹にする感覚で愛あい梨りの頭を撫なでてしまった。

　唯ゆい花かより少し高いくらいの小柄な身長のため、ちょうど撫でやすい位置に頭があったのも原因かもしれない。

「…………はわ」

「はわ？」

「うきゃああああああああああああああっ!?」

　頭を撫でられた直後、悲鳴をあげた愛梨が猫のような瞬発力で距離を取った。

　顔を真っ赤にした彼女は親の仇かたきを見るような目で不届き者を睨にらむ。

「いきなりなにをするんですか!?」

「なにって、頭を撫でたんだけど」

「意味わかんないです！　ちょっと謝ったりお礼を言っただけなのに調子に乗らないでください！　女の子に気安くさわるなんて信じられない！　これだから男子は！」

「あ、あれー？」

　なんだろう。この展開は激しく既視感がある。

　具体的には、昨日の放課後に生徒会室で体験した状況とまったく同じような……

「やはり書道部でハーレムを作ってる女たらしという噂うわさは本当のようですね！　こうなったら仕事を手伝ってくれた恩人とか、副会長と親しい人だとか関係ありません！　桐生先輩！　あなたは私の敵！　ひいては全ての女の敵です！」

「えええ……」

　ビシッと指をさされ、予想外の展開に戸惑う女の敵。

「いや、だから俺はハーレムなんて作ってないし、女たらしでもヤリチンでもないんだってば」

「もう事の真偽はどうでもいいです。ただ、あなたに頭を撫なでられたことは事実。この怒り、この屈辱はあなたをこらしめなければ気が済みません！」

「こらしめるって、どうやって？」

「そ、それは……これから検討します！」

「えー……」

　どうやら何も考えていなかったらしい。

「とにかく！　なにかいい案を考えてくるので首を洗って待っていなさい！　……とりあえず今日のところはこれで帰ることにします。では」

　そうして亜麻色のツインテールを揺らしながら彼女は去っていった。

「……なんだったんだ？」

　よくわからないが、また面倒な女の子に目をつけられてしまったらしい。

　彩あや乃のといい愛あい梨りといい、この学校の生徒会はまともな人間がいないのだろうか？

　またくるような不吉なことを言っていたし、先が思いやられる。

　書道部の変態娘達だけでも持て余しているのに、これ以上の面倒事は勘弁してほしい。

　切実に「何事もありませんように」と願って、慧けい輝きは部室のドアを開けた。





　　　　　　◇






　それは九月に入ったばかりの、とある平日の昼休み。

　図書委員の当番に当たり図書室に向かっていた慧輝は、中庭のベンチでイチャイチャしている翔しよう馬まと小こ春はるの姿を発見した。

　小春が翔馬に鳥の唐揚げを〝あーん〟している、非常に気まずい現場だった。

　見なかったことにしようとしたのだが、顔を背ける前に小春と目が合ってしまう。

「……あ、小春先輩が赤くなった」

　赤くなる小さな先輩がとにかく可愛かわいい。

　小春は照れたように慧輝に向かって手を振ると、また〝あーん〟を再開する。

「あ、再開するんだ」

　翔馬は未いまだに友達以上恋人未満の関係だと言い張っているが、第三者が見れば完全にカップルだ。

　実際、クラスの中でも翔馬がロリっ子と付き合っているという噂うわさが流れ始めている。

　聞くところによるとふたりの交際は順調にいっているらしい。

　休日にデートしたり、学校でお弁当を食べさせあったり──

　それは慧けい輝きが憧あこがれる普通の恋愛そのものだった。

「……なんか、やっぱり羨うらやましいな」

　シンデレラの正体が露出狂の変態娘だったことが悔やまれる。

　それさえなければ理想のヒロインだったかもしれないのに。

「俺はただ、普通の恋ができればそれでいいんだけどな……」

　周囲の親しい異性は軒並み変態で、慧輝のことを奴隷や飼い主にしたいと思っているクレイジーな女子ばかり。

　桐生きりゆう慧輝のラブコメが始まるのは、まだまだ遠い先の未来なのかもしれない。







　その日の放課後。書道部の部室にて。

　椅い子すに座り、テーブルに突っ伏した慧輝は深い溜ため息いきをついた。

「……はぁ」

「どうしたの、兄さん？　溜息なんてついて」

　どことなく覇気のない兄に、隣に座る瑞みず葉はが尋ねる。

「ちょっとな。昼休みに中庭でイチャイチャしてるカップルを見ちゃってさ。俺も恋愛したいなぁって思ってただけ」

「そんなの、わたしを兄さんの彼女にしてくれればすぐに叶かなうよ？」

「俺は普通の女の子と、普通の恋がしたいんだ」

「普通の恋って、たとえば？」

「そりゃ、あれだ。たとえば彼女に膝ひざ枕まくらしてもらったり」

「膝枕ならしてあげたことあるよね？」

「手料理を作ってくれたり」

「毎日、作ってるよね？」

「あとはほら、いい感じの雰囲気になった時にキスとかしちゃったりさ」

「それも済ませちゃったよね？」

「あれっ？」

　思い返してみると、慧輝と瑞葉の間には多数のラブコメイベントが発生していた。

（なんで俺、妹とひと通りの恋人プレイを網羅しちゃってるんだろう……）

　実際のところ、桐生瑞葉は慧輝の理想に限りなく近い女の子だ。

　文句なしの美少女で家事万能。

　優しくて包容力もあり、何気に胸が大きいところもポイントが高い。

　妹なのに血が繋つながっておらず、何より慧輝に対して恋心を抱いている。

　これで露出趣味さえなければ完かん璧ぺきな女の子だったのに……

「ちなみにだけど。仮に俺と恋人どうしになったとしたら、瑞みず葉ははどんなことがしたいんだ？」

「個人的には兄さんの部屋でストリップショーがしたいかな。兄さんに見られながら少しずつ服を脱いでいく自分を想像したら……きゃっ♪」

「そういうとこ！　そういうところが普通じゃないって言ってるの！」

　パンツを落としたシンデレラとして三ヶ月もの間その正体を隠し、冴さえない王子様を翻ほん弄ろうし続けた女の子は露出狂の変態娘だった。

　深夜に兄が眠る部屋に侵入して全裸になったこともあるという。

　可愛かわいい顔して、この子もかなりのド変態なのだ。

「まったく、どうして俺の周りには普通の女の子がいないのか……」

　ちなみに普通じゃない女子の代表格である他の部員達はまだきていない。

　今は慧けい輝きと瑞葉のふたりきりだ。

「そういえば瑞葉は、どうして急に書道部に入部したんだ？」

「んー、……内緒」

「え、なんで？」

「なんでも。……まあ、好きな人ともっと一緒にいたいっていうのはあるかも？」

「う……そういう不意打ちはずるいと思う」

　ただでさえ義妹と発覚してから距離感が掴つかみづらくなっているのだから、これ以上こちらの心を揺らすのは勘弁してほしい。

　変態とはいえ、好意を向けてくる女の子を意識するなというほうが無理なのだ。

　そうこうしているうちに部長の紗さ雪ゆきを始め、唯ゆい花かと真ま緒おが続々と部室に顔を出した。

　現在の書道部の部員数は五人。

　初めはふたりだけだった書道部も立派になったものだ。

「──全員、集まったわね」

　部員がそれぞれの席に着いたタイミングで、皆の前に立った紗雪がそう切り出す。

　どうやら本日は重要なミーティングがあるそうだが、内容を知らされていない部員達は一様に困惑気味だ。

「先日、瑞葉さんが入部したことで書道部の部員は五名となりました。せっかく部員が増えたことだし、メンバーの団結力を高めるためにイベントを行いたいと思います」

「イベント？」

　部員達が首を傾かしげる中、黒髪の上級生が高らかに宣言する。




「我が書道部は、今週末に合宿をします！」
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「夏だ！　海だ！　合宿だああああああっ!!」

「桐生きりゆう、うるさい」

「兄さん、また皆の水着が見られるって楽しみにしてたから」

　早朝に街を出発し、電車を乗り継ぎ、バスに揺られて移動すること三時間。書道部のメンバー五人は、小こ春はるの実家である鳳おおとり家が保有するプライベートビーチを訪れていた。

　既に九月に入っているとはいえ残暑の影響で気温は真夏並み。

　女の子達の私服もまだまだ夏仕様だ。

　紗さ雪ゆきはブラウスに薄地のロングスカート姿で、唯ゆい花かは白のワンピース。

　真ま緒おは半はん袖そでのシャツに短パンというボーイッシュな格かつ好こうで。

　瑞みず葉はは動きやすそうなカーゴパンツを穿はいている。

　慧けい輝きはといえば無難にジーパンを着用し、唯一の男子ということで自分の荷物とは別に食材の詰まったクーラーボックスを持っていた。

「慧輝先輩、別荘ですよ！　本当に別荘があります！」

「おお、本当だ！　ブルジョワっぽい！」

　唯花が指差す方向には確かに立派な建物が鎮座していた。

　今日はこの別荘に宿泊し、明日の日曜日に帰る予定になっている。

「うーん……きわどい水着を着た男達はいないか……」

「プライベートビーチだからね」

「誰もいなくていいじゃないですか！　貸し切りですよ！」

　真緒が腐ったことを言って、瑞葉が冷静にツッコミを入れ、唯花がはしゃいだ声を出す。

　海を前にして彼女達のテンションも上がっているようだ。

　そんな中、慧輝は合宿の主催者である紗雪に声をかけた。

「それにしても、よくタダで別荘なんて借りられましたね」

「鳳さんのおかげね。プールでイベントに参加してくれたお礼だそうよ」

「ああ、あの時の小春先輩、本当に困ってましたからね」

　紗雪が書道部で合宿をしたいという話を小春にしたら、プールの際にお世話になったお礼にとタダで貸してくれることになったらしい。

「鳳さんとはメル友になったしね」

「いつの間にそんなに仲良くなったんですか」

「でも鳳さんって、基本的に秋あき山やま君の話しかしないから正直うんざりなのよね。私、ぜんぜん興味ないのにあのイケメン君のことが詳しくなってしまったわ」

「奇遇ですね。俺もですよ」

　小こ春はるが定期的に恋の経過報告をしてくるため、翔しよう馬まに関する知りたくもない知識が蓄積されていくのだ。

「さ、とりあえず荷物を下ろしましょうか」

「「「「はーい」」」」

　部長の指示で移動を開始。

　ビーチの近くに建てられた別荘は一般的な住宅と変わらない大きさを有していた。

　庭はもちろん、海に臨むバルコニーまで完備されている。

　小春に借りた鍵で紗さ雪ゆきがドアを開け、中に入る。

　木の香りが心地よい室内。

　広々としたリビングは吹き抜けとなっており、開放的な空間が広がっている。

「おお、中もかなり広いな」

「綺き麗れいだね。埃ほこりも落ちてない」

　瑞みず葉はの言う通り、室内は掃除が行き届いてピカピカだった。

「管理人が定期的にメンテナンスしてくれているそうよ」

「管理人って……鳳おおとり家の財力、おそるべしだな」

　小春の家が金持ちというのは知っていたが、別荘とかプライベートビーチとか、庶民の慧けい輝きには及びもつかない世界だ。

「まずは部屋割りを決めましょう」

　この建物の寝室は三つ。全て二階にあるそうだ。

　そして、それぞれの部屋にベッドがふたつあるらしい。

「私はもちろん慧輝君と同室ね」

「ありえないでしょ。なにがもちろんなんですか」

　紗雪がおかしな提案をしてきたがもちろん却下。

　話し合いの末、唯一の男子である慧輝が一部屋。

　真ま緒おと瑞葉、紗雪と唯ゆい花かが同じ部屋になった。

「瑞葉と南なん条じようが同室か……おい南条、同室だからって瑞葉にＢＬ本を与えるのはやめろよ？　瑞葉の成長に悪影響を及ぼすからな」

「桐生きりゆうはなんなの？　瑞葉のママなの？」

「南条の趣味が可愛かわいい妹に伝染しないか心配なだけだ」

　露出趣味に腐女子属性まで加わったら一大事だし。

　妹の将来を案じる兄の横で、こちらも部屋割りに不満があるのか唯花がジト目で紗雪を見ていた。

「魔女先輩と同室とか、身の危険を感じるんですけど……」

「あら、私は慧けい輝き君ひとすじだから安心よ？」

「唯ゆい花かにバニー衣装とかメイド服を着せた人がどの口で言うんですか」

「バニー衣装？」

　日常会話ではめったに耳にしない単語に瑞みず葉はが首を傾かしげる。

「あら、瑞葉さん興味ある？　前に古こ賀がさんに着てもらったことがあるのよ。あとで写真を見せてあげるわ」

「それは興味深いです」

「やめてくださいよ!?」

　そんなこんなで部屋が決まり、それぞれの部屋に荷物を運び込む。

　クーラーボックスはキッチンに移し、食材を冷蔵庫の中に仕し舞まい込んだ。

　宿泊の準備を終えた五人が再びリビングに戻った時、時刻は十時を回っていた。

「それじゃ、さっそく合宿を始めましょうか」

「まずはなにをするんですか？」

「ふふん、愚問ね。目の前に海があるのだから遊ぶに決まってるでしょ！」

　到着早々、海を満喫する気満々の紗さ雪ゆきである。

「というわけで、各自水着に着替えてからビーチに集合よ！」

「「「「はーい！」」」」

　反対する部員はもちろんいなかった。







　女子とは違い、男子の着替えは一瞬で終わる。

　割り当てられた部屋で全裸になり、海パンを装着して準備を整えた慧輝は荷物の中にタオルがないことに気がついた。

「あ、タオル忘れた……脱衣所から一枚借りるか」

　海パン姿で部屋を出て、階段を下りて一階へ。

　他の皆はまだ着替え終わっていないらしく、リビングに人の気配はない。

　廊下を進んだ慧輝は、その一番奥にある脱衣所のドアを開け放はなった。

「…………ふぇっ？」

　それは果たして誰の声だったのだろう？

　広々とした脱衣所には、服を脱いで下着姿になった四人の女子部員達がいて。

　男子の乱入に、彼女達は一様に固まっていた。

　それはもうたいへん素晴らしい光景で。

　紗雪の豊かな胸とか。

　唯花の小振りなお尻とか。

　真ま緒おの引き締まった太ももとか。

　瑞みず葉はの腰のくびれのラインとか。

　本当にたいへん素晴らしいのだが、このままじっくりと楽しむわけにはいかない。

「あ、いや……女子も部屋で着替えてるものだと思って……」

　覗のぞき魔がそんな言い訳を口にした瞬間、

「「「「きゃあああああああああああああっ!!」」」」

　海辺の別荘に、四人分の女子の悲鳴が響き渡った。







　古今東西、覗きを働いた者に対する世間の目は冷たい。

　それはこの書道部内でも例外ではなく、女子の着替えに乱入した罪人にはそれなりの罰が与えられていた。

「……いいなー。みんな楽しそうだなー」

　首から『僕は女子の着替えを覗きました』と書かれたプレートをぶらさげ、熱い砂浜に正座させられて、女子メンバーが楽しそうにビーチバレーをしている姿を延々と見せられるという罰ゲームである。

「書道部のメンバーは発育がいいからなー。胸が揺れること揺れること……」

　巨乳の紗さ雪ゆきに、着き痩やせするタイプの瑞葉、健康的なスタイルの真緒。

　唯ゆい花かだけはいろいろ小さいが、それがむしろ背徳的な魅力を生み出している。

　可愛かわいい女の子達の水着姿を独占できるのは嬉うれしいが、せっかく海にきたのに、このままずっとお預けをくらうのはさすがにつらい。

「あのぅ……そろそろ許してくれませんか？」

　楽しそうに遊ぶメンバーに向けて控えめに主張してみる。

　すると、ゲームを中断した彼女達がぞろぞろと集まってきた。

「慧けい輝き先輩、反省しましたか？」

「はい、とても反省しました」

「そのわりには視線が魔女先輩の胸元に集中してますけど？」

「…………」

　唯花に痛いところを突かれ、そっと視線を逸そらす。

「桐生きりゆうって本当にエロ魔人だね」

「兄さんはおっぱいソムリエだから」

「慧輝君のいやらしい視線に舐なめ回されて、個人的にはご褒美よ」

「魔女先輩、こんなところで発情しないでください」

　頬ほおを赤くしてモジモジし始めた上級生に唯花が冷たい目を向ける。

　こほんと咳せきばらいをした紗さ雪ゆきが気を取り直すように口を開く。

「私達四人で話し合ったのだけど、着替えを覗のぞいた慧けい輝き君への罰が決まったわ」

「あれ？　この正座って罰じゃなかったの？」

「正座くらいで許すわけないじゃない」

　そう言って黒髪の上級生がにやりと笑う。

「許してほしかったら、私達全員の要求を聞いてもらいましょうか？」

「……いちおう確認なんですけど、拒きよ否ひ権とかは？」

「ないわね」

「ですよねー」

　嫌な予感しかしないが覗きを働いた男子に拒否権はない。

　こうして慧輝は彼女達の危険な要求を呑のむことになった。




　【罰ゲーム１　朱と鷺き原はら紗雪の場合】




「じゃあ、私の背中に日焼け止めを塗ってもらえるかしら」

「え……？」

　大きなパラソルの下、レジャーシートの上にうつ伏せになった紗雪は、期待を込めた視線を送ってくる。

「ほら、早くして？」

「いや、でも……」

　ビキニのホックが外され、剥むき出だしになった背中とか。

　大きすぎて存在感が半端ない横乳とか。

　彼女の高校生離れした体は彼女いない歴＝年齢の慧輝には刺激が強すぎる。

「あら、どうしたのかしら？　プールの時はビキニを流された私を抱きしめてくれたのに」

「あれは必死だったからできたんですよ！」

「こんなことで恥ずかしがっていたらもたないわよ？　慧輝君が私の飼い主になったら毎日体を洗ってもらうんだから」

「洗わないし、飼い主にもならないから！」

「できないなら仕方ないわね。そのかわり、明日は額ひたいに『覗き魔』と書いて帰ってもらうことになるけれど」

「わかりましたよ！　やります！　やればいいんでしょ！」

　渡された容器からローションタイプの日焼け止めを手に取り、紗雪の横に膝ひざをつくと、おそるおそる背中にさわる。

「ひゃあんっ!?」
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「ちょっ、変な声出さないでくださいよ!?」

「ごめんなさい。予想外に冷たかったからつい」

「まったくもう……」

　そうして作業を再開するのだが、紗さ雪ゆきの吐息がやけに色っぽい。

「……んっ、はっ……んん……っ！　はぁはぁ……いいわ、慧けい輝き君。とても上手よ」

「そ、それはどうも……」

「ああっ、もっと！　もっとかけてちょうだい！　慧輝君のドロドロした白濁液を、もっと私にぶっかけてえ……っ！」

「ただの日焼け止めローションだからね!?」

　その後も、いろんな葛かつ藤とうと戦いながら慧輝は日焼け止めを塗っていくのだが、ローションを塗りこむたびに紗雪がいやらしい喘あえぎ声を出して作業を妨害する。

　そんなふたりの様子を、他の女子三人が冷めた目で見ていた。

「……あのさ、これっていろいろアウトじゃない？」

「音声だけ拾うと、完全にえっちなビデオの撮影会ですよね」

「兄さん、最低……」

　真ま緒おと唯ゆい花かと瑞みず葉はがそれぞれ率直な意見を口にする。

　紗雪の要求に従っているだけなのに、なぜか慧輝の好感度が一気に下がった。




　【罰ゲーム２　古こ賀が唯ゆい花かの場合】




「ほらほら、どうしたんですか慧けい輝き先輩？　唯花をつかまえてみてくださーい！」

「……ぜーはー……ぜーはー……くっ、さすがにコレは無理ゲーだろ……」

　唯花の要求はふたりきりで鬼ごっこをすることだった。

　ただし普通にやっては男子が圧勝するため、追いかけるほうの慧輝はハンデとして両手を後ろ手に縛られていた。

「海といえばこれですよね！　ホホホ、つかまえてごらんなさ～い！」

「ははは、こいつ～っ！　……ぜーはー……ぜーはー……」

　当然、両手を縛られた状態でまともに走れるはずもなく、唯花は余裕の笑顔で砂浜を逃げていく。

「あはっ。慧輝先輩、遅すぎますよぅ」

　しかも彼女はわざと立ち止まって挑発してくるのだ。

　届きそうと期待させ、あともう少しというところでひらりと躱かわす。

　弱者を弄もてあそぶ意地悪な手口。まさにドＳの本領発揮である。

　不利な状態で懸命に後輩を追いかけていたが、とうとう足が止まった。

「……はぁ……はぁ……」

「あれ、どうしたんですか？　もうギブアップなんですか？」

　真夏並みの太陽の下、不自然な体勢で走り回っていれば体力も底をつく。

　さんざん意地悪された慧輝は既に虫の息だ。

（……けど、後輩の女の子にコケにされたままでは男が廃る！）

　男には負けられない戦いというものがある。

　ただの意地だったとしても、他人にとってはくだらないことだとしても、決して譲れない、譲ってはいけない一線があるのだ。

「…………」

　一度だけ深呼吸をして、目の前に立つ金髪の少女を見つめる。

「？　慧輝先輩？」

「唯花ちゃんってさ、めちゃくちゃ可愛かわいいよな」

「ふぇっ!?」

　脈絡もなく、いきなり『可愛い』と言われた唯花が動揺する。

　ほんの一瞬だが、そのタイムラグは彼女にとって命取りだった。

「隙すきありいいいいいいっ!!」

「あっ!?　しまった!?」

　手を縛られた状態で必死に脚に力を込め、一気に距離を詰める。

　あとはもう手を伸ばせば触れられるところまできて──

（……あれ？　この状態で、どうやってつかまえたらいいんだ？）

　そもそも縛られた状態では手を伸ばせないことに気がついた。

　重要な局面で浮き彫りになった根本的な問題。

　しかし、今さら後戻りなどできない。

（──ええい、それならこのまま突っ込むまでよ！）

　どうせこの状態では他に打つ手がないのだ。

　両手を縛られた鬼は何も考えず、勢いのままに突っ込むことにした。

「うおおおおおおおおおっ!!」

「きゃあっ!?」

　捨て身の体当たりが決まり、慧けい輝きと唯ゆい花かのふたりは仲良く砂浜に倒れ込む。

「いたた……おろ？　なんだろう？　この、顔を包み込む柔らかい感触は……」

　倒れた慧輝の顔に当たっていたのはジャリジャリした砂のそれではなく、ぷにぷにとした柔らかい感触だった。

　というか、唯花の慎つつましい胸に顔面を思いきり埋うずめてしまっていた。

「あ……あ……」

　予想外のハプニングに金髪の後輩が声にならない声をあげ、

「慧輝先輩のバカあああああああああっ!!」

　渾こん身しんのビンタが炸さく裂れつして、ふたりきりの鬼ごっこは慧輝の勝利で幕を閉じた。

　一方、レジャーシートに座ってその様子を眺めていた紗さ雪ゆき達はといえば、

「慧輝君はアレかしら。いちいちラッキースケベなイベントを起こさないと気がすまないのかしら」

「覗のぞきの直後にコレとか、もうほとんど病気だよね」

「兄さん、最低……」

　息をするようにセクハラをかます男子部員に対し、それぞれ辛しん辣らつな言葉を贈ったのだった。




　【罰ゲーム３　南なん条じよう真ま緒おの場合】




「…………なあ、南条？」

「なに？　文句なら受け付けないからね」

「着替えを覗いたのは謝るし、悪いと思ってる。これが罰だというなら甘んじて受け入れようとも思う。思うんだけど……お前の要求は、いくらなんでもあんまりじゃないか？」

　慧けい輝きは現在、砂浜で四よつん這ばいになった状態で後ろに尻を突き出した、いわゆる『受け』の体勢を強いられていた。

「海パンを脱げって言わないだけ優しいと思うけど？」

「それは人として当然の配慮だろ！」

「あ、その悔しそうな表情いいわ～。これは筆が進みますわ～」

　木陰に座った真ま緒おの手にはスケッチブック。

　水着姿の腐女子が上機嫌で鉛筆を走らせていく。

「腐腐腐。浮かぶ、浮かぶわ！　ふたりきりで海に遊びにきたケーキと翔しよう斗と……最初は普通に海を満喫していたふたりだったのに、薄着のケーキに欲望を抑えきれなくなった翔斗がおもむろに水着を脱ぎ捨て、砂浜に組み敷いたケーキの穴に自らの肉棒をねじ込んでいく姿が目に浮かぶわ！」

「ごめん、そういうのは頭の中だけでやってもらえないかな？」

　具体的な情報が入ってくると嫌でも想像してしまうのが人間である。

　何が悲しくてイケメンにケツを掘られるシーンを脳内再生しなければならないのか。

「さあ、次はついに海の中でのシーンだからね！」

「まだやるの!?」

　そんな感じでＢＬ漫画のモデルを務めること約一時間。

「……うっ……うっ……汚された……俺、もうお婿にいけない……」

　全てが終わったあと、慧輝は砂浜で膝ひざを抱えて泣いた。

「海中プレイに着目するなんて、さすがは南なん条じようさんね。これは新刊が楽しみだわ」

「真緒先輩の新作、今からとっても楽しみです！」

「兄さん、ごめん。わたしもちょっと楽しみかも……」

　最後の妹の発言が激しく気になったが、腐女子に心を折られた兄はもう、何も言うことができなかった。




　【罰ゲーム４　桐生きりゆう瑞みず葉はの場合】




「それで、あの……瑞葉さんの要求はなんでしょうか？」

「そんなにビクビクしなくてもいいよ。兄さんに酷ひどいことはしないから」

「そ、そう？」

「そもそも、わたしはあんまり怒ってないしね。兄さんに見られるのは嫌じゃないし。むしろ、もっと見てほしいくらいだし」

「その発言に対して俺はなんて答えればいいんだろう……」

　妹に「わたしの下着姿を見てほしい」と言われた際の対処法を教えてほしい。

「でも、他の子の裸を見たのは怒ってるかな。兄さんには、わたし以外の女の子を見てほしくない」

「う、うん……？」

　なんだろう。なんだか雲行きが怪しくなってきたような……

「だから、ちょっとだけ意地悪してもいいよね？」

「意地悪？」

「褒めて？　わたしのこと、たくさん褒めて？　思いつく限り、兄さんがわたしのことをどう思ってるか聞かせて？」

　自身の要求を口にして、期待を込めた瞳で見つめてくる瑞みず葉は。

　予想外に恥ずかしい罰ゲームだが、どのみち慧けい輝きに逃げ場はない。

「えっと……瑞葉はすごく可愛かわいいと思います」

「うん」

「その水着もドキドキするくらい似合ってるし」

「うん」

「家庭的なところが素敵だと思うし」

「うん」

「それから──」

　瑞葉の要求通り、慧輝は彼女のことを片っ端から褒めていく。

（なんだこれ、すごく恥ずかしいんだけど……っ!?）

　他のメンバーの要求とは別のベクトルで恥ずかしい。

「……前々から思っていたけど、瑞葉さんって、もしかしてものすごい重度のブラコンなんじゃないかしら」

「というか、今の瑞葉先輩、ちょっとヤンデレ入ってませんか？」

「聞いてるこっちが恥ずかしいんだけど……」

　微妙な表情を浮かべた紗さ雪ゆき達に見守られながら三十分ほど褒めて褒めて褒めちぎると、瑞葉は満足げな笑顔で「許してあげる」と言った。

　こうして四人全員の要求を消化し、慧輝はようやく着替えを覗のぞいたことを許してもらったのだった。





　　　　　　◇






　そのあとは皆で海を満喫し、別荘に戻って軽めの昼食を食べたり、それぞれの作品作りに励んだりと思い思いに合宿を楽しんだ。

　夕食はバルコニーでバーキューをして皆で騒ぎながら食べた。

　普段とは違う環境での交流を通じ、部員達の結束も高まったように見えた。

　その夜。リビングのソファで皆が談笑していると、一度寝室に戻っていた紗さ雪ゆきが綺き麗れいな箱を持ってやってきた。

「今日はこんなものを持ってきてみたわ」

　そう言ってテーブルの上に置いた紙箱を開ける。

　中にはいかにも高級そうなチョコレートが入っていた。

「すごく高そうなチョコだけど……どうしたんですか、これ？」

「お父さんの仕事のお得意さんが持ってきてくれたのよ。お父さんは甘い物が苦手だから貰もらってきちゃったわ。皆で食べましょう」

　紗雪の言葉に、気配り屋さんの瑞みず葉はが席を立つ。

「わたし、お茶を淹いれてくるね」

「あ、瑞葉先輩。唯ゆい花かも手伝います」

「ありがと。お願いできるかな」

　ふたりが仲良くキッチンに向かい、しばらくして人数分の紅茶が用意された。

　瑞葉が再び兄の隣に座り、唯花も真ま緒おの横に腰掛ける。

「それじゃ、いただきましょうか」

　一口サイズの高級チョコを全員同時に口に入れる。

「……あ、これは美お味いしい。甘すぎなくていい感じ」

　まず瑞葉がそう言って、

「本当に美味しいですね。なんだか大人の味って感じです」

　唯花が笑顔で感想を口にする。

「ふむ、これはなかなか……。ちょっと不思議な香りがするけど」

　独特の風味に真緒が首を傾かしげ、

「というか……このチョコ、もしかしてお酒が入ってませんか？」

　慧けい輝きが疑問を述べると、

「あら、このチョコレート、ウイスキーボンボンって書いてあるわね」

　紗雪が不思議な香りの正体を口走った。

「ウイスキーボンボンって、未成年が食べても大丈夫なんですか？」

「まあ、大丈夫でしょう。洋菓子にブランデーが入ってるのなんて普通だし。これくらいで酔ったりなんかしないわ」

「それもそうか」

　お酒が入っているとはいえこれはお菓子。

　日本料理にだってお酒を使ったりするし問題はないだろう。

　高級品なだけあって本当に美味だったため、メンバー全員が次々とチョコを口に入れ、アルコール入りの洋菓子はどんどん数を減らしていった。

「そういえば、紗さ雪ゆき先輩？」

「なにかしら、慧けい輝き君？」

「今さらですけど、どうして急に合宿なんて言い出したんですか？」

「先日も言ったけど、書道部は古こ賀がさんと南なん条じようさん、それから瑞みず葉はさんも加わって部活らしくなったわ。部員が増えたのだから、合宿で団結力を深めることは必要よ」

「なるほど、確かに。──それで本音は？」

「この機会に私のペットとしての魅力を慧輝君に知ってもらおうと思って」

「そんなことだろうと思った」

　要は、合宿を利用して慧輝を攻略しようと企たくらんでいたらしい。

「ふぅん？　魔女先輩は、まだ慧輝先輩を諦あきらめてないんですね」

「それは古賀さんも同じでしょう？」

「当然です。慧輝先輩は誰にも渡す気はありませんから」

「俺は飼い主にも奴隷にもなる気はないけどな」

　そこは大事なところなのでいちおう主張していく。

　と、紗雪を相手に攻撃的な姿勢を見せていた唯ゆい花かがふっと口元を緩める。

「でも、合宿を企画してくれたのはありがとうございます。こういうのは初めてだったので、とても楽しかったです」

「な、なによ急に……」

　珍しく素直な唯花に紗雪がたじろぐ。

「唯花の言う通りだね。あたしも楽しかったし」

「そりゃ南条は楽しかっただろうよ。あれだけ俺に変なポーズをさせたんだからな」

「あはは。アレはいろいろ酷ひどかったですね」

　慧輝の恥ずかしい姿を思い出して唯花が笑う。

「瑞葉はどうだった？」

「──え？」

　隣の瑞葉に尋ねると、彼女は呆ほうけた声をあげ、思い出したように微笑ほほえむ。

「あ、うん。わたしも楽しかったよ」

「…………」

　なんだろう。彼女の笑顔に、微かすかな違和感を覚えた。

　なぜだか慧輝には、この時の瑞葉が無理をして笑ったように見えたのだ。

（気のせいか……？）

　結局、その違和感の原因はわからずじまい。

　そのあとは特に何事もなく、時間がゆっくりと流れていく。

　これまで何度か遊びに出掛けたりして、気心の知れた仲になっていたメンバー達はお喋しやべりに花を咲かせた。

　そして、残りのチョコが少なくなってきた頃──最初の異変が始まった。

「……ひっく……」

「瑞みず葉は？」

「えへへ。兄さぁん……」

　瑞葉が急に兄へと寄りかかり、甘えるような声を出したのだ。

「ね、兄さん？　頭、撫なでて？　うちでしてるみたいに」

「はい？　いやでも、ここはうちじゃないんだけど……」

「ダメぇ？」

「う……」

　他の女子達の視線が気になるが、妹に甘えられるとどうにも弱い。

「……まぁ、いいか。ほら」

　シスコン扱いはいつものことなので瑞葉の要求通り、頭を優しく撫でてやる。

「えへへ」

　妹は嬉うれしそうに目を細めてご満悦だ。

　人前だというのに全力でイチャイチャし始めた兄妹を見て真ま緒おが反応する。

「あ、それいいなー。あたしにもしてぇ？」

「は？　なに言ってるんだ南なん条じよう？　お前、そういうキャラじゃないだろ」

「キャラってなにさー。あたしだって甘えたくなる時くらいあるんだからね？」

　自分の席を立ち、瑞葉の反対側に座った真緒がずいっと頭を突き出してくる。

「ほらぁ、あたしのことも撫でてよ～？」

「ええっ？」

　この違和感はなんだろう？

　瑞葉はともかく、真緒がこんなふうに甘えてくることなんて今までなかった。

　しかも異変はそれだけに留とどまらず──

「じゃあ、真緒先輩の次は唯ゆい花かですね～」

「いいえ、私よぅ。私が可愛かわいがってもらうの～」

　真緒に続いて、唯花と紗さ雪ゆきまでもがそんなことを言い出す。

　それはどこか呂ろ律れつが回っていないような、ふわふわとした喋り方で。

「……というか、みんな顔が赤くないか？」

　思わずテーブルの上の箱に視線をやると、たくさんあったはずのチョコレートがもう数えるほどしか残っていなかった。

　慧けい輝きの中で、酷ひどく嫌な予感が駆けめぐる。
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「まさかお前ら…………酔ってるのか？」




「「「「酔ってましぇーん！」」」」




「これ絶対、酔ってるやつだ！」

　紗さ雪ゆきが持ち込んだウイスキーボンボンにより女子全員が酔っ払ってしまったらしい。

　お菓子と思って侮るなかれ。

　少量だろうとアルコールはアルコール。酔う時は酔うのだ。

「むぅ……桐生きりゆう、撫なでてくれないならパンツを脱いでよ？」

「はあ!?」

「鈍感。パンツを脱いで、アンタの男根を模写させろって言ってんのっ」

「またこのパターン!?」

　アルコールで頬ほおを火ほ照てらせた真ま緒おが下半身に迫る。

「よいではないか～、よいではないか～」

「いやああああああああああああっ!?」

　暴漢に襲われた乙女のような悲鳴をあげ、必死に抵抗するも徐々にズボンが脱がされていき、崖がけから突き落とされたような絶望的な気持ちに苛さいなまれる。

「待ってください、真ま緒お先輩」

「ゆ、唯ゆい花かちゃん？」

「慧けい輝き先輩のパンツを脱がせたいなら、まず真緒先輩がパンツを差し出すべきです」

「唯花ちゃん、なに言ってんの!?」

「なるほど、一理あるかもしんない」

「お前もなに言ってんの!?」

　唯花の問題発言に真面目まじめな顔で頷うなずく腐女子。

「それならいっそ、皆でパンツを脱ぐというのはどうかしら？」

「ちょっ!?」

　頭が沸いているとしか思えない会話が飛び交う中、紗さ雪ゆきが更なる爆弾を投下する。

「魔女先輩、ナイスアイデアです！　慧輝先輩は女の子のパンツが大好きですもんね？　前に唯花の部屋でパンツを漁あさってたんですから」

「へー、桐生きりゆうってば、そんなに女子のパンツに興味あるんだ？」

「うふふ。慧輝君ったら、本当にえっちなんだから」

「兄さんがそんなにパンツを愛してるなら、妹としては脱ぐしかないよね？」

　壮絶すぎる展開に呆ぼう然ぜんと立ち尽くす男子の前で、真緒と瑞みず葉はがそれぞれ短パンとカーゴパンツを脱ぎ捨てた。

　スカートの紗雪やワンピースの唯花と違い、そうしないとパンツが脱げないからだ。

「ちょっ、待っ!?」

　制止の声もむなしく、彼女達は一斉に自身の下着に手をかける。

　そして──躊ちゆう躇ちよなく自らのパンツを剥はぎ取とった。

　紗雪のパンツは淡い桃色で、唯花は涼しげな水色。

　真緒は大人っぽい紫で、瑞葉のパンツは優しい緑。

　四人の女の子が脱いだばかりのパンツを差し出して、恥ずかしそうな、けれど何かを期待するような視線を唯一の男子に向ける。




「──ね？　慧輝君は、誰のパンツが欲しいの？」




　黒髪の上級生が放はなったのは、とろけるように甘い声。

　目の前に並ぶ色とりどりのショーツ。複数の女子がひとりの男子に自分のパンツを差し出すという、あまりに現実離れした光景。

　それを目の当たりにした慧輝が抱いたのは純粋な恐怖の感情で、

「僕にはどれも選べません……っ！」

　本能的に危険を察知した草食系男子はその場から逃走した。







　リビングから脱走した慧けい輝きが向かったのは建物の二階、手前の自分の部屋ではなく、いちばん奥の寝室だった。

　自分の部屋に隠れてもすぐに見つかると判断したためだ。

　ここは紗さ雪ゆきと唯ゆい花かに割り当てられた部屋。

　暗い室内には鞄かばんや荷物が置かれている。ベッドの上には下着の類たぐいもあったが、それには目もくれず一目散にクローゼットの中に身を潜ひそませた。

　そして、その場にしゃがみ込み息を殺す。

「やばい……この状況はかつてないほどやばいと俺の第六感が告げている」

　アルコールのせいで今の彼女達には行動を制御するための理性が備わっていない。

　全員がパンツを脱いで差し出してきたのがその証拠だ。理性を失い、暴走した彼女達に捕まれば、どんな酷ひどい目に遭わされるかわかったものじゃない。

「うぅ……なんか俺もちょっとフラフラしてきたし」

　アルコールが回ってきたのか、なんだか頭が重い。

　初めての感覚だったが、これはあんまり素敵なものじゃないと思った。

「……それにしても、やけに静かだな」

　耳を澄ましてみるが、誰かが追ってくる気配はない。

　もしや完全に酔いが回って眠ってしまったのだろうか。

　それならそれに越したことはないのだが……

　慧輝は微かすかに開いた戸の隙すき間まから部屋の様子を確認しようとして、

「──見ぃつけた♪」

　クローゼットの外にいた女の子と目が合った。

「うわああああああああああああああっ!?」

「ふふ、そんなにこわがらなくてもいいじゃないですか。そんな可愛かわいい態度を取られたら、かえって虐いじめたくなっちゃいますよ？」

　天使のような笑顔でそんなことを言う金髪少女。

　目的の人物を見つけた唯花が嬉うれしそうにクローゼットを開ける。

「こんなところに隠れていたんですね。でも残念でした。唯花ちゃんにかかれば先輩を見つけるくらい簡単なんですよ？」

　口調がいつもより陽気なのは酔っているからだろう。

「さあ、先輩。唯花のパンツを受け取ってください」

「パンツはいらない！」

「そうですか？　では、これをあげましょう」

　パンツの代わりに彼女が取り出したのは、この状況を作り上げた元凶。

　女子部員達を暴走させた洋酒入りのチョコレート。

「これを食べると、ふわふわして気持ちよくなれるんです。慧けい輝き先輩も一緒に気持ちよくなりましょう？」

「もうそれは食べちゃダメだ。そのチョコは──」

「えいっ」

「うぐ……っ!?」

　それは目を見張るような早業だった。ウイスキーボンボンの危険性を説こうと慧輝が口を開いた隙すきを見計らい、唯ゆい花かがチョコを放ほうり込んだのだ。

　しかも、一気にふたつも。

　咄とつ嗟さに吐き出そうとするも、その口を唯花が手で塞ぐ。

「んぐうっ!?」

「あはっ。さあ、ゆっくり味わってくださいね？」

　狭いクローゼットの中では抵抗もできず、口の中のチョコがゆっくりと溶けていく。

　甘くほろ苦いチョコレート。

　口を塞がれたことで、ウイスキーの香りが一層濃く感じられて、まるで嵐の船上にいるみたいにグラグラと世界が揺れ始めた。

（……ああ、これはダメなやつだ。本当にまずい……）

　その思考を最後に、慧輝の意識は完全に途切れた。





　　　　　　◆






　気づくと、桐生きりゆう慧輝は古こ賀が唯花をベッドに押し倒していた。

　場所は先ほどまでと同じ寝室。明かりも点つけていない部屋の中を、窓から差し込む月光だけが淡く照らしている。

（……あれ？　なんだろう？　どうしてこんな状況になってるんだ？）

　よく覚えていないが、自分が彼女を抱えてベッドに横たえたような気もする。

（ああでも、なんだか頭が痛くてよくわかんないな……）

　頭の中で大きな鐘が鳴っているような酷ひどい頭痛がして、思考がぼんやりと濁っている。

「……まぁでも、そんなことは、今はどうでもいいよな？」

　あやふやな記憶とか、頭痛の原因とか。

　そんな些さ細さいなことより、目の前の女の子のことが気になっていた。

　白のワンピースに包まれた細い体。

　剥むき出だしの白い肩も、まだ幼さを残す美貌も、ふわりと柔らかな金色の髪も、宝石のような青い瞳も。

　彼女を構成するパーツは、そのどれもが一級品と言っていい。

（改めて見ると、唯ゆい花かちゃんってものすごく可愛かわいいな……）

　彼女のほうは酔いが覚めたのだろうか。

　仰あお向むけになった彼女の目には怯おびえの色が滲にじんでいる。

「慧けい輝き……先輩？」

　展開に頭が追いついていないのだろう。

　その名前を呼ぶ声に力はなく、どこかぼうっとした表情で見上げてくる。

「唯花ちゃんさ、今日はさんざん俺をからかってくれたよな？　……いや、今日だけじゃない。唯花ちゃんにはパンツを口に詰め込まれたり、胸をまさぐられたり、奴隷扱いされたり、いろいろと酷ひどい目に遭わされてきた」

　──そうだ。

　彼女の性癖が明らかになって以来、慧輝は酷い目に遭ってきた。

　これまで不満を抱かなかったのが不思議なくらいだ。

　悲惨な過去の数々を振り返っていると腹が立ってきて、自分を虐しいたげてきた後輩をじっと睨にらむ。

「思い返せば酷い仕打ちばかりされたもんだ。さすがの俺もちょっと怒ってるぞ？」

「え、えと……ごめんなさい……」

　唯花の目に微かすかに涙が滲む。急に豹ひよう変へんした上級生に怯えているのだ。

「反省してるなら罰が必要だよな？」

「罰……？」

「いつも唯花ちゃんが言ってるだろ。──悪い子には〝お仕置き〟しないとだよな？」

　そう言って笑みを浮かべた慧輝は両手を唯花の小さな胸に置いた。

　ベッドに押し倒した女の子の、その柔らかな膨らみに、自らの意思で接触した。

「ちょっ、先輩!?　どこさわって──っ！」

「問答無用！」

「ひゃんっ!?」

　問答無用で小さな胸を揉もみ揉みすると彼女は可愛い声を漏らす。

　しかし、さすがはドＳの女王様とでも言うべきか。

　唯花は負けるものかと唇を引き結び、気丈にも睨み付けてきた。

「こ、こんなことして許されると思ってるんですか？」

「あれぇ？　でも唯花ちゃんは嫌がる俺の胸を無理やりまさぐったよなぁ？」

「そ、それは……」

　痛いところを突かれて言葉に詰まる。

　その反応に慧けい輝きはニヤリと口元を歪ゆがめ、再び執しつ拗ように胸を揉もみしだいていく。

「あんっ!?　んぅ……っ！　うぅ……慧輝先輩を酔わせて唯ゆい花かの思い通りにするはずが、どうしてこんなことに……っていうか、慧輝先輩は酔いすぎです！」

「酔ってましぇーん！」

「絶対、酔ってます！」

「それにしても小さいなぁ。高校生にもなって恥ずかしくないの？」

「ち、小さくてごめんなさいぃっ！」

「なに言ってるんだ！　むしろ小さくて最高じゃないか！」

「どっちなんですか!?　……っ、お願いですから、もうやめてくださいっ！」

「やめましぇーん！」

「最低！　今の慧輝先輩、最低です！」

　涙目の女の子のお願いを却下して、プニプニとした弾力を楽しむようにひたすら彼女の胸をこねまわしていく。

（ああっ、なんだか楽しくなってきた……っ！）

　何かとんでもないことをしている気もするが、気にしないことにした。

　羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして、声をあげないように耐えていた唯花が、とうとう限界とばかりに口を開け、せつなげに喉のどを震わせた。

「け、慧輝せんぱ……っ、も、もう許してぇ……っ！」

「そうだな。ちょっと可哀かわい想そうになってきたし。……それじゃ、これで最後な」

「ふぇ……？」

　胸をまさぐっていた手を止め、おもむろに自身の顔を近づけると、彼女のまっさらな首筋にキスをした。

「ひゃああああああああああああっ!?」

　ひときわ大きな悲鳴を奏で、唯花が小さな体を震わせる。

　そのままくたりとベッドに横たわって動かなくなってしまった。

「気を失ったか……」

　まだいろいろと未成熟な唯花には刺激が強すぎたのかもしれない。

「でも、なんだかすごくスッキリした！」

　胸を揉まれている最中の反応が可愛かわいすぎて、あれほど燃えたぎっていた怒りはどこかに消えてしまった。

　気分がふわふわと高揚していて、今ならなんでもできそうだ。

「ククク……この際だ。他の連中にも仕返ししてやるか。唯花ちゃんみたいに恥ずかしい思いをさせてやれば、俺に盾突くことはしなくなるだろう」

　慧輝にかけられたウイスキーボンボンの魔法は未いまだ解けない。

　普段なら絶対に口にしないことを喋しやべっているのがその証拠だ。

　女子の胸が揉もみたかったら揉むし、我慢もしない。

　酒の力により、いろいろな枷かせを外された危険人物がここにいた。

　理性を失った野獣が次なる獲物を求めて移動しようとした、その時。

　ドアがゆっくりと開かれ、額ひたいに手を当てながら紗さ雪ゆきが部屋に入ってきた。

「……うぅ、なんだか酷ひどく頭が痛いわ」

「やぁ、紗雪先輩」

「きゃっ!?　……け、慧けい輝き君？　どうして慧輝君がこの部屋にいるの？」

「慧輝君はどこにでもいるのです。──そう、まるで夜空に浮かぶあの月のように！」

「ごめんなさい。ちょっと言っている意味がよくわからないわ」

　酔っ払いの戯たわ言ごとに冷静にツッコミを入れられるあたり、どうやら彼女は正気を取り戻しているらしい。

「先輩は酔いが覚めたようですね」

「ええ、目が覚めたら廊下で倒れてたわ。……意識を失う前、なにかとんでもないことをしでかしたような気がするのだけど、よく思い出せないのよね」

　しばらく首を捻ひねっていた紗雪だが、やがて記憶のほうは諦あきらめたのか興味の対象をベッドで眠る唯ゆい花かへと移した。

「古こ賀がさんは寝ちゃったみたいね」

「そうですね。先輩がくる少し前に寝ちゃいました」

「こんな時間にふたりでなにをしてたの？　……も、もしかしてそういうこと？　誰にも言えないようなえっちなこととか？　……ああ、でもそんなわけないわよね。慧輝君にそんな甲か斐い性しようがあればとっくに──」

「しましたよ」

「え？」

「しましたよ。唯花ちゃんと、それはもうエロいことをたっぷりと」

「ええっ？」

「そして──俺の次の獲物は紗雪先輩です」

　戸惑う紗雪の肩を掴つかむと、そのままベッドに彼女を横たえた。

「慧輝……君？」

　後輩の雰囲気がいつもと違うことにようやく気づいたのだろう。

　彼女は不安げな瞳で自分を押し倒した男子を見た。

　慧輝の目に映るのは、見る者全てを魅了する彼女の美貌。

　シーツの上に広がる黒髪と、雪のように白い肌。

　男性なら誰もが見み惚とれるような、女性なら誰もが羨うらやむような完かん璧ぺきなプロポーション。

（こうして見ると、本当に綺き麗れいな人だな……）

　至近距離で見つめられ、彼女は恥ずかしそうに頬ほおを赤く染める。

　そういう仕草は素直に可愛かわいいと思うが、紗さ雪ゆきも唯ゆい花かと同様に残念な部分が多すぎた。

「思えば、紗雪先輩にはずいぶん振り回されたな。手錠の鍵を胸の谷間に落としたり、デートにノーパンでやってきたり、俺のトランクスを盗んで勝手に穿はいてたり……」

「我ながらいろいろやらかしてるわね」

「けど、紗雪先輩が犯した一番の罪は別にある」

「一番の罪？」

「そのおっぱいですよ！　先輩の巨乳が俺を惑わせるんだ！　先輩がそんな立派なものをぶらさげてるせいで、俺は他のメンバーから白い目で見られるんですよ!?」

「それは慧けい輝き君が胸ばかり見てるからでしょう!?」

「問答無用！　これから先輩には罰を受けてもらいます！」

「ど、どうするつもりよ……？」

「そうですね……そういえば俺達、夏祭りの夜にキスしましたよね？」

「ふぇっ!?」

　いきなり夏祭りのことを持ち出され、びくりと体を震わせる紗雪。

「あ……う……そ、そうね。そんなことも、あったかもしれないわね」

「俺以外に、そういう経験あったんですか？」

「な、ないわよ……悪い？」

「じゃあ、先輩にとってはこれが二度目になりますね」

「え？」

　考える猶予も与えず、慧輝は彼女の唇に自分のそれを押しつけた。

「んぅ……っ!?」

　いきなり唇を奪われた紗雪が驚きで目を見張る。

　抵抗しようとしたのか、彼女が微かすかに身じろぎをしたが、もちろん許さない。

　唇を触れ合わせ、吸いつき、好き放題に蹂じゆう躙りんする。

「ふ……ふぅ……んぅ……っ!?」

　断続的に漏れる吐息の音を楽しみながら、ただひたすらキスをする。

　そうしていると、彼女の目がとろんとしてきた。

　なんとか押しのけようと慧輝の胸に当てられていた彼女の両手は徐々に力を失っていき、やがて完全に抵抗がなくなった。

「……はぅぅ……」

　数分後、ひたすらキスされ続けた紗雪はベッドの上でぐったりしていた。

　汗ばんだ首筋がやけにエロい。

　頬ほおを上気させ、湿った吐息をつく上級生を見下ろして慧けい輝きは満足げに笑う。

「ククク……お仕置き完了！」

　すっかり虫の息となった巨乳美女を放置し、立ち上がる。

「さて、最後は南なん条じようだな。あいつには勝手にＢＬ漫画のモデルにされたり、恥ずかしいポーズを強要されたり煮え湯を飲まされてるからな。漫画の中でさんざんケツに肉棒を突っ込まれたんだ。南条のケツにも太くて硬い棒状のモノを突っ込んでやろう！」

　上機嫌でとんでもないことを口走る酔っ払い。

　暴走した野獣を止められる者はここにはいない。

　後輩の胸を揉もみしだき、先輩の唇を蹂じゆう躙りんした男に恐れるものなど何もなかった。

「…………あ、あれ……？」

　新世界の扉を開こうと足を踏み出したところで、猛烈なめまいに襲われた。

　ぐらりと世界が歪ゆがみ、足元が激しく揺れているような感覚。

　とても立っていられず、慧輝はそのまま床に倒れ込んだ。





　　　　　　◇






　慧輝が目を覚ますと、そこは冷たい床の上だった。

　体を起こすと、ふたつあるベッドの上ではそれぞれ唯ゆい花かと紗さ雪ゆきが眠っていて、ここが彼女達の部屋だとわかる。

「……俺、なんでこんなところで寝てたんだ？」

　暗い部屋の中、首を傾かしげながら置時計を見ると時刻は零時過ぎ。

「皆でチョコを食べて、それから……ううん？」

　それから先の記憶がない。

　なぜ自分がこの部屋で寝ているのかわからない。

「……んん、慧輝くぅん……それ以上は……それ以上はらめぇ……」

「この人はどんな夢を見てるんだ……」

　紗雪が色っぽい声で怪しい寝言を口にしていたが、おそらくドＭの妄想力が爆発したロクでもない夢だと思ったので深く考えないことにした。

「なんだか頭がズキズキするし……風にでも当たりにいくか」

　部屋を出て階段を下り、誰もいないリビングからバルコニーに出る。

　出迎えてくれたのは潮の香りのする風。

　そして、天上のキャンバスに描かれた美しい星空だった。

「これは、遠出した甲か斐いがあったかな」

　街だとなかなか見られない澄み切った夜空。

　同じ世界に生きていても、住む場所が違えば見える空も違う。

　当たり前のことなのに、こうして体験しないと気づけないこともある。

「──あれ？　桐生きりゆうじゃん」

「ん？」

　誰かの声に振り返ると、赤茶色の髪を下ろした真ま緒おが立っていた。

「おー、南なん条じようもきたのか」

「うん。目が覚めちゃってさ」

　シャツに短パンというラフな格かつ好こうで彼女が横に並ぶ。

「なんか、チョコを食べたあとの記憶がないんだよね。気がついたらベッドで寝てた」

「奇遇だな。俺もその辺から記憶がない」

「桐生も？」

「ああ。……でも、なんとなく思い出さないほうがいいような気もする」

「あー、あたしもなぜかそんな気がする……」

　なぜかはわからないが、記憶を取り戻しても誰も幸せにはなれない気がして。

　お互いに『この話題には触れないほうがいい』という結論で一致した。

「それにしても、まさか書道部で合宿なんてすると思わなかったね」

「確かに。あんまり文化部に合宿するイメージないよな」

「そもそも書道部なのに字を書いてるのは部長だけだしね。あたしは漫画描いてるし」

「漫画といえば、少女漫画のほうはうまくいってるのか？」

「まあね。夏休み中に何度かネームを修正して、ようやくＯＫが貰もらえたとこ。今は雑誌掲載用の原稿を描いてる」

「おお、すごいじゃん。雑誌に載ったら買うよ」

「気が早いってば。掲載されるっていっても読み切りだからね？」

「読み切りでもすごいものはすごいって」

「……あんまり褒められると照れるからやめてよ」

　同人の世界で人気があるらしい真緒は、少女漫画の編集者に声をかけられ、雑誌に読み切り漫画を描かないかと誘われたらしい。

　夏休みには漫画のネタを集めるために慧けい輝きと取材デートもしていて、それからコツコツと努力を積み重ねてきたのだろう。

　高校生で雑誌に漫画が掲載されるのは素直にすごいと思った。

「……ありがとね」

「え、なにが？」

「桐生には感謝してる。ここまでこれたのも桐生が協力してくれたからだし」

「協力って、俺は取材に付き合っただけだぞ？」

「そうだけど、アレは桐生きりゆうだったから意味があるんだよ」

「？　どういう意味だ？」

「ふふ、どういう意味だろうね？」

　子どもっぽい口調で言って彼女は笑い、下ろした髪を風になびかせ慧けい輝きに向き直る。

「これは、たとえばの話なんだけどさ……」

「ん？」

「桐生は、もしもあたしが腐女子をやめたらどう思う？」

「え？」

「男どうしのエロ漫画を描くのはやめて、普通の女の子になったら、そうしたら──」

　握った手を胸に当て、真ま緒おは意を決したように言い放はなつ。




「あたしのこと、好きになってくれますか？」




　それは、どんな意味を含んだ言葉だったのだろう。

　合宿の夜。星空の下の、ふたりきりのバルコニー。

　極めてロマンチックな状況なだけに『愛の告白』を連想してしまいそうになるが、慧輝はこれまでの経験からその可能性を真っ先に排除した。
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　瑞みず葉はのように自分に好意を持っている女の子が何人もいるとは思えない。

　複数の女子に同時に言い寄られるとか、そんな漫画みたいな展開はありえないだろう。

　となると、ここは告白ではないという前提で無難に答えておくのが正解だ。

「えっと……俺をモデルにＢＬ漫画を描かなくなるならそのほうがいいし、今より南なん条じようと仲良くなれるかもしれないな」

「……そういう意味じゃないんだけどなぁ」

　あからさまに肩を落とす真ま緒お。

　小さく溜ため息いきをついて「あたし、けっこう頑張ったのに……」とか呟つぶやいている。

「じゃあ、どういう意味だよ？」

「むぅ……」

　その質問に対し、真緒は不機嫌そうに唇を尖とがらせる。

　そして握った拳こぶしを慧けい輝きの胸にこつんと当てると、

「自分で考えろ！　ばーか！」

　べーっと舌を出して別荘の中に駆けていった。

　残された男子は呆ぼう然ぜんとその姿を見送る。

「……なんなんだ？」

　何度も思い知らされているが、異性の心を理解するのは難しい。

「自分で考えろとか言われても、さっぱりわからん……。だいたい〝好きになってくれますか？〟ってなんだよ。それじゃ、まるで──」

　まるで──好きになってほしいみたいな言い方だ。

「…………まさかな」

　自分の中に生まれた想像を振り払う。

「けど、もしも南条や書道部の皆が普通の女の子になったとしたら……」

　憧あこがれの先輩が、素直で可愛かわいい後輩が、距離の近い同級生が、気配り屋さんの妹が、特殊な趣味嗜し好こうを持つ彼女達がもしも普通の女の子になったとしたら──

（そうなったら俺は、四人の中の誰かに恋をするのだろうか……？）

　……いや、それは考えても仕方のないことだろう。

　そもそも、あの重度の変態娘達がまともな女の子に変身できるとも思えない。

「……部屋に戻って二度寝するか」

　外の空気を吸ったおかげか頭痛もだいぶ治まったようだ。

　最後にちらりと海を見てから慧輝はバルコニーをあとにした。

　砂浜でビーチバレーをして遊ぶ、女子部員達の姿を思い出しながら。
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「…………んぁ？」

　深夜の二時過ぎ。ぎしりと何かが軋きしむ音が聞こえて慧けい輝きは目を覚ました。

　月明かりに照らされた部屋の、普段と違う天井を見て、ここが小こ春はるの別荘であることを思い出す。

　再びぎしりと音が鳴り、それがベッドの軋む音だと気づいた時、慧輝の腹部に柔らかな重みがかけられた。

「──兄さん」

「瑞みず葉は……？」

　そこにいたのは、白いワイシャツを身に着けただけの扇情的な姿の妹で。

　彼女は思い詰めたような表情で兄の上に跨またがっていた。

「どうしたんだ、こんな時間に？」

「…………」

　それには答えず、瑞葉はワイシャツのボタンに手をかけると、ゆっくりと外した。

　ひとつ。

　またひとつ。

　そのふたつを外したところで眩まぶしい胸の谷間が露あらわになった。

「み、瑞葉さん!?　なにしてるの!?」

「わたし、もう我慢できない……」

「え？」

「わたしね、兄さんが他の女の子と仲良くしてると胸が苦しくなるの」

　またひとつボタンが外される。

　だが、本来そこにあるべき下着の線が見当たらない。

　この時点で彼女がブラジャーを着けていないことが証明された。

　そして、おそらくはショーツすらも……

「本当は書道部に入るつもりなんてなかった。だって、入部したら兄さんが他の子と仲良くしてるのを見せつけられるってわかってたから」

「だったら、どうして……？」

「そんなの、兄さんを誰にも渡したくないからに決まってるでしょ？」

　四つ目のボタンが外され、まっさらな腹部が露わになる。

「だってわたしは──兄さんのことが好きなんだもん」

　訴えかけるように自身の気持ちを口にして、最後のボタンを外した彼女は躊躇ためらうことなくワイシャツを脱ぎ捨てた。

「んな……っ!?」

　視界に映ったのは、下着すら身に着けていない生まれたままの少女の姿。

　月明かりに照らされたその肌は信じられないくらい綺き麗れいで、神秘的とすら思える異性の体にクラクラする。

「……見て？　ねぇ見て、兄さん？　私だけを見て？」

　一糸まとわぬ姿で瑞みず葉はが身を乗り出してくる。

　そんなことをすれば否いや応おうなしに豊かな胸が強調されてしまうわけで、目の前でたぷんと揺れる魅惑の果実に思わず鼻血が出そうになった。

「ちょっ、さすがにこれは洒落しやれにならないって……っ！」

「なんで？　わたしと兄さんは本当の兄妹じゃないんだから、なにも問題なくない？」

　フラットな口調で主張すると、彼女はそのまま兄に抱きついた。

「うぉわあああああっ!?」

　裸の女の子に抱きつかれたのだ。

　当然、異性の体の柔らかさがダイレクトに伝わってくる。

　それはいろいろ経験不足の童貞男子にとっては刺激的すぎる体験で、生殖本能に従って自己主張をし始めた〝ムスコ〟を慧けい輝きは必死になって抑え込む。

「……兄さん」

　互いの吐息が交じり合う距離で彼女は頬ほおを染め、甘えるように兄を呼ぶ。

　女の子がこんな時間に部屋にきて男の前で裸になったのだ。

　彼女が何を期待しているのか、どんなに鈍感な男でもさすがにわかる。

　桐生きりゆう瑞葉は魅力的な女の子だと思う。

　美人で優しくて、しかも隠れ巨乳という素敵オプションまでついている。

　普通の男なら、こんなふうに迫られたらイチコロだろう。

　正直「このまま状況に流されてもいいかな」と思いかけた慧輝だが、かろうじて残っていた良心がその選択を思おもい留とどまらせる。

「だ、ダメだ瑞葉……っ！」

「なにがダメなの？」

「義理とはいえ兄妹なんだし、そもそも付き合ってるわけでもないし。こういうのは恋人どうしがすることで、だから、その──」

「……ね、兄さん？」

　煮え切らない態度を取る兄の言葉を遮って。

　瑞葉は可か憐れんな頬をいっそう赤く染めると、兄の耳元に顔を寄せる。

「エッチ……しよ？」

「ふわああああっ!?」

　投下されたのは、今世紀最大規模の爆弾発言。

　瑞みず葉はの放はなった反則級の一撃は慧けい輝きの理性を粉々に打ち砕いた。

（まずい!?　今ので俺のムスコが完全に臨戦態勢に……っ!?）

　ただでさえ血が繋つながっていないと判明してから彼女を半分くらい〝女の子〟として意識してしまっているのだ。裸の異性に抱きつかれたり、耳元で甘い誘惑を囁ささやかれたりしたらこうなるのも当然だと思う。

　問題は、一気に言い訳できない状況に追い込まれたこと。

　これだけ密着して、瑞葉が兄の股こ間かんの一大事に気づいていないはずがない。

　可愛かわいい妹に嬉うれしそうな声で「兄さんの、おっきくなったよ？」などと言われたら理性という名の防衛線は完全に崩壊するだろう。

　そうなれば自分を止められる自信はない。

　このままでは本当に妹と初めての体験を済ませることになる。

「待ってくれ瑞葉！　俺は──っ!!」

　なけなしの良心を振り絞り、最後の説得を試みようとして──

「……すぅ……すぅ……」

「……………あれ？」

　気づくと、瑞葉は電池が切れたように眠りに落ちていた。

　体を兄に預け、天使のようなあどけない表情で、規則正しい寝息を漏らしている。

「これは実に安らかに眠っていますな。……それになんか、微かすかにお酒の香りが……？」

　彼女の吐息から微かに感じられるウイスキーの香り。

　そういえば、昨夜は瑞葉も洋酒入りのチョコレートをかなり食べていた。

　いきなり寝落ちしたのはチョコのアルコールの影響だろう。

　もしかしたら、瑞葉がこの部屋にやってきたこと自体、お酒のせいで判断力を失っていたのが原因かもしれない。

「……はあ、とりあえず助かったぁ……」

　緊張の糸が切れた途端、安あん堵どの溜ため息いきが漏れる。

「兄さんが他の女の子と仲良くしてると胸が苦しくなる、か……」

　リビングで感じた彼女の笑顔に対する違和感。その正体がわかった気がした。

　この合宿中、瑞葉は書道部の女の子達と仲良くしている慧輝を見て、ヤキモチを焼いていたのだ。

　部室で頻繁にブラチラをしてきたり、スカートをめくって見せたりするのも、自分だけを見てほしいという気持ちの表れなのかもしれない。

「そう思うと、瑞葉がすごく可愛く思えてくるな……」

　眠る彼女の頭を優しく撫なでる。

　今みたいに強引に迫られるのは困るが、ここまで直球で好意を向けられれば悪い気はしない。

「さて、この子をどうするか……」

　裸の女の子をこのままにはしておけないだろう。

　何か服を着せて、彼女の部屋に運ばなければいけない。

　何しろ、こんな状況を誰かに見られたら大事件に──




「……慧けい輝き君？」

「……慧輝先輩？」




　──大事件になりました。

　瑞みず葉はにばかり気を取られていたからだろう。

　いつの間にか部屋のドアが開けられていて、部屋の中にふたりの少女が立っていたことに、彼女達に呼びかけられるまで気づけなかった。

　来客の正体は紗さ雪ゆきと唯ゆい花か。

　ふたりの表情は一様に硬く、慧輝に向ける視線は氷のように冷たい。

「どうりで私達になびかないわけだわ。慧輝君の本命は妹さんだったというわけね……」

「シスコンだとは思ってましたが、ここまでとは思いませんでした……」

「ちょっ、違うよ!?　誤解だって！」

「なにが違うのかしら？　裸の妹とベッドで抱き合ってるお兄さん？」

「……あ」

　視線を下ろすと、そこには兄に抱きついて眠る全裸の妹が。

「さっきは唯花にあんなことまでしておいて……最低です」

「あんなことってどんなこと!?」

「い、言えるわけないじゃないですか！」

　何を想像したのか、唯花が顔を真っ赤にして叫ぶ。

「私だって、慧輝君にあんなことされたのに……」

「あんなことってどんなことですか!?」

「い、言えるわけないじゃない！」

「俺、本当になにしたの!?」

　唯花に引き続き、紗雪も顔を赤く染めて慧輝を睨にらみつける。

　身に覚えのない情報が飛び交っているのが気になるが、それよりも重要なのはこの危機をどう乗り切るかである。

（落ち着け……まずは落ち着いて状況を整理してみよう）

　今は深夜。ここは小こ春はるの厚意で借りた別荘の寝室で。

　そこで慧けい輝きが何をしているのかといえば、ベッドの上で全裸の妹と密着しているわけだ。

「………あれ？　これって絶体絶命じゃね？」

　控えめに言って完全にアウト。

　特に『全裸の妹』の部分がやばい。

　可愛かわいいお尻を惜しげもなく晒さらし、うつ伏せの状態で兄に体を預ける裸の少女。

　そんな兄妹の姿を目撃した紗さ雪ゆきと唯ゆい花かのふたりがどんな勘違いをしているのか想像に難かたくない。

　どんな言い訳も通用しないレベルの状況証拠に、慧輝の頬ほおを冷たい汗が伝い落ちる。

　これから始まるのは弁護人不在の裁判。

　妹に抱きつかれた状態では逃げることもできず、未いまだかつてない人生の危機に震える被告人の前に、ふたりの裁判官が進み出る。




「さあ、慧輝先輩？」

「納得できる説明をしてもらいましょうか？」





あとがき




　※ネタバレを含みますので本編未読の方はご注意ください。

　というわけで『可愛かわいければ変態でも好きになってくれますか？』四巻です。

　今回は完全に瑞みず葉は回ですね。

　今まで出番が少なかったぶん、四巻ではこれでもかと登場しています。

　表紙を飾っただけでは飽き足らず、カラーページを二枚も独占し、そのどれもがエロ可愛いイラストという最高の仕様。まさに妹尽くしの一冊です。

　物語に関しては、唯一のオアシスと思われていた瑞葉がついに変態だと判明しました。

　まあ、ラブレターにパンツが添えられていた時点でお察しですよね。

　タイトル的にも逃れられない運命だったと思います。

　兄に妹が着ける下着を選ばせたり、裸エプロン姿で料理していたりと、瑞葉も相当アレな感じに仕上がってますが、慧けい輝き君には今後も頑張ってもらいましょう。

　ちなみに瑞葉が隠れ巨乳なのは私の趣味です。

　服の上からではわからないけど実はけっこう大きいという素敵設定。物静かな女の子が脱いだらすごいというのは男のロマンだと思うのです（個人の意見です）。

　そしてｓｕｎｅ先生の描く瑞葉が可愛すぎますね。

　胸の形とか谷間の描き方が絶妙すぎてハァハァしてしまいました。今回も素晴らしいおっぱいをありがとうございます。

　さて、この四巻で『変好き』はちょうど一周年を迎えました。

　こうして続きを出し続けることができるのも『変好き』を読んでくださっている皆さんのおかげです。本当にありがとうございます。

　最近では抱き枕まくらカバーや立体マウスパッドの発売が決定するなど、グッズの展開も多くなってきました。

　また、コミカライズもスタートし、月刊ドラゴンエイジで連載中ですので是非そちらのほうもご覧になってみてください。

　シンデレラの正体と性癖が明らかになり、ラブレターにまつわる話に決着がついたので次巻からは新章に入る予定です。今回、少しだけ出てきた新キャラの子も関わってくるはずなので、彼女の活躍も楽しみにしていただけたら幸いです。

　それでは次は五巻でお会いしましょう。





花はな間ま燈とも

















特別付録　書き下ろし短編「エプロンは妹の戦闘服です」








エプロンは妹の戦闘服です






　夏休みも残りわずかとなった、とある晴れた日の朝。

　自分の部屋で覚ました瑞葉は「ん～」と伸びをしてからベッドを下りた。

「……よし。今日こそは兄さんを振り向かせてみせるぞ！」

　気合いを入れ、パジャマを脱ぎ始める瑞葉。

　下着姿になり、着替えをするのかと思いきや、彼女は予想外の行動に出た。

　おもむろにブラジャーを外すと、そのままパンツまで脱ぎ捨てて裸になってしまったのだ。

　服の上からではわからない意外と大きな胸も、形のいいお尻も何もかもがフルオープン。

　そうして瑞葉が手にしたのは、可愛いフリルのついた純白のエプロンだった。

「裸エプロンは男の子のロマンって言うからね。これなら、さすがの兄さんもわたしの魅力にイチコロのはず」

　どうやら、裸エプロンで愛する兄のハートを射止めてしまおうという作戦らしい。

　血の繋がっていない兄に恋する少女は、可愛い顔をしているわりに意外と大胆な発想の持ち主だった。

「……うん。なかなかいいんじゃないかな？　可愛いよね？」

　エプロンを身に着け、鏡の前で身だしなみをチェックする。

　桐生瑞葉は美少女だ。

　整った顔立ちはもちろんスタイルも良く、肌は陶器のように綺麗で、実は隠れ巨乳という素敵オプションまで備わっている。

　そんな彼女の裸エプロン姿は、本人が思っている以上の破壊力を有していた。

　並の男なら一瞬で股間が大変なことになるレベル。

「兄さん、喜んでくれるかな？」

　兄妹なのに血が繋がってなくて、実は同い年の男の子。

　子どもの頃から一緒に暮らしていて、ずっと恋をしている異性。

　彼がこの姿を見て、喜んでくれる場面を想像すると、嬉しくて自然と頬が緩んでしまう。

「えへへ。もしかしたら、恋人にしたいって思ってくれるかも？」

　そこまでいかなくても、女の子として意識してくれるだけで嬉しい。

　彼はずっと瑞葉のことを本当の妹だと思っていたから、こちらを異性として認識してもらい、ドキドキさせることができたなら、作戦は大成功と言っていいだろう。

「それじゃ、今日も兄さんのために美味しい朝食を作りましょうか」

　なんにせよ、全ては自分の頑張り次第。

　再び気合いを入れた瑞葉は、裸エプロン姿のままキッチンに向かったのだった。
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